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巻頭言

−寄附講座の始まりと現在−

　ワーカーズコープの大学寄附講座の
始まりは、2013年に開催された第34
回労働者協同組合連合会総会に向けた

「学校・会館建設検討委員会」の答申
に遡る。（答申作成の座長を藤田が務
めていた。）
　答申の中では①フリースクールなど
若者の学び直しの学校　②働きつつ学
べるワーカーズコープカレッジの設立
　③協同労働の理念を柱とした保育士
や介護福祉士の養成校の設立などの構
想に合わせ　④大学との提携に向けた

「寄附講座」の開催が提案された。
　この提案の背景には、当時の答申メ
ンバーであり現労協連副理事長の山本
幸司氏から、労働組合のナショナルセ
ンターである連合が法政大学と組ん
で、「寄附講座」を実施し、連合大学
院を開設するという話を聴いたところ
からスタートする。「寄附講座って何⁉ 」

「それはワーカーズコープでも実施で
きるのか」といった議論に発展し、す
ぐにでも始められる取り組みの１つと
して方針に入ったという経緯がある。
　答申後すぐに当時の協同総研専務理
事であった上平泰博氏と相談し、ワー

カーズコープ運動のもっとも良き理解
者の一人であり、地域とともに育つ大
学づくりの先頭に立っておられた加藤
彰彦沖縄大学学長（当時）に打診してみ
ることになった。先生に相談するとす
ぐに趣旨を理解してくださり、全国初
の寄附講座が一挙に前に進み始めた。
運良く沖縄大学には25年前以上前か
ら労働者協同組合運動に関心を寄せ、
管野正純元労協連理事長（故人）とも親
交があった小林甫先生がおられ、講座
の担当教員を快く引き受けてくださっ
た。まさに人のつながりが寄附講座の
開催を後押ししてくれたわけである。
　その後、担当教員は島袋隆志先生（沖
縄大学法経学部准教授）に引き継がれ、
今年度（2018年度）で４回目の寄附講
座が開催されるまでになった。ちなみ
に島袋先生は日本社会連帯機構や沖縄
県高齢者生活協同組合の理事でもあ
り、日本社会連帯機構沖縄県本部の共
同代表も務めていただいている。
　沖縄大学から始まった寄附講座は、
その後沖縄国際大学、久留米大学、沖
縄キリスト教学院大学、千葉大学、福
島大学、和歌山大学、桃山学院大学、
琉球大学の９大学に広がり、来年度か

大学寄附講座「ワーカーズコープ論」
の広がりと学生ワーカーズの可能性巻頭言

藤田�徹（日本労協連副理事長/日本社会連帯機構専務理事）
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ら埼玉大学や新潟大学でも検討が始ま
り、その可能性が日々広がりつつある。

−ワーカーズコープの寄附講座が広が

る背景は何か−

　３年目を迎える沖縄国際大学の夏期
集中講座に今年も参加させていただい
た。担当の村上了太先生は前日までド
イツを訪問されていたそうで相変わら
ずのタフさに驚いた。村上先生や島袋
先生の寄附講座やワーカーズコープに
対する熱い想いや丁寧なフォローが
あってこそ寄附講座は成り立ってい
る。
　沖縄国際大学の講座は、村上先生の
講座の目的や受講の構え、そして先生
の専門の１つである「沖縄共同売店」
の話などを交えてスタートした。詳し
い内容は相良孝雄協同総研事務局長の
論稿に譲るが改めて「ワーカーズコー
プ論」という講座の意味と可能性を実
感した５日間になった。

◆「単位を取るための目的でしたが、
沖縄の様々な課題（高齢者・子供・若
者他）のために利潤目的とは違った動
機で働く人々をみて、もっと早くワー
カーズコープについて学べば就職活動
も少し変わっていたと思った。」（経済
学部４年）
◆「第１回から15回の講義を通して、
働く意味の考え方が変わった。前まで
はお金のため・生計のために働くと考

えていた。しかしそれだけではなく、
自分の成長のために働くという考えが
出た。あと地域についてもっと関心を
持とうと思った。今回ワーカーズコー
プ論をとって、こんな学び考えるとは
思わなかった。後期から就職活動が始
まるので学んだことを活かしていこう
と思う。」（法学部３年）
◆「自分の地元の魅力、問題を調べて
真剣に考える機会は今回初めてだっ
た。魅力を知って更に好きになれたり、
浦添市の問題を少しでも解決したい。
自分でも働きたいという気持ちがわい
た。発表した後のコメントや質問で、
さらに深く考えさせられた。」（総合文
化学部２年）
◆「今までは働くとは大きな会社があ
り、その下で雇われて働くものだとい
う固定観念があることに気づきました。
問いを立てることの大切さを学ばせて
もらいました。」（総合文化学部２年）
◆「当事者意識の大切さを感じました。
皆が見て見ぬふり、誰かがやってくれ
ると人任せにしていると社会は変わら
ないんだなと思いました」（経済学部３
年）
◆「各自治体の問題が全くかぶらな
かったことに驚きました。また課題の
解決に関しても様々な取り組み方が
あってとても興味深く感じました。」

（法学部１年）

　これはワーカーズコープ論を受講し
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た一部の学生の感想だが、多くの学生
が受講前と受講後の「労働観」「就職観」
の変化や、「地域」への関心や見方の
変化を語っている。またある学生は

「「働き方」「就職観」などという固い
話は学生同士ですることはほとんどし
ない。しかし本当は悩んだり、迷った
りしているテーマでもあり、他学部の
学生や講師の意見を聞けるこういう場
はありがたかった」とつぶやいていた。
　大学の就職予備校化や日本経済の発
展に寄与することを目的とした大学改
革の是非が論じられているが、今講座
を通じて見えてきたことは、もっとも
肝心な主人公である当の学生自身は

「働くことや生きることの意味」につ
いてもっと考えたり、他の人の意見を
聞きたがっている姿であった。また「働
くこと」と「地域で暮らすこと」が分
断されている学生の姿も鮮明になっ
た。「働くこと＝稼ぐこと」稼いだお
金で自分の好きな趣味や物を購入する
という発想の学生の多さを改めて実感
した。（今の社会状況からするとしご
く当たり前なのかもしれないが…）
　講座の中の講師の実践や生き方、ま
た学生同士のディスカッションを通じ
てそれらの考えが揺らいでくるのだ
が、「働くこと」と「地域」や「暮らし」
の分断は沖縄でもかなり深刻化してい
るのではないだろうか。
　長々と述べてしまったが、最も伝え
たいことは、このワーカーズコープ論

は、何よりもこれからの社会や地域に
巣立っていく学生の力になりうるし、
協同労働の法制化時代に、ますます求
められるカリキュラムになるのではな
いかという確信めいたものだった。
　これからの新しい「キャリア教育」
や「地域の活性化と大学」という最新
のテーマにも一石を投じるのではない
だろうか。ぜひ、協同総研の会員の方々
にも改めて御一考願いたい。

−「学生ワーカーズ」設立の可能性を

考える−

　当初は妄想的に考えていた「学生
ワーカーズコープ」という構想だった
が、法制化の状況も追い風にし、より
具体的につまりモデルをつくる段階に
入ったことを感じている。
　沖縄国際大学の寄附講義の人気
No.１は「がちゆん」という琉球大学の
学生がつくった修学旅行生の受け入れ
をコーディネートしている会社の事例
だった。（がちゆんはその後、順調に
業績を伸ばし、修学旅行生だけではな
く、LGBTや様々な社会問題について、
中高生はじめ若者と考えあうカリキュ
ラムを開発しているという）ちなみに

「がちゆん」は「がちでゆんたく」する
という意味の略称であり、沖縄国際大
学の学生も複数参加しているという。
　同じ学生が協同で仕事をおこし、学
生の問題意識がきっかけとなり、会社
組織に発展し、しかもそれで生計を立
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てているという身近な事例は、受講し
ていた学生にとっても毎年大きな刺激
になっている。
　東京の一橋大学の学生サークルが、
衰退しつつあった地域の商店街とコラ
ボレーションして次々と仕事をおこ
し、商店街とまちを蘇らせている事例
など多くはないが、学生が主体となり、
収入を得ながら地域課題を解決して
いっている取り組みが出始めている。
その事例を目を輝かせながら聞いてい
る学生の姿を見るにつけ、「学生ワー
カーズ」構想は決して非現実的ではな
いという想いを強くしている。全国の
ワーカーズコープではすでに若者の就
労支援を核とする「若者サポートス
テーション」の運営（全国22カ所）や、
生活保護、困窮世帯の子どもを対象と
した学習支援（40か所）、子ども食堂
の取り組み（62ヵ所）、学童保育（186ヵ
所）・児童館（70ヵ所）などのアルバイ
トなどを含め、すでに数千人の学生が
関わっている。そうした若者に向け学
生ワーカーズをつくろうと呼びかける

ことはすぐにでもできることなのでは
ないだろうか。また寄附講座を受講し、
現地のワーカーズコープでのアルバイ
ト、ボランティアや就職を希望する若
者がいるように、講座の受講生に呼び
かけ、先生や大学のご理解をいただき
ながら、「学生ワーカーズコープ設立
準備会」や「ワーカーズコープ研究会」
などを大学につくっていくことはでき
ないものだろうかと考えている。
　いくつかのモデルができていくと、
法制化の動きと重なり一挙に全国の大
学に広まる可能性があるのではないか
とそれこそ妄想を膨らませている。
　ぜひその夢が、正夢になるよう全国
の仲間の知恵と力を結集していただき
たい。最後になるが、そういったこと
を広げる意味でも、今回完成した映画

「Workers　被災地に起つ」（10月20日
から東京のポレポレ東中野でロード
ショー）の全国上映、大学上映を広げ
ていっていただけることを改めてお願
いし、巻頭言としたい。
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特集テーマの設定理由と掲載内容1

　本号の特集テーマを「『ワーカーズコープ論』寄附講座運動②－学生と社会をつなぐ

戦略を焦点に」とした。「寄附講座運動①」としては、本誌299号（2017年10月）で特

集を組んでいる。299号では、2017年に開催した３大学（沖縄大学、沖縄国際大学、

久留米大学）での講座を特集したが、2018年には一気に新規開設6大学を合わせ、9大

学で講座を開設することとなった。そこで、この新たな動きと開講してきて見えてきた

視点を深める必要があると感じ、「寄附講座運動②」とした。もう一つ、本テーマを特

集した背景には、299号は在庫がなくなったこともある。今後2019年以降にワーカー

ズコープ論の寄附講座を新規で開講を検討している大学（新潟大学、埼玉大学等）もあり、

寄附講座開講を全国に広げるときの資料として活用する意味でも、特集として組みたい

と感じた。

　開講するきっかけとして、今までのワーカーズコープや協同総研のネットワークでつ

ながっている先生方に講座開設の働きかけをしてきたこと、そして大学の先生方からも

本講座が「地域づくり」「労働観」「当事者として社会に向き合うこと」等、学生の学び

にとって、大きな機会になると感じていただいたことが大きい。その意味でも、寄附講

座を開催することは、各地域での協同集会、映画「Workers　被災地に起つ」の上映運

動とともに、特にワーカーズコープ運動と大学が連帯する上で１つの大きな取り組みで

あると考えている。

　今回の特集テーマのサブタイトルに「学生と社会をつなぐ戦略を焦点に」と付記した

のは、学生が社会とりわけ「地域や人と関わること」「社会をつくる当事者として物事

を考えること」について難しい環境にあると感じたからである。千葉大学の伊丹先生の

掲載原稿にも「地域から孤立した大学と大学生」の記載があり、学生が地域・社会でお

きている現実を知ることや考える機会があまりないように感じた。そこで地域社会の現

実から出発しながら、学生が社会をつくる当事者として、どのように考え、行動するの

かをカリキュラムの中心においている。そして寄附講座を契機として、大学を拠点とし

た「学び」×「地域づくり」の総合戦略を関係者とともに描く契機にしていきたいと考

えている。

Special Issue

「ワーカーズコープ」の寄附講座の目的と戦略「ワーカーズコープ」の寄附講座の目的と戦略

特 集



No.310

2018.9   7

　本号では、講座を担当された大学の教員の視点から、沖縄大学の島袋隆志さん、沖縄

国際大学の村上了太さん、千葉大学の伊丹謙太郎さんにご執筆いただいた。また講座の

事務局として関わった視点から、ワーカーズコープの高橋弘幸さんと私が書いている。

ここには事務局の視点だけではなく、学びの当事者である学生の声をふんだんに掲載し、

学生の視点も盛り込むことにした。「教員の視点」「事務局（ワーカーズコープ）の視点」「学

生の視点」の３つの視点から、寄附講座の学びや成果を浮かび上がらすことを意図して、

掲載することにした。

寄附講座の目的2

　「格差」「貧困」「排除」など、社会の分断と孤立は広がる中で、人と人が協同して働き、

地域を感じる機会が失われている。ワーカーズコープは「協同労働」と「協同組合」を

結ぶことで、「はたらく意味とは何か」「持続可能な地域で住み続けるためにはどうすれ

ばいいか」を問い、「地域で共に生き、共に働く」取り組みを全国で進めている。ワーカー

ズコープ論の寄附講座は、学生自らが学びの当事者として、社会課題と自分の人生観・

労働観に向き合うことで、グループをつくりながら、自らが市民や働くものが主人公と

なる社会づくりへの貢献を大切にしている。講座終了後には学生自らが地域課題や社会

的課題を解決するために、協同労働の協同組合による仕事おこしをすることを目指すこ

とを目的にしている。
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寄附講座を開設するときに、大切にしていること3

　各大学で寄附講座を開講するときやカリキュラムをつくる際には、大学や教員の皆さ

んに「協同労働の協同組合」に興味を持つ機会になれるように、担当の先生と徹底的に

打ち合わせすることを大切にしている。先生と話すなかで、学生の状況や類似した科目

状況を勘案して、各大学のカリキュラムをオーダーメイドでつくっている。例でいえば、

沖縄国際大学では、学生の進路状況から「キャリア形成」に重きを置き、千葉大学では

実地をすることが学生の学びに効果的であることを検討しながら、ワーカーズコープち

ばのフードバンクが大学の近くで行なっていることもあったので、「地域の現実から出

発すること」を重きにおいた。これから開催する和歌山大学等では、「和歌山県労働局」

「和歌山県労働者福祉協議会」がすでに寄附講座を開催しており、内容の差別化が必要

なこともあり、「働くことそのものの意味と実践を重視した仕事おこし・地域づくり」

を焦点としている。寄附講座を開講するにあたって、担当いただく先生との信頼関係を

つくることが必須であると考えている。そして講義では、学生が問いを意識しながら、

インプットだけではなく、講義の半分の時間を使用し、アウトプットを行なう仕掛けを

つくっている。【グループディスカッション、グループワーク（「アイスブレイク：講義

導入部分で緊張をほぐすこと」。１つのテーマで発表準備をする）、パネルディスカッショ

ン、マトリックスワーク（教室に座標軸を置き、議論する）】教員と学生、学生同士でイ

ンタラクティブ（双方向的）な講義のあり方が大切であると考えている。

ワーカーズコープが持っている社会的資源を通じて、大学・学生との連
帯を強める意味でも、寄附講座開設の運動を広げる4

　全国の大学でワーカーズコープが主催する寄附講座を開講する際に、ハードルになる

こととして講師の交通費や謝金としての資金面がある。しかしこの間、開催をするなか

で、沖縄の大学では、協同集会等の社会連帯運動で出会った在沖のネットワーク等の方々

が講師を務めるなど、あまり経費をかけずして開催できるようになってきている。また

沖縄大学の島袋隆志さんは、日本社会連帯機構沖縄県本部の共同代表になっていること、

村上了太先生は協同総研の理事になるなどの動きが出てきている。福島大学では寄附講

座の開催が決まった後、映画「Workers　被災地に起つ」の上映運動に関して、講座を

担当する林薫平さんが音頭をとり、６人の方を集めて、「応援する会」を立ち上げ、福

島上映に向けて一緒に取り組む存在となっている。来年、ワーカーズコープが運営する

福島市に開園予定の小規模保育園の立ち上げにもこの流れを活かせるようにセンター事

業団東北事業本部事務局長の小澤真さんとも連携していきたい。
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「労働者協同組合法」（仮称）が国会で検討される時代において、若者が寄附講座で協同労

働・協同組合に触れ、地域づくりや生きること・働くことを深める機会を、会員の皆さ

んのご尽力によって、多様に展開できるきっかけに本号がなればと考えている。

（協同総合研究所　事務局長　相良 孝雄）

■資料① 大学とワーカーズコープ（協同労働の協同組合）の連携、実績一覧

年度 大学名 大学担当教員 時期 備考（講座名他）
2015 ～ 2018 年

（４回）
沖縄大学 島袋隆志 夏期集中 「ワーカーズコープ論」

2016 ～ 2018 年
（３回）

沖縄国際大学 村上了太 夏期集中 「ワーカーズコープ論」

2017 年度～ 2018
年度（２回）

久留米大学 伊佐淳 前期 「協同組合概論」

2018 年度
（初回）

琉球大学 高畑明尚 春季集中 2019 年 2 月開講

2018 年度
（初回）

沖縄キリスト教
学院大学

玉城直美 前期 「ワーカーズコープ論」－働くこと
と地域づくりを考える－

2018 年度
（初回）

福島大学 小山良太
林薫平

後期 後期講座
一般公開授業「ワーカーズコープ論」
協同で起こす仕事と地域づくり

2018 年度
（初回）

千葉大学 伊丹謙太郎 夏期集中 ３ターム（８月上旬）開講「地域で
仕事をおこす」

2018 年度
（初回）

和歌山大学 足立基浩
岡田真理子
金川めぐみ

後期 「協同労働と働くことの意味」

2018 年度
（初回）

桃山学院大学 津田直則 後期 経済学特講：社会的連帯経済とワー
カーズコープ

１、ワーカーズコープが関わる寄附講座一覧（２コマの単位認定）

2019 年度 埼玉大学 安藤聡彦 この間ワーカーズコープ全国事務局員候補者が入
団している縁で開催予定。

2019 年度 新潟大学 渡邉登 「にいがた協同ネットワーク」の方々が講演者の予
定で進めている。

2019年以降　検討
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日程 大学名（講座名）

2016 年１月（３日間）東京未来大学子ども心理学部「講座＋１日施設・企業体験」（講義＋実習）

2016 年１月（３日間）千住介護福祉専門学校「地域の現状と住民主体の課題解決・多様な実践事例」（講
義＋実習）

2016 年６月 21 日 立教大学コミュニティ福祉学部藤井敦史ゼミ報告

2016 年６月 28 日 立教大学「NPO 論」（藤井敦史教授）

2016 年７月 12 日 関西大学「協同組合論」（青木美紗助教）

2016 年 12 月９日 立教大学「市民活動の組織とマネジメント」（原田晃樹教授）

2017 年１月 17 日 山梨県立大学「就労支援論」（下村幸仁教授）

2017 年２月６日 福山市立大学「市民自治論」「都市社会学」（前山総一郎教授）

2017 年５月 22 日 立教大学「市民参加論」（藤井敦史教授）

2017 年６月 22 日 明治大学「協同組合論」（大高研道教授）

2017 年７月 14 日 京都大学「協同組合論」（辻村英之教授、北川太一教授）

2017 年８月７日 山形大学夏季集中「森林文化論」（菊間満名誉教授）

2017 年 10 月 山梨県立大学「就労支援論」（下村幸仁教授）３日、10、17、24、31 日の５日間

2017 年 11 月８日 法政大学「協同組合論」（阿高あや　JCA 副主任研究員）　

2017 年 11 月 24 日 駒澤大学「ＮＰＯ論」（松本典子准教授）

2017 年 12 月 18 日 三重大学「協同組合論」（青木雅生准教授）

2018 年２月 16 日 琉球大学「実践経済学」（高畑明尚教授）

2018 年４月 14 日 法政大学大学院連帯社会インスティチュート「連帯社会とサードセクター」（栗
本明教授）

2018 年５月 17 日 名古屋市立大学「現代社会における『人と地域のつながり』」（向井清史特任教授）

2018 年６月６日 法政大学「協同組合論」（阿高あや　JCA 副主任研究員）

2018 年７月５日 立命館大学　産業社会学部リム・ボンゼミ報告（リム・ボン教授）

2018 年７月 19 日 東京農業大学「グローバル経済論」（野口敬夫准教授）

２、講義内でのワーカーズコープ論　実績
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■資料② 福島大学　一般公開授業　ワーカーズコープ論「協同で起こす仕事と地域
づくり」チラシ
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■資料③ 各大学でのカリキュラム（案）
（9月18日現在でカリキュラムが確定している大学を掲載）

授業科目名
２単位

（前期）

担当教員
ワーカーズコープ論

（Theory of Workers Co-operative）
－働くことと地域づくりを考える－

玉城 直美

授業の計画

第１回 ワーカーズコープとは、協同労働の働き方とは①
第２回 ワーカーズコープとは、協同労働の働き方とは②
第３回 九州、沖縄でのワーカーズコープ
第４回 沖縄のワーカーズコープの現場から（名護の現場の紹介、保育・若者就労）
第５回 沖縄のワーカーズコープの現場から（那覇での障がい児の居場所、清掃現場）
第６回 沖縄のワーカーズコープの現場から（高齢者生協の配食サービスの取り組み）
第７回 法制化時代の協同労働の社会づくりの可能性
第８回 生活困窮者と協同労働の協同組合運動
第９回 沖縄の文化・財産から、若者が仕事をおこすこと（がちゆんの取り組み）
第 10 回　沖縄医療生協の実践から、地域をつくる主体を考える。
第 11 回　沖縄物産企業連合の取り組みからみる、沖縄の財産から仕事をつくる。
第 12 回　若者の視点からみる協同労働の価値
第 13 回　地域の課題から地域づくり、仕事おこしを創造する。
 （ディスカッション、グループ討議①）
第 14 回　仕事おこし・地域づくりのアクションプラン発表（それぞれのグループ発表）
第 15 回　まとめ（働くこととは、地域づくりとは）

（１）沖縄キリスト教学院大学



No.310

2018.9   13

日程 内容 担当（仮） 備考
１ 10/ ３ ガイダンス 小山先生・事務局 ワーカーズコープの紹介（DVD）を含む。
２ 10/10 ワ ー カ ー ズ

コープ概論
日本労働者協同組合（ワーカー
ズコープ）連合会センター事業団
理事長　田中羊子さん

協同労働の 30 有余年の歴史が培った理念・
実践について、特に震災後に設置した東北
復興本部の７年間の取り組みから。

３ 10/17 協同労働① センター事業団　九州沖縄事業
本部
副本部長　岡元ルミ子さん

鹿児島県霧島市国分地域で、高齢者の介護
や子どもたちの居場所、働きづらさを抱え
る若者の働く場づくりなど全世代の様々な
困難と向き合い居場所と出番をつくる実
践。

４ 10/31 協同労働② センター事業団　東北事業本部
事務局次長　古澤光さん
大槌事業所長　東梅麻奈美さん

映画「Workers 被災地に起つ」の前半を
視聴、東日本大震災で甚大な被害の出た大
槌町で、被災当事者が地域住民に寄り添い、
地域に必要な居場所をつくる実践。

５ 11/14 協同労働③ センター事業団　東北事業本部
亘理事業所長　池田道明さん
登米地域福祉事業所
所長　坂本典孝さん

映画「Workers 被災地に起つ」の中盤を視聴、
亘理町で被災当事者が協同労働と出会い、直
売所から食堂を立ち上げ、障がい者とともに
働く場をつくる実践。
登米市の困窮者相談窓口に来た当事者が働く
実践、暮らし仕事応援隊 SKETCHA の実践

６ 11/21 世 界 の ワ ー
カーズコープ
運動、協同組
合の価値

日本協同組合学会
会長　田中夏子さん

世界の協同組合、ワーカーズコープの動向
と、日本の協同組合の存在意義

７ 11/28 協同労働④ センター事業団　東北事業本部
登米地域福祉事業所
副所長　竹森幸太さん
鱒淵地区の住民の方（調整中）

映画「Workers 被災地に起つ」の後半を
視聴、若者の林業への挑戦から、限界集落
でもある鱒淵地区の住民と共に行う仕事お
こしと地域づくりの実践。

８ 12/ ５ 協同労働⑤ センター事業団　東北事業本部
みんなのおうち太白だんだん
所長　佐々木禎史さん
センター事業団　東京中央事業本
部　WORKER’S NET RINGS
所長　木下史郎さん

仙台や東京で精神障がい等の様々な困難を
抱える仲間たちが仕事や文化を通じて活躍
する実践。困難を力に、当事者による仕事
おこしの拡がり。

９ 12/12 転換期にある
日本と世界、
SDGs、 協 同
労働法制化

日本労働者協同組合連合会
専務理事　田嶋康利さん

金融資本主義、格差社会、国連 SDGs が提
起する意味と協同労働法制化

10 12/19 若者が地域で
仕事をおこす

株式会社がちゆん代表取締役社
長　国仲瞬さん

沖縄で学生が立ち上げた修学旅行の受け入
れ事業の実践から

11 １/ ９ 福島での仕事
おこしの課題
と展望

福島大学　教授　小山良太さん 福島県内の課題と地産地消ネットワークの
取り組み、（夢ワイン等）、仕事おこしへの
期待等

12 １/16 地域で協同で
働くこととは

協同総合研究所
事務局長　相良孝雄さん
センター事業団　東北事業本部
事務局長　小澤真さん

これまでの講義を受けて学生に働くことの
意味や価値を考える講義として

13 １/23 まとめ、私と
福島

参加者によるレポート発表
小山先生、事務局

事前に私と福島についてのレポート作成

（２）福島大学
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１ 【オリエンテーション】
ワーカーズコープを大学で学ぶ意味

足立 基浩、岡本 章寛、田代 明
（和歌山大学）（センター事業団関西）

２ 【ワーカーズコープとは①】
ワーカーズコープの歴史・理念

藤田 徹
（センター本部　人材戦略部長）

３ 【ワーカーズコープとは②】
ワーカーズコープの全国的な実践・事例①（地域
の課題を通じて仕事をおこす）

藤田 徹
（センター本部　人材戦略部長）

４ 【ワーカーズコープとは③】
ワーカーズコープの全国的な実践・事例②（被災
地で被災者自身が仕事をおこす）

田中 羊子
（センター事業団　理事長）

５ 【世界の経済のあり方から考える協同労働】
社会的経済・連帯経済の世界的潮流とワーカーズ
コープ

津田 直則
（協同総合研究所　顧問）

６ 【関西のワーカーズコープ①】
地域における協同総合福祉拠点づくりの実践

奈良西事業所（西内 武志）、草津みんなの家（田
中 紀代子）

（労協センター事業団関西）
７ 【関西のワーカーズコープ②】

若者たちによるワーカーズコープ
馬場 義竜

（はんしんワーカーズコープ）
８ 【関西のワーカーズコープ③】

中山間地域での仕事おこしと地域づくり
但馬地域福祉事業所 ( 上村 俊雄）

（センター事業団関西）
９ 【地域課題から仕事おこしへ①】

中山間地域での実践
伊藤 剛

（センター事業団　事業推進本部）
10 【地域課題から仕事おこしへ②】

若者による地域課題解決と仕事おこし
杉田 健一

（NPO 法人「縁活」おもや施設長）
11 【地域課題から仕事おこしへ③】

障がい者とともに、包摂する社会づくりを目指し
て

山本 耕平
（社会福祉法人一麦会　副理事長）

12 【グループワーク①】
地域の課題・自分の困難から地域づくり・仕事お
こしを考える（準備）

岡本 章寛、田代 明、相良 孝雄
（センター事業団関西）（協同総研）

13 【グループワーク②】
地域の課題・自分の困難から地域づくり・仕事お
こしを考えよう（発表）

岡本 章寛、田代 明、相良 孝雄
（センター事業団関西）（協同総研）

14 【地域づくりと働くことの意味と目的】 相良 孝雄
（協同総合研究所）

15 【まとめ】 岡本 章寛、田代 明、足立 基浩
（センター事業団関西、和歌山大学）

（３）和歌山大学
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回 担当者 テーマ

１ 津田 直則 社会的連帯経済と非営利組織

２ 津田 直則 資本主義パラダイムと新しい社会のパラダイム

３ 藤田 徹 ワーカーズコープの歴史と理念

４ 岡本 章寛 映画『Workers　被災地に起つ』上映（試写会）

５ 田中 羊子 東北復興と住民主体のまちづくり、ワーカーズコープづくり

６ 伊藤 剛 中山間地域の地域おこし・仕事おこし（林業・再生可能エネルギー）

７ 酒井 厚行×
西内 武志×
田中 紀代子

関西地域でのワーカーズコープの実践①
（奈良西事業所（障がい者とともに）、草津みんなの家（地域福祉総合拠点）

８ 馬場 義竜×
酒井 厚行

関西のワーカーズコープの実践②
（はんしんワーカーズコープ）

９ 藤井 絢子 地域で循環するコミュニティ経済を目指して

10 武村 幸奈 地域の財産から、若者自身が仕事をおこすこと

11 大阪高齢協 寝たきりにしない、させない。「仕事」「福祉」「生きがい」を自らの手で

12 田代 明
岡本 章寛

地域の課題、自分の困難から地域づくり、仕事おこしを考えよう①（ワー
クショップ）

13 田代 明
岡本 章寛

地域の課題、自分の困難から地域づくり、仕事おこしを考えよう②（ワー
クショップ）

14 相良 孝雄 協同で働くこととは（全国のワーカーズコープ論寄附講座から）

15 津田 直則 まとめ

（４）桃山学院大学
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はじめに1

（１）「協同組合概論」開講の経緯

　ワーカーズコープ・センター事業団の寄附
講座で行われている久留米大学経済学部「協
同組合概論」は、2017年度から始まりました。
ワーカーズコープ・センター事業団藤田徹理
事長（当時）などが寄附講座開講の相談を、
2014年「いま、『協同』が創る2014全国集会
in九州沖縄」や2016年「九州・沖縄協同集会」
の実行委員になっていただいた久留米大学経
済学部教授・伊佐淳先生にしたことに始まり
ます。
　その中で、①かつて経済学部で「協同組合
論」が開講されていたが、当時開講されてい
ない状況、②全国的に「協同組合論」を開講
する大学が少なくなってきていること、③協
同組合が学生たちの就職先の選択肢となって
いることから、協同組合・協同労働の知識を
身につけていたほうが望ましいという理由で

「協同組合概論」として開講されることにな
りました。
　開講にあたって、2016年４月より、ワーカー
ズコープ・センター事業団九州沖縄事業本部
の松垣芳伸副本部長（当時、現本部総務部副
部長）と久留米事業所（当時）の田中秀雄所長
が中心となって開講に向けて準備を進めまし
た。2016年８月からは、松垣副本部長に代わ
り九州沖縄事業本部に赴任した高橋弘幸事務
局次長（当時）が引き継ぎ、田中所長とともに
準備を進めてきました。
　各協同組合のご協力もあり、本講座の講師
陣には九州大学・横川洋名誉教授をはじめ、

「ワーカーズコープ論」寄附講座運動②　－学生と社会をつなぐ戦略を焦点に－特 集

久
留
米
大
学

「
協
同
組
合
概
論
」
２
年
目
の
深
化

高橋�弘幸
（センター事業団　九州沖縄事
業本部　事務局長/会員）
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2012年IYC（国際協同組合年）や上記２つ
の協同集会で繋がった各種協同組合の職
員（幹部・教育研修担当・広報担当・組
合員活動担当など）が担っていただきま
した。

（２）2017年度「協同組合概論」の概要

　（詳細は、高橋弘幸.2017.「久留米大学
『協同組合概論』の取り組み」協同総合
研究所『協同の発見』299号：59-71.を
ご参照ください。）

　１年目となる2017年度は、前期日程の
毎週金曜日３限目（13：10～14：40）に実
施しました。当初20～30名程度だと思わ
れていた履修者が81名となり、多くの学
生が新しく始まる講座に興味を示してく
れました。履修者の内訳は、２年生36名

（44.4％）・３年生22名（27.2％）・４年生
23名（28.4％）という構成となりました。
実際に講義を受けた学生は全15回累計で
886名となり、平均すると１回当たり59
名（全体の72.8％）でした。
　講座は、はじめに、これから始まる講
座の目的や全体の流れを説明。第２回目
に九州大学・横川洋先生より協同組合全
般の説明をしていただきました。３回目
～10回目までは、生活協同組合（エフコー
プ・グリーンコープ）や農業協同組合（JA
福岡中央会・JAくるめ）・森林組合・漁
業協同組合・信用金庫が講義を受け持ち、
それぞれの組織の成り立ち・理念・事業
活動などを学生に伝えていただきまし

た。11回目～14回目は、協同労働の協同
組合をテーマに、センター事業団九州沖
縄事業本部・筑後佐賀エリア・日本社会
連帯機構・福岡県高齢者福祉生活協同組
合が協同労働を伝え、15回目の講義でテ
ストを実施しました。
　１年目の特徴としては、株式会社や
NPO法人とは異なる協同組合という組
織を知ってもらい、各種協同組合や協同
労働の協同組合の活動を知ってもらうこ
とを主眼に置いた内容で、学生の中で協
同組合への認識が一定程度得ることでき
たのではないかと感じるものでした。一
方、協同組合への理解を深める余地は十
分にあり、そこを改善していく必要性が
あったと考えています。将来的に、福岡
県内で協同組合インターンシップを構築
していくことや、学生のよる協同組合・
協同労働組織づくりを目指す上で、理解
を深める工夫が２年目の大きな課題とし
て残りました。

2018年度「協同組合概論」
における変更点2

　上述の通り、福岡県内での協同組合イ
ンターンシップ実施や学生による協同組
合・協同労働づくりを目指していく上で、

「協同組合概論」の中で協同組合・協同
労働への理解をより一層深めていくこと
が課題として浮き彫りとなりました。こ
の課題に対して、担当教員の伊佐淳先生
やワーカーズコープ・センター事業団ち
くご広域まちづくり事業所の田中秀雄所
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長、久留米市市民活動サポートセンター
「みんくる」の池田一生センター長と検
討する中、次のような変更を図りました。

（１） 理解促進のために講義日程を組み
替え

　2018年の「協同組合概論」を履修・受
講する学生は、昨年度同様、協同組合の
ことを知らない人が多いと想定されるた
め、協同組合セクターの中で、テレビコ
マーシャル・インターネット広告などで

社会への露出の多い生活協同組合（エフ
コープ生活協同組合・グリーンコープ生
協ふくおか）を講義序盤に担当していた
だき、協同組合への一定の理解を得た上
で、農林水産系の協同組合→信用金庫→
協同労働の協同組合へと繋がるよう工夫
をしました。また、本講義は前期をかけ
て行われるため、第14回目は、これまで
の講義内容をまとめ、協同組合・協同労
働を総復習する機会としました。

日付 内容 担当 担当者

４月13日 ガイダンス 伊佐 淳　久留米大学教授・ワーカーズコープ・センター事業団

４月20日 協同組合とは 横川 洋　九州大学名誉教授

４月27日 生活協同組合① エフコープ生活協同組合 組合員活動部　ネットワーク推進課
沖 一郎

５月11日 生活協同組合② グリーンコープ生協ふくおか 理事長　三原 幸子
福岡・南地域部長　竹島 雅俊

５月18日 森林組合 八女森林組合 参事　北原 徳己

５月25日 農業協同組合① 福岡県農業協同組合中央会 JA 福岡中央会　教育センター
センター長　脇山 健

６月１日 農業協同組合② 久留米市農業協同組合 企画広報課長　竹下 和利

６月８日 漁業協同組合 福岡有明海漁業協同組合連合会 参事　太田 豪

６月15日 協同組織金融機関 九州北部信用金庫協会 専務理事　篠原 幸治

６月22日 協同労働① ワーカーズコープ・センター事業団 九州沖縄事業本部
事務局長　高橋 弘幸

６月29日 協同労働② ワーカーズコープ・センター事業団 筑後佐賀エリア
エリアマネージャー　武元 春美

７月６日 協同労働③ ワーカーズコープ・センター事業団 国分地域福祉事業所ほのぼの
所長　岡元 ルミ子

７月13日 協同労働④ 福岡県高齢者福祉生活協同組合 専務理事　稲月 秀雄

７月20日 講義まとめ ワーカーズコープ・センター事業団 九州沖縄事業本部
事務局長  高橋 弘幸

７月27日 まとめレポート
（テスト） 伊佐淳　久留米大学教授・ワーカーズコープ・センター事業団

表１．久留米大学経済学部2018年前期「協同組合概論」の日程
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（２）�協同組合の定義・価値・原則を強調

　協同組合への理解を深めていくため
に、2018年度は講義冒頭に「協同組合
の定義・価値・原則」に触れていただき、
その上で各協同組合の成り立ち・理念・
事業活動をお話していただくよう各講師
に要請しました。週１回ペースで行われ
る本講座は、各回の間に時間があるため、

「協同組合の定義・価値・原則」を繰り
返し強調することで、協同組合の理解定
着を図りました。さらに、その後の各協
同組合の話に移ったあとも、なぜ協同組
合が様々な活動をするかの理解促進にも
つながりました。

（３）�最終レポート（テスト）の内容変更

　昨年度においては、第15回目「まと
めレポート（テスト）」で記述式３問を出
題。「協同組合への理解」・「協同労働へ
の理解」を聞くとともに、３問目に「も
しあなたが協同組合で働くなら、どこの
協同組合で働き、どのような事業をつく
りたいか？（もしくは、どのような事業
で働きたいか）」を出題しました。学生
からは豊かなアイディアのある回答が出
てきて、非常に興味深い内容でした。こ
の出題をより深めていくために、2018
年度では、「協同組合への理解」・「協同
労働への理解」は昨年と同じ出題内容と
しましたが、３問目は「もしあなたが協
同組合をつくるならば、どこで、どのよ
うなことを行うか述べよ。さらに、それ
を行うことで、組合員・地域にどのよう

な貢献ができるか、SDGsにおけるどの
分野に貢献できるかも述べよ。」という
内容に変更しました。この出題の狙いと
しては、①社会と協同組合を関連させて
考えてほしい、②国連が定めるSDGs（持
続可能な開発目標）はその実現に向けて
世界的に活動が取り組まれているので理
解を深めてほしい、③協同組合だけでな
く企業・NPO等で働くにしてもSDGs
は仕事・活動で関わることなので関連付
けて社会を考えてほしい、④協同組合で

「働く」ではなく「つくる」にすること
でどのような発想が出てくるか知りた
い、という４点の目的を持って出題しま
した。なお、この出題内容は、第14回
目の「講義まとめ」で事前告知し、第
15回「まとめレポート（テスト）」当日
に考えてきたものを答えてもらうように
したことで、１週間かけて様々な回答を
得ることができました。

２年目の状況3

（１）�履修者の状況

　昨年度の講義レポートの感想などを通
じて、履修者が増加することが予測され
ましたが、2018年度は履修者98名（昨年
度比+17名・+21ポイント）となり、教
室も広い会場に移動して実施することに
なりました。履修者の構成としては、２
年生40名（40.8％）・３年生48名（49.0％）・
４年生10名（10.2％）の構成になりまし
た。履修者構成に関しては、昨年度と異
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なり、３年生が最も多くなり増加率も1.8
倍になりました。その要因として推測さ
れるのが、①他の講座と異なりオムニバ
ス形式の内容で珍しい、②昨年度受講し
た学生が口コミで本講座の周知が広がっ
た、ことが挙げられるのではないかと考
えています。一方、４年生の履修が大き
く減少しておりますが、その要因として、
出席・毎回の講義レポートを単位認定で
重視していることから、就職活動中の４
年生に敬遠されたのではないかと推測さ
れます。

（２）�受講者の状況

　履修者の状況に対して、実際に講義を
受講した学生の数をみていくと、履修者
が増えた分、受講者数も大きく増加しま
した。2018年度は、ガイダンスでの出
席はとらなかったため、全14回での累
計で1010名の学生が受講したことが分
かりました。昨年度のガイダンスを除い

た受講者数は817名であるため、昨年度
より193名多い受講者数となります。ま
た、各回の受講者数も72.1名で、昨年度
より13.7名増加しました。
　一方、履修者に対しての平均受講者数
で割り出される出席率は73.6％となり、
昨年度全15回の出席率72.8％から大き
く変わらない状況となりました。
　今年度の傾向として、第４回・第11回・
第12回講義の受講者数が落ち込む傾向
にありました。その要因として、第４回
はゴールデンウィーク明け最初の講義で
あったこと、第11回・第12回は台風７
号の接近と西日本豪雨をもたらした天候
不順によるものだと考えられます。一方、
それ以外の講義では、安定して70名半
ばから80名の受講者数で推移してきた
ことが分かります。

（３）�2018年度の講座の流れ

　第１回「ガイダンス」では、冒頭、伊

図１　履修者構成の比較
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佐淳教授より講座の趣旨に関する説明が
行われました。その上で、ワーカーズコー
プ・センター事業団より講座事務局を担
う田中秀雄所長・池田一生センター長か
ら自己紹介を行い、講座全体の流れにつ
いて高橋弘幸事務局長から説明を行いま
した。

　第２回「協同組合とは」では、九州大
学名誉教授の横川洋先生より講義。世界・
日本における協同組合の歴史・動きなど
の説明のほかに、福岡県豊前市の漁業協

同組合の取り組みを紹介されました。第
３回「生活協同組合①」は、エフコープ
生活協同組合・組合員活動部の沖一郎さ
んより講義していただきました。エフ
コープ生協設立経緯を社会問題と関連付
けながら説明されました。加えて、組合
員・地域の多岐にわたるニーズに対応し、
高齢者福祉・子育て支援の展開・買い物
困難地域での移動販売などの取り組みも
紹介していただきました。第４回「生活
協同組合②」では、グリーンコープ生協
ふくおかの三原幸子理事長と福岡・南地
域部の竹島雅俊部長より講義。三原理事
長からグリーンコープの成り立ちや、主
婦を中心とする組合員の想いとそれを実
践する商品・運営へのこだわりなどにつ
いて説明していただきました。竹島部長
からは昨年発生した九州北部豪雨の被災
地での復興支援活動を紹介。学生の中で
多くの共感が広がりました。
　第5回「森林組合」では、福岡八女森協同組合概論の講義の様子（第14回目）

図２　受講者数の推移と比較
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有明海漁業協同組合連合会の太田豪参事
より講義をしていただきました。なぜ漁
業と協同組合に親和性があるのか、境界
線のない海だからこそ起こる出来事、有
明海の海産物の特徴などを通じて漁業協
同組合の活動についてお話していただき
ました。第９回「協同組織金融機関」は
九州北部信用金庫協会の篠原幸治専務理
事からの講義。産業組合に原点を持つ信
用金庫の成り立ちから、中小企業や地域
を支える金融機関としての役割、「銀行
に成り下がらない」とする信用金庫の信
念についてお話しいただきました。
　第10回「協同労働①」はワーカーズ
コープ・センター事業団九州沖縄事業本
部の高橋弘幸事務局長より講義。協同労
働という働き方を通じて他の協同組合と
の違いを解説するとともに、法制化が目
前に迫っている状況と協同労働がもたら
すソーシャル・インパクトを説明。第
11回「協同労働②」では同じくセンター
事業団筑後佐賀エリアの武元春美エリア
マネージャーから「主婦の仕事おこし」
と題してお話していただきました。協同
労働との出会いや、仕事おこしの実践を
伝えてもらい、学生とも積極的にコミュ
ニケーションを図りながら講義を進めて
もらいました。第12回「協同労働③」
は同じくセンター事業団国分地域福祉事
業所ほのぼのの岡元ルミ子所長から講義
がありました。協同労働を通じて地域社
会を持続可能で循環し、誰もが育ち働く
ことができるようフードバンクや子ども

林組合の北原徳己参事から講義をしてい
ただきました。森林が担う社会的役割や
日々の仕事と意識していることなどをお
話していただき、少子高齢化による後継
者不足の問題と「緑の雇用」制度の概要
など、国土を守る林業の担い手不足が大
きな問題となりつつあることを強調され
ていました。第６回「農業協同組合①」は、
JA福岡中央会教育センターの脇山健セン
ター長より講義。農業協同組合の成り立
ちからJAグループの概要、組合員活動の
動きについて説明していていただきまし
た。第７回「農業協同組合②」では、JA
くるめ企画広報課の竹下和利課長より、
久留米におけるJAの活動について説明し
ていただきました。また、映像を活用し
て説明や、農業だけでなくガソリンスタ
ンドなど多岐にわたる事業展開を行う意
味についてもお話していただきました。

　第８回「漁業協同組合」では、福岡県

第６回「農業協同組合①」で
JAについて説明する脇山健さん

（福岡県農業協同組合中央会教育センター・
センター長）
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食堂の実践を織り交ぜながらお話いただ
きました。第13回「協同労働④」は福
岡県高齢者福祉生活協同組合の稲月秀雄
専務理事からの講義でした。福岡高齢協
の成り立ち・理念・活動の説明をしてい
ただくのはもちろん、現代社会を取り巻
く状況、とりわけ福祉に関する今後の動
きを分かりやすくお話していただき、学
生にとって社会を学び考える機会となり
ました。第14回「講義まとめ」は、セ
ンター事業団の高橋事務局長から全体の
講義を振り返り、特に①協同組合の特徴・
②協同労働の特徴・③SDGsに関して説
明しました。第15回目は上述の通り、
記述回答方式で①協同組合への理解、②
協同労働への理解、③協同組合とSDGs
に関する提案、の３問を出題し、解答し
てもらいました。

協同組合・協同労働への理解4

　本講座では、第２回～９回までを各種
協同組合について学び、第11回～13回
を協同労働の協同組合に焦点を当て講義
を行いました。その中で、学生がこの講
座をどのように感じ、協同組合・協同労
働を理解したか、講義レポートを通じて
知っていきたいと思います。
　全体的な印象として、協同組合・協同
労働に対してポジティブな印象を持つ学
生が圧倒的に多かったです。その上で、
利益一辺倒ではなく、非営利・協同・地
域への貢献という面への共感が多く見受

けられました。さらに、実際に協同組合・
協同労働で働く・活動する講師を通じて、
協同組合に参加する人に関心を寄せる感
想も多かったです。

（１）�協同組合に対する理解～協同組合

の大きさとあたたかさ～

　本講座の中で、毎回講義終了後に学生
から講義レポートを記入してもらってい
ます。毎回の講義レポートで特徴的なレ
ポートが書かれていますが、協同組合全
体への理解を図る上で、第14回「講義
まとめ」の中で、協同組合全体に対して
感じたこと、考えたことを記入してもら
いました。
　その中で、多くの学生が、相互扶助・
非営利性・民主的運営・組合員や地域へ
の貢献などを学び、社会における協同組
合の必要性や社会をより良くしていく存
在であるとの認識が広がっていることが
明らかになりました。さらに、講義を通
じて、協同組合に関わる人たちのパーソ
ナリティに触れ、協同組合の理念・理論
と実践がしっかり結びついていることを
感じる学生も多く見受けられました。
　本稿では、特徴的なレポートを抜粋し
掲載をさせていただきます。

【第14回講義レポート「講義全体の感想

（協同組合への理解）」】

・ 自分のためになるようにと思って協同
組合で活動しているわけじゃなく、こ
ういう活動をしたらもっと地域が、環
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境が人・モノが良くなるんじゃないか
と言う「give」の部分で働いて居らっ
しゃることで周りを見て行動すること
が大切だということを学んだ。（３年
生・男性）

・ どの協同組合も違う活動をしているけ
ど、組合員の意見を尊重しているとこ
ろや組合員や地域のことを一番に考え
ていることは一緒だと思いました。協
同組合と行政を上手く連携できれば、
福祉などの分野でサービスを受けられ
ず困っている人にサービスを受けさせ
ることができたり、仕事で子どもの面
倒が見れない人や障がいを持った子ど
もの親など子育てサービスも幅広く提
供できると思いました。（３年生・男性）

・ 学んでいく中で、「お金を出しても１
人１票ならそんなにお金が集まらない
のではないか？」、「赤字運営でも働く
人はいるのか？」等の疑問は出てきま
したが、講師の皆さんの話を聞くと

「困っている人のために何かしたい」
という気持ちが大きいから成り立って
いるのだと思いました。協同組合に対
する私のイメージは、「お金に余裕の
ある人たちが出資し合って色々なこと
をする組織」から、「困っている本人、
困っている人を助けたい人が自分ので
きることをして相互に助け合う組織」
へと変わりました。（２年生・女性）

・ どの協同組合も「協同で１つのことに
向かって協力して取り組む」という事
だけあって、組合員の方は心が広く思

いやりのある方が多いんだろうなと
思った。人々がどうすれば豊かになれ
るのか、困っている方を助けるにはど
ういったことをすればいいのかなど、
常に周りの人のことを考えて事業を
行っているのだなと感じた。（３年生・
男性）

・ 協同組合は利潤を追求せず、組合員の
生産と生活を向上させることを目的と
していて、利潤の追求をすることは会
社を続けていく上で大切だと思います
が、そればかりに目を行き過ぎると会
社は成り立たなくなっていくのではな
いかと考えましたし、色々な問題を抱
えている今、助け合い・支え合いの精
神はきれいごとと言われるかもしれな
いけど大切なことなのではないかなと
考えました。（３年生・女性）

・ 一番大きかった学びは、大学を卒業し
たら企業に行くだけでなく、協同組合
と言う選択肢を知れたという事と、講
師の方たちの自分のしていることに自
信をもっている姿勢がかっこ良かった
ことです。（２年生・男性）

・ 自分は、協同組合とは人々が自分らし
くいられる組織だと思う。自発的だか
らより良いものになっていくと思う。
人々の生活を支え寄り添う大事な組織
だ。（２年生・男性）

・ これまでの講義を通して学んだこと
は、まず協同組合というものは共通し
て何かに寄り添い、共に歩むグループ
だと思った。そこに長く続く理由とか
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があり、結果は後でついてくるものだ
と感じた。最初はお金目当ての組織で
しかなくて人との触れ合いなんて…、
と思っていたけど知れば知るほど協同
組合の大きさと暖かさが伝わりまし
た。（３年生・男性）

・ 今まで、他の授業を通して地域づくり
について学んできたが、どのように雇
用を生み出すか、利益を生み出すこと
で人を集めるといった考え方に偏って
いた。それ自体は間違っていないし、
地域づくりとして当たり前のことでは
あると思う。ただ、それだけではない、
地域づくりは物や金だけでは成り立た
ないと気づかされた。協同組合の理念
である相互扶助は、これからの地域づ
くりに欠かせないものになってくると
思う。行政に頼るのではなく、住民自
らが協力し合い、支え合うという土台
があることで、よい地域づくりになる
のではと思う。（３年生・男性）

・ 自分はこの講義をなんとなく履修し
た。少しは協同組合について知りた
かったというのもあるが、何となくが
一番の理由であった。最初の頃はよく
寝てしまったが、だんだん協同組合の
すごさ、おもしろさが分かってきた。
この講義の一番のポイントは、実際に
その現場で働いている方からお話が聞
ける点である。21年間生きているが、
知らないことの多さに驚かされ、もっ
ともっと知りたいと思った。協同組合
を考えた方はとても頭が良いなぁと

思った。（３年生・男性）
・ これからは営利を求めるだけではな

く、地域とともに歩んでいく社会も必
要であると感じた。大企業を中心に
CSR活動が広がっており、地域に利
益を還元する企業が増えているが、そ
れは今の企業の責任であると考える。
これからは協同組合式の働き方が当た
り前になると考える。協同組合は全員
が平等で、話し合いも全員で決めると
いった普通の企業と違う点もある。こ
の方法は欠点もあり、決めるのに時間
がかかるが、最近では上の立場にいる
人の権力が強すぎて逆らえずに部下が
偽装や犯罪を犯してしまうという事件
が立て続けに発生し、また予定の変更
の権限がなく、子どもを熱中症で亡く
してしまう教師が問題になっている。
上の者に逆らえない社会は、柔軟に物
事を対処できない。今は特に協同組合
の働き方が注目されるべきである。（３
年生・男性）

・ 今まで私は協同組合と聞いてボラン
ティアの延長線でお金がもらえるとい
うような認識だった。しかし、学んで
みると働いている人たちはそれぞれ明
確な達成しようとする目的があり、利
益ではなく人の生活を豊かにするため
に働いていて素晴らしいなと思った。

（２年生・男性）
※筆者が一部誤字脱字を修正し掲載。
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（２）�協同労働に対する理解～仕事の起承

転結を深く体感できる協同組合～

　第10～13回で行われた協同労働の協
同組合に対する理解に関して、「地域に
必要な仕事をおこす」・「話し合いで働く
ひとたちで労働条件を決められる働き
方」・「倒産した会社を協同労働の協同組
合化するワーカーズ・バイ・アウト」へ
の関心の高さが伺えました。また、ワー
カーズコープ・センター事業団の武元春
美エリアマネージャー（筑後佐賀エリア）
や国分地域福祉事業所の岡元ルミ子所長
の地域で行っている活動と目指す理念を
講義していただいたことで、協同労働が
目指す社会に対する理解も肌感覚で実感
されていました。
　一方、一人ひとりが話し合いながら事
業・活動をしていくことへの共感が多い
中で、営利企業と対比しても非効率性や、
マネジメントの難しさを感じる学生も見
受けられました。それに対し、各講師は

「生き方」・「キャリア」をどのように考え
るかという切り口で協同労働の良さと難
しさを分かりやすく説明していました。
　以下の講義レポートは感想の一部です
が、協同労働を「仕事の起承転結を深く
体感できる協同組合」と定義する学生が
出てくるなど、生き方・働き方と結び付
けながら推考するものが多かったです。

【第10～13回講義レポート】

・ 労働条件を自分たちで決められるとい
うことで、自分に合った仕事ができる

と思った。自分に合った働き方を選び、
自分も運営に参加していくワーカーズ
コープがもっと広がっていけば、もっ
と一人ひとりに合った職を選べるので
はないかと思った。そしてもっと働き
やすいような世の中になると思った。

（３年生・男性）
・ なかなか（社会に）適応できない人たち

や業務委託の縮小などで仕事のなく
なってしまう人が出てきてしまうため
労働者を主体として協同労働は人々が
助け合うまちをつくるためにもこれか
ら更に必要となってくると思います。
法整備がされることで、経営困難な企
業を労働者が買収しワーカーズコープ
にすることで働く場所を守るワーカー
ズバイアウトはこれからの自分たちの
生活を守るためにも知っておくべきだ
と思いました。（３年生・男性）

・ これまでの協同組合概論の講義の中
で、「協同組合は一般企業より人間味・
温か味がある」というイメージがつき
ました。しかし、「なぜ企業よりも温
か味が深いのか」についてはあまり考
えてはいませんでした。今日の講義を
通じて、利益的な需要のあるネタを探
して事業を始めるのではなく、その地
域には何が必要でどんな資源があるの
か、ということを人の役に立つ事業と
して展開していくからこそ、一般企業
より温か味があるのだろうなと個人的
に考えました。ただ、これだけ非営利
の事業を行い、常に困っている人、地
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域のために働いているので、働いてい
る側の人が満足に生活できるだけの給
与をもらえているのかが気になりまし
た。「労働者自身が労働条件を自分た
ちで決める」というところが、一生懸
命やれば非常にやりがいを感じられる
制度だなと思いました。（３年生・男性）

・ 最初にビデオを見たときになるほどと
思ったのが「仕事がないなら仕事をつ
くればいい」という言葉です。すごく
単純な考え方だと思いますが、その通
りだと思いますし、それを実行すると
いう事は簡単なことではないので本当
に尊敬します。ワーカーズコープは「事
業者が主体の協同組合・利用者が主体
の協同組合ではなく、働くひと自身が
主体となる協同組合」「働くひと＝組
合員」という事なのですが最初聞いた
ときはよく違いが分からず何が違うん
だろうと思っていましたが、図を見て
説明をもう一度聞いたときに「あーな
るほど」と分かりました。そこから考
えると出資・経営・労働を自分たちで
行うのは改めてすごいと思いました。

（２年生・男性）
・ 労働条件や経営方針を組合員が決める

ことができ、その経営方針に沿って自
分たちが働くということで頼まれたこ
とだけをやるのではないのでとても頭
を使いながら１つ１つの仕事を行わな
ければならないのかなと感じた。そし
て、ワーカーズコープの組合員は他の
協同組合より働く人自身が主体となる

ことから団結力が強いのではないかと
感じた。（２年生・女性）

・ 自分や一緒に働く仲間が主人公となる
働き方がワーカーズコープの特徴であ
ることを聞き、労働者が納得できる労
働ができると思いました。労働条件が
悪くブラック企業などが問題とされて
いる世の中で、ワーカーズコープの働
き方はとても魅力的だと感じました。
学童の活動での、鶏を飼育し自分たち
でさばいて食べることで命の大切さを
学ぶことに一番衝撃を受けました。自
分たちが普段、食べている者がどのよ
うに食べられるようになるかを小さい
時から知ることで、命を大切に扱える
ようになると思いました。（２年生・
女性）

・ 組合員が出資し、自分たちのやりたい
仕事をやるという働き方の形に驚い
た。しかしその分大きな事業をすると
きの負担金が多くかかり、組合員に責
任が大きくのしかかるのではないかと
も感じた。また、協同出資なのでリー
ダーが設定しにくく、組合員の協調性
が取りにくいのではとも感じた。自由
に事業が行えるという民主的な側面が
強い分、効率性との両立が難しいので
はないか。（３年生・男性）

・ ワーカーズコープの仲間内でも、独り
立ちできないものに対する苛立ちがあ
るのに、その意見にめげずに自分のや
りたいこと、人との繋がりを大切にし
たい気持ちは素晴らしいことだと思い
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ました。一人の人間を見捨てていたら
誰も救うことができないんだなと改め
て考えさせられます。ワーカーズコー
プは企業と違い横のつながりが強い。
企業や部活等のような勝ち負けが関係
してくる縦の社会では、経済的・社会
的に強い集団にはなるが、どこかで綻
びが出るとそれが一気にその集団の崩
壊につながることになる可能性があ
る。（４年生・男性）

・ 「ワーカーズコープと普通の会社との
違いは？」という質問でワーカーズ
コープでは人の繋がりを大事にしてい
て、一人の意見でもすぐに切ることな
く公平性を大切にしてあるという返答
を聞いて、人に優しいところではない
かと感じた。ワーカーズコープは色々
な世代の方が活躍できて一人ではでき
ないような夢を叶えることができる場
所であると思った。（２年生・女性）

・ こういう現状だからこそ、協同労働の
重要性があると思った。お金を儲ける
ことが目的ではなく、地域の人びとの
困りごとを解決したり、生活をサポー
トすることで、気持ちが豊かになり、
健康になる暮らしができるというのは
素晴らしいと思った。（２年生・男性）

・ ほのぼので働いている人の中に、引き
こもっていた方や障がいがある方もい
らっしゃって地域の困りごとを利用し
て働く場が生まれ、自分たちの力で地
域を豊かにしていくという循環型社会
だなと思った。（３年生・男性）

・ 一般企業だとしても様々な役割がある
と思うが、事業や活動の中心として、
仕事の起承転結を深く体感できる協同
組合だと感じた。（２年生・男性）
※筆者が一部誤字脱字を修正し掲載。

（３）�働いてみたい協同組合

　また、第14回目の講義レポートでは、
すべての講義を終えた上で、どの協同組
合で働いてみたいかを理由も含めて聞き
ました。理由については、本稿では掲載
できませんが、比較的知名度の高い農業
協同組合（JA）や生活協同組合（エフコー
プ・グリーンコープ含む）で働いてみた
いと考える学生が多かったです。農業協
同組合で働きたいとする理由としては、
①食に関連する仕事・活動をしたい、②
地元・住んでいる地域は農業が盛んなこ
と、③家族・親族が農家ということで親
近感をもち、その農業を支えていきたい、
などとする内容が多かったです。生活協
同組合に関しては、①生活を通じて住民
と一緒に地域づくりができること、②子
どもの頃に生協に加入していた印象、③
食に関連する仕事がしたい、という理由
が代表的でした。
　それに対し、協同組合としての規模が
小さいワーカーズコープ（協同労働の協
同組合）で働きたいとする学生も多く見
受けられました。その理由は、先の２つ
の協同組合と対照的で、①協同労働とい
う働き方・マネジメントへの強い関心、
②生き方・やりがい・キャリアという面
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から魅力的、③ワーカーズコープが行う
福祉事業への興味、などが挙げられます。
さらに、信用金庫で働きたいとする学生
も多く、金融機関で就職したいと思う学
生が講義を通じて、信用金庫の理念・事
業に惹かれて選択していました。
　さらに、協同組合の中ではフードバン
ク活動に取り組むところもあり、講義の
中で触れられる機会もありましたが、そ
れを通じてフードバンクに関心をもち、
仕事として取り組みたいとする学生もい
ました。学校教育における環境保護・保
全・リサイクルへの知識・理解・関心が
あることと、飲食店のアルバイトで食品
ロスの現場を目の当たりにして活用でき
ないかと思う学生がフードバンクで働き
たいと答えていました。

（４）�協同組合とSDGs～地元志向・住

み続けられるまちづくりを～

　第15回の講義では、協同組合・協同
労働の理解がどこまで進んでいるかを問
うテスト（記述式３問出題）を行いまし
た。その中で、３問目は、①社会と協同
組合を関連させて考えてほしい、②国連
が定めるSDGs（持続可能な開発目標）は
その実現に向けて世界的に活動が取り組
まれているので理解を深めてほしい、③
協同組合だけでなく企業・NPO等で働
くにしてもSDGsは仕事・活動で関わる
ことなので関連付けて社会を考えてほし
い、④協同組合で「働く」ではなく「つ
くる」にすることでどのような発想が出
てくるか知りたい、という４点の目的を
持って「もしあなたが協同組合をつくる
ならば、どこで、どのようなことを行う
か述べよ。さらに、それを行うことで、
組合員・地域にどのような貢献ができる
か、SDGsにおけるどの分野に貢献でき
るかも述べよ。」という内容に出題しま
した。
　それに対し、「どこで、どのようなこ
とを行うか」という面に焦点を当て、筆
者がキーワードで分類して整理し、さら
に関連性の高いキーワードを５つの大分
類（①場所・②対人支援・③支援活動・
④地域活動・⑤協同組合）と分けていま
す。その中で、①場所という視点から見
ると、東京や都会でというより、地元・
過疎地域などで協同組合をつくりたいと
答える学生が多かったです。社会課題と

協同組合名 人数

１ 農業協同組合（JA） 15

２ ワーカーズコープ 13

３ 信用金庫 11

４ 生活協同組合 ９

５ グリーンコープ ６

６ 漁業協同組合 ５

６ フードバンク（に取り組む協同組合） ５

８ エフコープ生協 ３

８ 高齢者福祉生協 ３

10 森林組合 ２

10 福祉・子育て（に取り組む協同組合） ２

10 こども食堂（に取り組む協同組合） ２

表２．働いてみたい協同組合
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なっている少子高齢化・人口減少・過疎
について、地元がそのような状況になっ
ているという学生も多く、それを解決す
る手段としての協同組合という認識が表
出されていると考えられます。さらに、
人に対する支援、すなわち②対人支援の
活動を行いたいと答える学生が多く、特
に高齢者分野・子ども子育て分野に関連
することを行いたいと思う学生が多く見
受けられました。

　次に、③支援活動は、②対人支援のキー
ワードと比べて、より具体的な支援内容・
取り組みが記入されていますが、ここで
も高齢者・子ども子育て分野への関心の
高さが伺えます。子どもも高齢者も障が
い者もともに過ごせる「福祉全般・多世
代共生（交流）」の活動をしたいとするも
のや、「移動支援・宅配」、「学習支援・
教育」、「子ども食堂・居場所」の活動を
協同組合で取り組みたいとする回答が多
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図３　キーワード分類：協同組合をつくる取り組み
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かったです。
　より地域に焦点を当てた、④地域活動
では、抽象的な回答ではありますが、「地
域づくり・コミュニティ」への関心の高
さも伺えます。取り組みたい内容として

「自然環境（水・海・山）の保全・活用」、「農
業・農作物」、「伝統文化・特産品」、「観
光・交流」、「移住（支援）」が多く応えら
れていますが、これは、地域の資源を守
り、活用していこうとする学生の考えが
表出されていると思います。さらに、こ
れらの支援・活動を「ワーカーズコープ

（国分ほのぼの含む）」、「生活協同組合」、
「農業協同組合」、「森林組合」という具
体的な協同組合のかたちで実現しようと
する回答も見受けられました。

　以下は、この問いに対して、特徴的な
回答の抜粋です。

【第15回「まとめレポート（テスト）」問３．

「もしあなたが協同組合をつくるならば、

どこで、どのようなことを行うか述べよ。

さらに、それを行うことで、組合員・地

域にどのような貢献ができるか、SDGs

におけるどの分野に貢献できるかも述べ

よ。」】

・ 自然が豊かで栄養が豊富な場所で時代
が変わるなかでなくなってしまった野
菜を復活させるための取り組みを行い
たいと思う。

・ 中山間地域などの過疎化の進んでいる
まちで、ワーカーズコープのような地

域活性化に役立つような取り組みを行
いたいと考える。具体的には、地域に
若者を呼び寄せるための取り組みとし
て、伝統芸能や伝統工芸品を継承して
くれるような人材を教育する場所をつ
くったり、その地域外からも来てくれ
るような、老若男女問わずに楽しめる
イベントを設定したりすることをした
いと考えている。それを農業協同組合
と一緒に、その土地の特産品を販売し、
お金をその土地に落としていってもら
いたい。

・ 地元で、家庭の事情などで塾に行くこ
とができない子どもたちを対象に、勉
強を教えたり、一緒に宿題をしたりで
きる場所をつくりたいと思います。大
学生ボランティアや時間に余裕のある
大人に手伝ってもらい、子どもたちに
勉強を教えたいと思います。この活動
を行うことで、組合員だけではなく、
子どもたちも様々な人とコミュニケー
ションをとることができ、みんなと一
緒に勉強することで、学ぶ楽しさを味
わうことができ、さらに子どもたちの
学力向上に貢献できます。また、地元
には有明海があり、海岸の清掃や町の
ゴミ拾いを定期的に行うことで、地域
の環境保全につながると思います。

・ 伝統協同組合をつくりたいと考える。
私が住んでいる街の中心部には大きな
アーケードがあった。昔はそのアー
ケードもたくさんの人達でにぎわって
おり、経済も活発だったことを両親に
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聞いた。今となっては、そのにぎわっ
たアーケードは、シャッター街となっ
てしまい悲しく思う。だから伝統協同
組合をつくり組合員から資金を収集
し、もう一度アーケードににぎわいを
もたらしたい。

・ 生活に必要不可欠な電力に関する協同
組合をつくりたい。電力の中でも自然
エネルギーの中のバイオマス発電を主
とした協同組合である。発電の燃料は
森林にある間伐材や放置されている木
材、家畜の糞尿を使用する。そのため、
地域の衰退が問題視されている林業、
農業の活性化にもつながると思う。さ
らに、施設の設置、加工工場の設置な
どが必要となってくるため、雇用の創
出、地域の活性化になるのではないか
と思う。また、エネルギーを地域全体
に供給できるようになれば、電気代が
高くて困っていた人々にとても役に立
つと思う。

・ 地元に帰ってワーカーズコープのよう
なものがやりたいと考えている。ワー
カーズコープをやることで、みんなで
出資して経営して労働ができるので、
自分たちが決めた労働条件で働くこと
ができて、組合員が自身や地域などに
利益がかなうように事業を行っていけ
ば、地元の活性化につながって、経済
の発展になるんじゃないかと思った。

・ 高齢者に向けた組織づくりをしていき
たい。孤立している集落や地域にすん
できる人に向けた支援やフードバンク

を利用して定期的に食事を提供できる
ようにしたり、孤立感を出さないよう
に同じような集落・土地同士での交流
をするといったことをやっていきた
い。

・ 環境が大きく変化し、気温も湿度も高
い日が続き、熱中症などで危ない目に
遭っている人も多いと思います。特に
お金に余裕がない人たちは、空調設備
などにあまりお金をかけられず、か
えって危険な目に遭いやすくなってい
るのではと思います。そういった日常
的な健康を守っていくために、健康と
家の環境を地域で考えていける協同組
合をつくれればと思いました。

・ 地元で、空き家を使ってリノベーショ
ンをし、新しいコミュニティの場、ルー
ムシェアなどによる高齢者の孤独死防
止になるような取り組みをしたい。

・ 2011年３月11日の東日本大震災で福
島第一原発がダウンしてしまったた
めに、エネルギーの供給がストップ
したように、電力などの供給が原発
に頼ってしまっている部分があるの
で、リスクが高い原発では、維持費
などのコストもかかってしまうので、
その原発を立てるほどの敷地がある
とすれば、そこにソーラーパネルな
どの再生可能エネルギーで発電する
協同組合をつくる。

・ 私は教育協同組合をつくろうと考え
る。これは、地域の学校の放課後に協
同組合で学習塾を開いて、お金のない
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家庭でも格安で学習を受けられたり、
部活動の支援を行い、教師の負担軽減
と、質の高いスポーツの提供する活動
を行う。
※筆者が一部誤字脱字を修正し掲載。

　さらに、「SDGsにおけるどの分野に貢
献できるか」という面では、「住み続け
られるまちづくり」・「すべての人に健康
と福祉を」・「働きがいも経済成長も」・「貧
困をなくそう」という４つのゴールに取
り組みたいとする回答が高かったです。
　このSDGsに対する回答を上述の協同
組合で行う活動と関連させて、学生はど
のようなことを考えているのか、筆者な
りにまとめてみました。その結果、図５
のようなモデル（仮説）ができるのではな

いかと考えています。
　現在の日本社会・地域社会が抱えてい
る課題として、少子高齢化・人口減少・
過疎などが大きく取り上げられておりま
す。この課題は、学生が生活する地域で
も同様のことが生じており、解決しなけ
ればならない社会課題として認識されて
いるのではないでしょうか。それに対し
て、協同組合で解決しようと考えた結果、

「地元志向」・「過疎・中山間地域」・「高
齢者・子育て支援」・「地域活性化・地域
資源の活用」というキーワードが多く挙
げられたのだと推測できます。そして、
この社会課題を解決していく取り組みの
先に、目指す社会として、上述のSDGs
の４つのゴールがあるということが、学
生の回答を通じて考えることができるの

図４　「貢献したいSDGsの項目」
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ではないかと思います。一方、「社会課
題の解決」→「解決するための取り組み」
→「目指す社会・SDGs」という流れで
仮説を考えましたが、逆の流れとして、
目指す社会像・SDGsを実現するための
活動に取り組みが社会課題を解決すると
いう考えを持つ学生もいるかもしれませ
ん。その意味で、本稿（本講座）では深く
考察できませんでしたが、来年度以降の
講座実施に際してのひとつの視座として
持ち合わせて、具体的な考察を行えれば
と思います。

２年目の「協同組合概論」の
成果と課題5

　久留米大学経済学部「協同組合概論」
は、昨年からはじまり今年で２年目とい
う事もあり、昨年同様、①協同組合とい
う組織の理念・活動などを学生に知って
もらえた、②協同労働という働き方を学
生に知ってもらえた、という２点が最大
の成果であり、本講座の意義であると考
えています。その一方、昨年の実施状況

を振り返り、よりよい講座にしていくた
めの工夫も行われました。その工夫を通
じて、見えてきた成果と課題について考
えていきたいと思います。

（１）�成果：繰り返し協同組合の理念等

を伝えることで理解が促進

　今年度では、講義と講義の間が１週間
間隔で行われることから、第２回「協同
組合とは」での説明とは別に、各講師に
協力していただき、毎回講義冒頭に協同
組合の定義・理念・原則などを話してい
ただき、その上で、それぞれの協同組合
の成り立ち・理念・活動へとつなげてい
きました。
　その結果、昨年度のレポート等と比較
して、学生の協同組合に対する認識が回
を重ねるごとに、協同組合を自分たちの
言葉で理解する内容が増えていきました

（詳細は上述４．（１）をご参照ください）。
また、ただ単に、講義で学んだことをそ
のまま受け取るのではなく、自らの実体
験や受講している他の講義などと比較し

⑪住み続けられる
　まちづくりを
③全ての人に健康と
　福祉を
⑧働きがいも経済
　成長も
①貧困をなくそう

目指す社会・SDGs

地元思考
過疎・中山間地域
高齢者支援

子ども子育て支援
地域活性化

地域資源の活用

解決するための取り組み解決したい社会問題

少子高齢化
人口減少・過疎

図５　学生が考える社会課題解決モデル（仮説）
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て、協同組合・協同労働（で働く人）に感
じること、良さ、興味を述べる学生が一
定数いました。
　この結果を受け、来年度も同じように、
各回の講義冒頭に協同組合の理念等を伝
えた上で各回の講義内容（本題）につなが
るようにしていければと思います。

（２）�成果：協同組合・協同労働への興�

味・関心がより鮮明に

　本講座では、各回講義の最後に学んだ
ことを記入する講義レポートを記入・提
出してもらいますが、第14回目では、
講義のまとめということで、「協同組合
への理解」と「働いてみたい協同組合」
について学生に尋ねました。
　「協同組合への理解」については、多
くの学生が、相互扶助・非営利性・民主
的運営・組合員や地域への貢献などを理
解し、社会における協同組合の必要性や
社会をより良くしていく存在であるとの
認識が広がっていることが明らかになり
ました。さらに、講義を通じて、協同組
合に関わる人たちのパーソナリティに触
れ、協同組合の理念・理論と実践がしっ
かり結びついていることを感じる学生も
多く見受けられました。
　また、「働いてみたい協同組合」とい
うテーマでは、働いてみたいと思う協同
組合とその理由に特徴が現われました。
詳しくは４．（３）にゆずりますが、農業
協同組合・生活協同組合を選ぶ学生の理
由として、①親近感、②食関連への興味、

の２つが大きく挙がりますが、ワーカー
ズコープを選ぶ学生の理由は、「働き方・
生き方・やりがい・キャリア」というキー
ワードを挙げる特徴がありました。学生
のもつ問題意識によって働いてみたい協
同組合が変わることが明らかになりまし
た。
　このように、本講座を受講する学生の
協同組合・協同労働に対する興味・関心
が分かりやすく表出されたことは非常に
大きな成果・意義だと感じております。
そして、今回明らかになったことをより
深めていく必要性があると感じ、来年度
も本講座を通じて学生の協同組合・協同
労働への興味・関心がどのような状態に
あるか考察していきたいと思います。

（３）�成果：社会情勢と合わせて説明す

ることの重要性

　「なぜ協同組合が生まれたのか？」と
いう問いに対して、社会情勢は切り離さ
れない関係でありますが、各協同組合の
説明となると、社会情勢との関連性が乏
しい活動内容に終始した説明になってし
まう場合もあります。その点、今回協力
していただきました各協同組合の講師の
皆さんは、組織の成り立ち・理念を社会
情勢と合わせてお話していただき、「協
同組合は社会をより良くしていく存在」
だという共通認識が学生の中で醸成され
たのではないかと考えております。
　さらに、この共通認識の醸成が、第15
回「まとめレポート（テスト）」で協同組
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合を通じてどのように社会課題解決・
SDGsを成し得るかを問う出題に、学生
は違和感なく、積極的な回答がなされた
のだと考えています。
　協同組合の成り立ち・理念・活動内容
などと社会を関連させて説明すること
は、協同組合への理解促進はもちろん、
共感を広げていくことにもなるため、引
き続きその重要性を踏まえた講座運営を
していきたいと思います。

（４）�課題：本講座を通じて学生の社会

課題解決の意識を明らかにしたい

　本講座の第15回「まとめレポート（テ
スト）」では、協同組合を通じて、社会
課題解決・SDGsを成し得るかを問う出
題をした。学生の回答を通じて、①少子
高齢化・人口減少・過疎を「社会課題」
と認識し、②協同組合で地元や中山間・
過疎地域において高齢者・子育て支援や
地域活性化・地域資源の活用などの「解
決するための取り組み」をし、③住み続
けたいまちづくりなどの「目指す社会・
SDGs」を考えているのではないかとい
うモデルが仮説として生まれてきました

（図５）。
　それに対して、本稿では深く考察する
ことはできませんが、来年度以降の「協
同組合概論」を通じて、学生が協同組合
を通じて社会課題の解決を図ろうとした
場合、どのような意識で考えるのかを明
らかにしていきたいと思います。

（５）�課題：発展的・実践的な取り組み

を～ワークショップ・インターン

シップ～

　これまでの「協同組合概論」は、講義
内容・レポート・テストの中で様々な工
夫をして学生の協同組合・協同労働に対
する理解促進に取り組みました。それを
通じて学生の協同組合・協同労働への理
解が昨年以上に深まり、学生が抱える問
題意識も考察するようになりました。学
生の協同組合・協同労働への理解をより
一層深めていくために、講義形式から発
展させてワークショップ形式の内容も来
年度から取り入れていきたいと考えてお
ります。そのことで、新たな視点からの
協同組合・協同労働への理解が生まれて
くるのではないかと期待しております。
また、近い将来、担当教官である伊佐淳
先生や協力していただいている協同組合
の皆さんとより一層連携を深めて、実践
的な取り組み（例えば福岡県内における
協同組合へのインターンシップ実施）を
実現可能な形で進めていければとも考え
ています。

担当教員・担当事業所からの
コメント6

（１）�伊佐淳教授からのコメント

　「協同組合概論」を平成29（2017）年度
前期に開講してから２年目となります
が、興味深い数字があります。手元に残っ
ているデータで、飛び飛びとなりますが、
平成24年度…７名　平成25年度…６名
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平成28年度…７名　平成29年度…13名
となっています。実は、上記のデータは、
本学経済学部卒業生のうち「農協等の協
同組合」に就職した人数です。生活協同
組合や各種協同組合も含めていますの
で、協同組合セクターへの就職者数とい
うことになります。本報告の冒頭で紹介
されているように、かつて経済学部の専
門科目として「協同組合論」が開講され
ていましたが、担当教授が定年退職され
てから後任者が補充されず、閉講となっ
てしまいました。私が前任校から本学へ
移籍したのが平成10年度ですので、他
学部も含めて20年以上、協同組合論は
開講されていなかったわけです。藤田徹
氏より寄附講座のお話をいただいた頃か
と思いますが、就職活動中の４年生から、
某生協が第１志望だったのに内定が得ら
れなかった、その理由は面接で「協同組
合とは何か」という質問に一言も答えき
れなかったからだと思う、と言うのです。
そこで、寄附講座を開講するにあたって、

「協同労働の協同組合」の比重を多くし
たうえで、各種協同組合について浅く広
く勉強することができるような科目にし
よう、ということになったと記憶してい
ます。開講以前には協同組合セクターへ
の就職者が一桁だったのが、開講した平
成29年度末に二桁になったわけですが、
実は、本学の経済学部を含む文系学部約
1200名の卒業生に対して、求人票を出
した企業、団体等は約6000でした。そ
のような状況下での増加ですので、何ら

かの良い影響があったのかもしれないと
考えています。今後の推移に注目してい
ます。
　この講義は、毎回講師が入れ替わるオ
ムニバス形式であり、しかも現場からの
視点が豊富に盛り込まれており、それが
学生達にとっては新鮮なのだろうと思い
ます。今後の課題ですが、本報告でまさ
に高橋氏が指摘されているように、ワー
クショップやインターンシップなどの協
同組合や協同労働の現場の実感がわくよ
うな工夫があれば、受講生の理解が一層
深まると思います。さらに言えば、彼ら
が卒業し、社会へ出た後に、「協同労働
の協同組合」の設立や支援に向かって動
き出すようになるかもしれません。

（２）�ちくご広域まちづくり事業所・田

中秀雄所長からのコメント

　2017年度に続き2018年度も久留米大
学寄附講座（協同組合概論）開催に関わら
せていただいた。この講座の今年度到達
目標は、「協同組合の基本とともに、地
域の多様な協同組合のありようを理解す
ること、協同労働という働き方の選択、
働くことの意味について理解を深めるこ
と」であった。
　これに関して若干振り返ってみたい。
目標の前段部分については、毎回のレ
ポートや最終回のテスト結果からも見て
取れるようにかなり理解が進んでいると
思われる。これは高橋事務局長の報告書
にも供述されているが、講師の方に協同
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組合の定義・価値・原則を繰り返し伝え
ていただいたことも要因の一つであろ
う。
　また後段部分については、協同労働と
いう難解な働き方をある程度理解し得た
からこその回答も見受けられる。設問の

「働いてみたい協同組合」のところでは、
ワーカーズコープが上位にランクされて
おり、働き方、生き方、やりがい等の文
言を使った感想が多く見られた。これは
講師を担当したワーカーズコープの組合
員の話から、協同労働の本質を感じ取り、
自分の人生に置換するシミュレーション
をしたのではないか。来年度は、この部
分をより一層明確に確認できる仕組みつ
くりを検討していきたい。
　最近、非営利組織の中で社会的インパ
クトということが問われ始めている。つ
まり活動の先にある成果は何か？という
ことである。

　非営利組織の活動に成果という考えは
馴染まないという向きもあり、また判断
基準が多く評価が難しいという面も持ち
合わせている。だからこそビジョンを実
現する上で組織なりの成果の定義が必要
になってくる。これは各協同組合につい
ても言えることであり、来年は講師の方
に、活動の成果についてもより具体的に
述べていただければと思う。
　今後益々、非営利組織は重要な存在に
なっていく。社会に良い変化を生みだし、
まちづくりの主体となれる存在であるこ
とを市民に訴え証明していかなければな
らない。
　この寄附講座を通して学生が協同組合
を始めとする非営利組織に関心を持ち、
仕事を強制的な労働にしない、その活動
や仕事をやること自体が純粋な喜びとな
るような新しい組織を創っていただきた
い。
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はじめに1

　千葉大学では、2018年度より労協講座「地
域で仕事をおこす」を開講することになりま
した。本年度は、全学部１年次を対象に、８
月初旬の１週間集中講義の形式で実施してお
ります。すでに、2014年度より多分野の協同
組織が参加しているIYC記念全国協議会の寄
附講座として「非営利市民事業と協同組合」
を開講し、また昨年2017年度より、インター
カレッジで開講されている「インターンシッ
プ in 協同組合」（事務局：一般社団法人くら
しサポート・ウィズ）にも乗り入れています。
このため、本労協講座は、千葉大学全学での
協同組合論の開講として３つ目となります
が、特定分野での協同組合論としては最初の
ものとなります。
　千葉大学は医薬系３学部、理工系２学部、
人文社会系２学部、園芸、教育さらに国際教
養の10学部をもつ総合大学であり、学部学生
の規模は総体で１万人超です。この科目は、
主に１・２年次で受講する普遍教育（一般教
養）科目として、すべての学部生が履修でき
るシステムになっています。夏休み期間の集
中講義ということで開講に不安もありました
が、本年度の労協講座には、教育学部、園芸
学部および法政経学部の学生と人文公共学府
の大学院生が参加してくれました（約半数が
法政経学部の学生）。

講座の目的2

　本講座は、現代的な地域課題を解決する上

「ワーカーズコープ論」寄附講座運動②　－学生と社会をつなぐ戦略を焦点に－特 集

伊丹�謙太郎
（千葉大学　人文公共学府

特任助教）
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で、“協同”という方法がどのような意味・
機能をもち、また、もつことができるの
か、現場で労協運動を実践されている複
数の組合員をゲスト講師としてお招き
し、事例の紹介や学生自身あるいは学生
と実践家とのディスカッションを通じて
学びを深めてもらいます。こうした学習
を経て、学生に協同組合や協同労働がこ
れからの社会を牽引していく強いポテン
シャルを持っていることを知ってもらい
たいというのが大きな目的のひとつで
す。
　さて、もうひとつ大きな目的がありま
す。ほとんどの大学生に共通して気がか
りなのは就職問題です。雇用不安などが
強い要因となり、最近では１年次から就
活準備をはじめる学生も珍しくなくなっ
てきています。しかし、これらの多くは、

「TOEICのスコアが高いと就職に有利で
ある」とか「簿記の資格をとっておくと
いい」などといったように、とにかく就
活で大手企業から内定を得るためのカー
ドをいかに効率的に集めるかに執心して
しまっており、“将来自分が何をしたい
のかという具体的なビジョンを描くよう
な”姿勢を欠いているように感じられま
す。海外に行くのも、本心で「自分の世
界を広げるため」ではなく、「世界が広
がりました」と就職面接で回答する“た
めのもの”になってしまっています。『大
学の思い出は就活です』という本が出さ
れるような時代です。仲間うちからは、
学生時代に就活以上に真剣に打ち込むも

のを見つけてしまった学生は“災難”だと
言われてしまいます。残念ながら“間違っ
て（？）”真剣に打ち込めるものを見つけ
てしまった学生は大半が就活でにがい思
いをしてしまいます。
　大学生には自らの将来をしっかりと見
極めつつ前に進んでいけるようなキャリ
ア教育が必要ですが、それは、内定を獲
得するテクニックなどとは大きく違うも
のだと思います。学生自身が自分の頭で

「働くことの意味」を真剣に考える授業
ができないか、できれば集中講義でお互
いに学生同士で疑問をぶつけ合い、刺激
を与えあえるような場所を提供すること
はできないか？という思いを協同総合研
究所の相良孝雄氏等と話し合う中でこの
授業が生まれることになりました。すで
に沖縄を中心に複数の大学で労協講座が
開設されていますが、千葉大学では、セ
ンター事業団東関東事業本部と地域労協
であるワーカーズコープちばという２つ
の労協とタイアップし、両者からゲスト
講師を派遣していただいています。

地域から孤立した大学と大学
生3

　近年、協同労働における仕事づくりは、
働きづらさや生きづらさといった広く
個々人の抱える苦しさや悩みにどう向き
合うのかという視点からも多くの学びを
与えてくれます。引きこもりがちであっ
た若者たちに新たに社会とのつながりを
提供する地域若者サポートステーション
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の事業から、多様な困難を抱える仲間た
ちが協同で働き、池袋西口清掃から事業
を地域へと広げてきているWORKERS 
NET RINGSの活動まで、労協の取組に
はこれからの社会を明るく照らす示唆的
な事例が多くあります。社会に出てから

（大学を卒業してから）当事者として直面
することになるこのような課題に対し
て、学生時代に事前に学んでいたらなに
より心強いでしょうし、何がこのような
社会の歪みを生みだす原因になっている
のか、学生なりに真剣に考える機会を提
供することは、大学の使命でもあると思
います。
　この実現を難しくしているのは、大学
生が地域や社会から極めて遠い存在と
なっている、さらにこれと関係しますが、
大学そのものもまた、地域から遠い存在
であるという２点ではないでしょうか。
学生のなかには、地方から出てきて単身
で生活する者も多くいますが、あくまで
テンポラリーな形で居住している大学生
は、長くても４年後にはこの場所を離れ
ることが分かっています。自宅通学の学
生も、大学の場合は近隣からの進学者は
稀にしかいません。大学のキャンパスが
地域でありコミュニティであるという考
え方もあるでしょうが、大学が暮らして
いく上で必要な衣食住あらゆるサービス
を提供しているはずもありません。大学
というコミュニティに帰属しているから
こそ、逆にその大学を周りで支えている
本来の地域や社会というものに対して学

生をより無自覚にさせているという皮肉
もあります。一方の大学もまた、キャン
パス内で完結した教育の提供を前提とし
てきました。教科書で語られている社会
問題と学生の生活とが連続していない。
当事者性をもって“社会”や“地域”につい
て考えられないのは、ただただ学生だけ
の問題ではなく、大学そのものが地域社
会へと開かれていないからではないか。
大学と地域との連携は、大学の研究者が
地域課題の解決に専門知を提供すると
いった旧弊のものではなく、学生自身が
当事者性をもって“地域”や“社会”の課題
を考えられるような場作りを進めるもの
へと変化すべきです。「学生時代に勉強
そっちのけで働いたアルバイトが社会経
験になった」などと学生に言われて笑っ
ていてはいけません。むしろ、キャンパ
スの中に地域や社会を引き込んで、未来
に向けての多様な社会実験やチャレンジ
が行われることこそ、とりわけ社会（科
学）系の大学教育の使命ではないでしょ
うか。

協同組合・協同労働と新しい
大学教育の課題4

　国際協同組合年の時期にILOの協同
組合局長を務めたマリア・エレーネ・チャ
ベス氏は、協同組合の持続的発展にもっ
とも大切なものは、若者が協同組合を知
ること、協同組合が現実的な選択肢とな
り得る事実を若者が認識し、学び、理解
できるようにしなければならないと述べ
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ています。そのためには、社会に出る前
のあらゆる段階の学校教育で協同組合を
学べる機会が提供されるべきだし、それ
は単なる協同組合論の科目新設ではな
く、若者たちが自分自身で協同組合を立
ち上げられるような支援がなければなら
ないと彼女は続けます（キム・ヒョンデ
ほか『地域に根差してみんなの力で起業
する－協同組合で実現する社会連帯経
済』彩流社、2018年）。「あらゆる段階
での学校教育」でという以上、小学校や
中学校でも協同組合や協同労働について
学べる機会が必要となりますが、教科

（書）教育が中心であるために座学を超え
た教育は難しい面もあります。チャベス
氏が言う具体的な起業経験までのカリ
キュラムを構築する取組は、とりわけ日
本では大学教育でこそ可能であり、上述
の地域との連携の使命という点でも大学
教育においてこそ実現されなければなら
ないものだと思います。本年度の労協講
座はパイロット版の集中講義という意味
もあり座学が中心となりましたが、今後
はチャベス氏の言うような方向への拡張
を検討していきたいと考えています。

本年度の講座実施報告5

　2018年度の労協講座「地域で仕事を
おこす」は、８月６日～９日の４日間の
集中講義として開講されました。各日の
内容は以下の通りです。

　８/６は、初日ということもあり何を
これから学ぶのかガイダンスを行い、学
生ひとりひとりに授業に期待するものを
含めて自己紹介の時間を作りました。そ
の後で、映画『ワーカーズ』を視聴し、
墨田区での取組についてそれぞれの感想
を共有した後で、千葉地域と墨田区との
違いや、それぞれの学生が暮らしている
地域の特徴について議論しました。都心
から通っている学生もいれば、地方の農
村出身の学生もおり、「地域との距離を
感じはじめたタイミングは？」という問
いなどでは様々な答えを共有することが
できました。この日のディスカッション
は自覚的に「これまで篇」と「これから篇」
という２部に分けてみました。上述のも
のが「これまで篇」です。さらに、これ
から大学を卒業し、どのような仕事に就
きたいのか、長期的にはどういう人生設
計を考えているのか？という問いを一人
ひとりの学生に順番に語ってもらいまし
た。「働くこと」に対するイメージも千
差万別で、社会から求められる仕事をし

ディスカッションの様子



No.310

2018.9   43

てお話いただくとともに、事業分野の変
遷などを含め近年の注目すべき取組事例
についてお話しただき、質疑応答を経て
初日を終えることになりました。

　２日目となる８/７は、３部構成でワー
カーズコープちばより、菊地謙専務理事
と及川恵さんにお話をいただきました。
第１部は、ワーカーズコープちばの沿革
と事業展開についての座学、第２部は千
葉大学西千葉キャンパス近隣に開設され
ているワーカーズコープちばのサテライ
トオフィス「オアシス」に訪問し、フー
ドバンクの箱詰め作業などを体験しなが
ら、事業所見学を行いました。第３部は、

たいという者もいれば、仕事はあくまで
生活を維持するためのものだと割り切っ
た答えもありました。前者には、その「社
会」とはどの範囲のことをイメージして
いるのか？という問いが改めて議論を深
めるきっかけとなりましたし、後者につ
いては、そのために人生の半分を費やす
ことに耐えられるのか？働くこと自体の
中に何か自身の成長や意味を見出すよう
なことが必要ではないのか？という問い
へと深まりました。その上で、「これまで」
と「これから」を繋ぐ結節点となってい
る現在の学生生活について、意見交換を
行いました。最後に、相良氏よりワーカー
ズ・コープの35年の歴史と理念につい

フードバンク説明（菊地さん）

フードバンク食品配送リスト 及川さんが制服バンクの取り組みを行う

フードバンク作業
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及川さんより子ども食堂や制服バンクと
いった新しい取組について説明をいただ
きました。特に第３部では、菊地専務も
参加される形で、生活困窮者支援等に関
わる事業については、地域社会からの理
解を得ることの困難さと重要性について
学生と意見交換し、どのような方法があ
り得るだろうかという思考実験を学生自
身のアイデアを中心に行いました。

　３日目にあたる８/８は、センター事
業団東関東事業本部から取組事例のご紹
介をいただきました。午前中は、大場寛
本部長と安村佳晃事務局長より、事業本
部全体の取組について、事業分野毎の割
合のほか中志津におけるワーカーズを通
じた自治会活動の活性化など特筆すべき
事例を含めてお話いただきました。また
２日目もそうですが、今回ご登壇いただ
く労協の皆さんには、「私と労協」とい
う視点からお話いただくようお願いして
いましたので、どのような経緯でワー
カーズコープと出会い、協同労働という
働き方に何を感じているのかをお話いた
だきました。午後は、第１部として浦安
地域福祉事業所の取組として、今井道雄
さんと小松龍之介さんにお話をいただき
ました。小松さんは、この３月に大学を
卒業されたばかりで、昨年度まで浦安に
ある了徳寺大学の４年生でした。ボラン
ティア活動として学童クラブの事業に関
わるなかで、ヴェルティ・プロジェクト
という大学生によるボランティア組織を

結成し、浦安地域福祉事業所と連携した
活動を行ってきました。本講座を履修し
ている学生と年齢も近く、学生でもこう
いうことができる、地域につながってい
る学生のロールモデルを学べたことは極
めて有益だったと思います。今井道雄さ

大場さんと安村さん

宇本さん、小林さん、宮澤さんの
リレートークと質疑

今井さんと小松さん
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んからは、浦安地域福祉事業所の運営に
ついて地域との連携や居場所づくりの大
切さなどを学びました。社会連帯のよう
な組合員自身が積み立てて無償で行って
いる地域貢献活動と指定管理者による委
託事業や自主事業がどのようなバランス
の上で成立しているのかといった事業計
画の話題や、福祉事業の今後のビジョン
についてお話いただきました。午後の第
２部では、松戸にある「あじさい」の小
林文恵さん、東葛の宇本永宏さん、つく
ばみらいの宮澤宏樹さんの３人からそれ
ぞれの事業内容についてお話をいただき
ました。あじさいでは、多機能型訓練事
業所の利用者のお一人にスポットを当
て、働くことや人から必要とされること
の価値について深く考えされられるお話
をいただきました。宇本さんは、留学生
として本学法経学部で学び卒業された履
修者の先輩でもあります。宇本さんのお
話は他の文化圏で働くこと、理解される
ことの難しさなどにも説き及び、特に出
席していた３名の留学生はなんどもうな
ずいており、発言する場面もありました。
宮澤さんのお話は、児童館というものが
コミュニティにおいてどういう位置づけ
にあるのかという話からスタートして、
逆にコミュニティや地域社会が活き活き
するためには何が求められているのかと
いう話題へと進みました。学校教員には
できないことを求めて辞職後にセンター
事業団に入団されたという経験から、学
校や行政といった個別組織の限界、それ

を打開するための“横のつながりの大切
さ”を主張される話へと展開し、多様な
地域の組織や団体が連携して課題を解決
していこうとする新しい潮流について考
えさせられました。このような話題豊富
な実例を一つひとつ確認しながら、最後
に登壇者と学生全員とのフリーディス
カッションでこの日の授業を終えまし
た。

　最終日となる８/９の午前は、３日間
の集中講義で学んだことの振り返りの時
間となりました。課題として、１）それ
ぞれが最も関心のある社会課題をとりあ
げ、その解決にはどのような方法が有効
であるのか、２）働くことの意味をどの
ように考えるべきか、という２点につい
て学生各人に持ち時間を設けて、発表し
てもらいました。内容については多岐に
わたり、質疑ではお互いにより発展的な
内容へと進む充実した時間となりまし
た。

　午後の最後の時間は、日本労働者協同
組合（ワーカーズコープ）連合会理事長の
古村伸宏氏に本講座の講評とともに、短
いレクチャーをいただいた上で、学生と
の間でクロストークを行いました。学生
からは最後なので投げかけたい疑問が古
村理事長に勢いよく投げられ、また回答
も労協運動や日本社会を長期的視座から
考える、想像力に満ちたものとなってい
ました。
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最後に6

　朝から夕方までの４日間の学びを
ギュッと圧縮したものですので、臨場感
までは再現できませんでしたが、４日間
で学生の顔も逞しくなり、自身の将来の
姿について考える幅が大きく広がったの

ではないかと思っています。ご登壇いた
だきました皆様、そして全体のマネジメ
ントをいただきました相良さんに改めて
感謝申し上げますとともに、来年度以降
も引き続き、本学での講座へのご協力の
ほど、なにとぞよろしくお願い申し上げ
ます。

古村さんと講義の様子 学生が考える社会問題とその解決の方向性
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資料　 千葉大学「働くことの意味」と「感
想文」から

◆千葉大学「地域で仕事をおこす」講座
より◆2018年８月６日－９日

記録　協同総合研究所：相良 孝雄

①働くことの意味

　１、「人の役に立つこと」「自分の存在
価値を見い出すこと」という考えは初め
から持っていましたが、この講義を通じ
て「人とつながって働く」っていいなと
思いました。障がいのある方が一般の働
き方ができないから給料は安いまたはボ
ランティアだけど働きたいという話を聞
きました。人の役に立って自分が生きる
意味を見つけられたという話でしたが、
周りの人とつながったからできたことで
す。ワーカーズコープの方が理解して、
できる仕事をやってもらうことで、無表
情だった障がいのある方が周りの人とつ
ながりをもち笑顔になっていった例が印
象に残りました。またワーカーズコープ
の仕事おこしは市や地域の人、学校、企
業など様々な人とつながることで成り
立っています。意見がぶつかって大変な
ことも多いですが、協力するからできる
ことがたくさんあります。経営者、出資
者、労働者、利用者がすべて一体になっ
たようなスタイルだからこそ、みんなで
つくって、仲間の成長を喜びあえる。現
代では何か強みを持って自分を売り込ま
なければならない、個を磨いて周りと差
をつけなければという焦りも感じます

が、個が突出していなくても、人とつな
がってやれることは大きいのではないか
と思いました。

　２、私にとって働くことの第１の目的
は生活をするためであるという考えは変
わりません。賃金の低い仕事でもやりが
いがあれば良いとは思わない。しかし、
働く上で何かやりがいを見つけられるこ
とは幸せなことだと思う。もちろん世の
中の誰もが、自分たちで主体的に仕事を
することを理想とはしていると思うが、
あくまでそれは理想論であると感じる。
組織が大きくなればなるほど、その体制
の維持が難しくなるからだ。しかし、誰
もが皆、ワーカーズコープの方々のよう
な考えは少なからず共有しているので
あって、それがどうにも実現できない現
状に問題があるというだけなのではない
かと感じる。

　３、最初の授業でもいったように、自
分のなかではまだ働くことの意味はそれ
なりの収入のためという考えは変わって
いないが、その収入を得るための仕事と
いうのもただただ企業に就職するという
のではなく、皆それぞれ権限を持ち、自
分たちでいろんなことを決めていく協同
労働という働き方があるということを知
り、自分が大学生活を送っていくなかで、
何かそういった、自分でこういうことを
したいということを見つけることがで
き、収入を目的としないような働き方が
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できればなと思う。ただ今回の集中講義
を通じて、新たな働くことの意味に気付
くことができたと思う。障がいがある人
や、お年寄りの方がワーカーズコープで
働いている事例を聞き、働くことは、収
入だけではなく、表社会に出て、人のた
めになることをすることで、自らの存在
価値を得ることができるという点に気付
くことができた。やはり、障がいがある
人やお年寄りの方はなかなか正規の仕事
をすることが難しく、それによって社会
とは一線を画してしまうことがあるが、
ワーカーズコープで働くことで、人の温
もりに触れ、塞ぎがちだった心が徐々に
開いていくことは、とても良いことだと
思った。自分は人とあまり関わらないよ
うな職種に就こうと考えていたが、この
ような考えを変えようと思う。

　４、就職活動のなかで、自分はどんな
仕事に向いているのか、どんな仕事をし
たいのか、そういう答えを出せずに、ひ
たすら大手企業に応募しました。この授
業を通じて、はじめてワーカーズコープ、
協同労働を知りました。自分のなかで「働
くことの意味」を改めて考えました。
　単なる労働者として働くのではなく、
経営者、労働者として働くことは、自分
の主体性を発揮できるし、いろんな困難
を抱える方も助けてあげることもできる
し、仲間と一緒に協力していろんなこと
を実現できます。この方が、やりがいを
感じるじゃないかなと思っています。

　昨日（８/８）、話をしていただいた先
生たちから、利益を第一としない仕事を
してても、生活していけるということも
教えてもらいました。働くこと、自己の
生活を重ねて、周りの人とも関わりなが
ら、自分の成長もできれば最高だと思い
ます。

　５、仕事は自分が生活していくために
行うことであるが、働くなかで、自分に
とっての働く意味をみつけていくべきで
あると思う。
　自分が思う働く意味は、仕事を行う上
で、こうなってほしいという環境や世界
を自分のなかで見つけ出し、それを形成
していくためには、どのような仕事をす
ることが可能なのかを考えることだと思
う。様々な仕事に就いたとしても、その
仕事をする上で、変えていくことのでき
る何かは存在すると思う。だからそのた
めに自分が就いた仕事に、一生懸命取り
組んでいくことが大切だと思う。

　６、たぶん人生の大部分を仕事のなか
で過ごすと思う。働くことは、まず自分
がやっている仕事を通して、社会との関
連をつくり、社会における存在感が感じ
られる。次に働くことは、１人の人生を
変えることだけではなく、周りの人、自
分が生きている地域にも何らかの変化を
もたらすことができる。１人の力は弱い
が、チームワークの形で、皆の力をあわ
せて、共に働くことで他人の生活、社会
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全体が変えられる。
　働くことは、自己の能力、創造性を発
揮した上で、自己満足を得る。同時に他
人と働くことで、社会貢献、人類全体の
進歩に役割を果たすことが出来る。

　７、私にとって働くことの意味は、自
分がやりたいことを達成する手段の１つ
である。例えば、私はもっと学校で学び
たいが、自分で生活費を稼がなければ学
校で学び続けられない。働いて自分で稼
いだお金を使って学生生活を支えれば、
両親から批判されない。
　また将来、私は社会に貢献したいとい
う人生の目標を達成するには、社会で働
くことになると思う。働くことは、人生
の目標を達成するためではなく、人生の
目標を達成させるための手段として働く
ことを選ぶ。

　８、相良先生も言ったように、人生で
働く時間はとても長く、睡眠に次いで２
番目であり、その時間をただお金のため
に漠然と過ごすのはあまりにも空しいし
もったいない。お金を稼ぐのも大事だが、
それと＋αでやはり、生きがいや意義を
見い出す必要があると思う。自分の場合
は資料にある「自分史」の面からいうと、
小さいころからこれといって好きなもの
はなく、将来について考えていた。そん
ななかで（困っている）人を助けるのは当
然ではあるが、気持ちのいいものであり、
それを仕事にできたらと思い、警察官を

志望したので、自分にとって働くことの
意義は、地域の人びと、ひいては地域へ
の貢献である。

　９、私にとっての働くことの意味は、
授業前と特に考えは変わっていないです
が、やはり社会のなかで、経済的に豊か
になることだと考えます。４日間の授業
を受けて、ワーカーズコープの協同労働
という理念や、そのよさも理解できて、
そのような考え方を大事にしている方々
も世の中にはいることを知れたのは良い
経験になった。だけど自分は、家の事情
で大学に入るのも、入ってから生活して
いくのもかなり金銭的に苦労していて、
お金がないと何もできないことをよくわ
かっているので、やはり経済面が一番大
切だと考えます。

②全体を通じての感想

　１、ワーカーズコープの仕事おこしや
協同の理念に感銘を受けた。ワーカーズ
コープの取組みが今ある社会問題の解決
に大いに役立つと思った。最後に聞いた
当事者意識の話は、もう一度自分の認識
や考えを見つめ直す必要があると思っ
た。

　２、４日間の集中講義を通じて「働く」
ことについて、その意味も内容もすごく
考えさせられた。今まではただ普通に大
学を卒業して、就職して、家庭を持って
というふうに、人生設計の１つとして「働
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くこと」を捉えていたが、この授業で「働
く」ことについて当事者意識をもって、
その目的や意味を改めて考え直すことが
できた。「ワーカーズコープ」というも
のが、何をしているか、どういう団体な
のかも授業を受ける前は何も知らなかっ
たが、実際にフードバンクに足を運んだ
り、いろんな方の話を聞いたりして、理
解を深めることができた。特にフードバ
ンクでの体験作業では、実際に送る人の
立場、家族構成、状況などを考えて、箱
に何を入れるのかを考えるのは難しく、
ワーカーズコープで働く、またはボラン
ティアの人びとの大変さを身を持って知
ることができた。いつも自分が考えてい
る「ふつう」や「一般論」は実は画一化
されているものの一部なのではないかと
いう問いはとても刺さるものがあった。

　３、今回の集中講義を通して、現代社
会のなかに存在する高齢化、貧困、子育
てなど複数の社会問題の深刻さを改めて
実感させられました。自分の理解では、
今回ご紹介いただいたワーカーズコープ
の理念は、社会問題を解決するために、
仕事をおこすことによって、地域に住ん
でいる住民たちが自ら提案し、解決しよ
うとする、１つの良い対策を提供してい
たと思われます。しかし、地域によって
具体的な対策は違ってきます。どのよう
な職場をつくるのか、どのような仕事を
提供するか、参加している住民たちの利
益や福祉のために一番大事なことでもあ

り難しいと思います。
　最後少し残念に思ったことは、若者そ
して留学生を含む外国人に対する支援の
活動が足りないことです。今後の具体的
な対策を期待しています。

　４、今回の授業を通じて、ワーカーズ
コープという組織の存在について初めて
知りました。ワーカーズコープは日本社
会のさまざまな社会問題を解決しようと
して各地で活動しています。例えば子ど
もの貧困対策として、子ども食堂を創り
上げました。子ども食堂は根本から子ど
もの貧困問題を解決できませんが、少な
くとも子どもたちに希望を与えていると
思います。自分の家庭は貧しいけど、こ
の社会は温かいところもあり、あなたた
ちは１人でないというメッセージがきっ
と、子どもの心に届くと思います。ワー
カーズコープの今後の活躍を期待してい
ます。

　５、本講義では、ワーカーズコープに
ついてに限らず、様々な社会問題につい
ても考えることができ、とても有意義な
時間を過ごすことができたと思う。特に
専攻している障がいや教育の分野におい
ては、今まで知ることのできなかった現
状や新しい取り組みなどについて知るこ
とができ、とてもためになった。
　教育学部で学んではいるが、教職のみ
を自分の進路として捉えているわけでは
ないので、仮にこれから教育や障がいに
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ついての事業や活動を自らはじめていく
場合に、どうすればいいのかなどを考え
るよい機会を得ることができたと感じて
いる。この４日間で、新しい視点や考え
を多く知ることができたので、参加して
良かったと思う。
　４日間、ありがとうございました。

　６、今回の集中講義では、色々なこと
を学ぶことができた。「働くとはどうい
うことか」から、協同労働という働き方、
社会問題まで議論を通じて考えを深める
ことができた。自分は、働くことは第１
の目的として収入を得るということ考え
方は変わっていないが、障がい者の方や、
引きこもり、ニートの方が正規の雇用で
は働くことができず、ワーカーズコープ
で働き、人の役に立ったり、人の温もり
を感じることで生きる力を得ることがで
きたという事例を多く聞き、働くのは収
入のためだけではなく、自らの存在価値
を得るという目的もあるのだなというこ
とを知ることができた。

　７、今も中国企業を対象して就職活動
をしている最中です。「働くことの意味」
を考えながら就職活動をしています。こ
の授業を通して、はじめてワーカーズ
コープ、協同労働を知りました。その新
しい働き方にすごく興味があります。こ
れからは就職の選択肢になると考えてい
ます。
　また地域に注目して、力を入れる重要

性も実感しました。若者がみんな都市で
就職して、地方の高齢化と労働力不足が
続いています。若者にも地域愛の意識を
高めることが重要だと考えています。

　８、「働く」ことについて深く考える
ことができました。人とつながると大き
なことができるとわかりました。最後の
理事長のお話で、講義中それほど変わら
なかったなと思っていた考えが一気に変
わりました。インパクトがありました。
対価をもらうのは明治維新以降であり、
仕事は私のため、私たちのため、みんな
のための３種ある。変化するスピードが
速いのは受け入れるしかありませんが、
工業化された考え方を直すべきだなと感
じました。当事者意識があるかと聞かれ
たとき、当事者でない人が関わらなかっ
たらいつまで経っても少数派の問題が解
決されない以上、直接の当事者ではない
第三者もまた当事者意識を持たなきゃい
けないではないかと思いました。「みん
なが当事者」と言ってくださってほっと
しました。社会問題とは何かも目が開い
たように感じました。人のなかで生きる
人として働きたいです。ありがとうござ
いました。

　９、今回の集中講義では、様々な方の
実体験を伺い、社会で働くことは何なの
かということを色々と考えさせられまし
た。フードバンクを訪れるという２日目
の日程には参加できなかったことが非常
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に残念でしたが、社会や地域のために貢
献するのは、自らがやろうと思えば無限
にあるのではないかと授業のなかで思っ
たので、できることから実践していきた
いと思います。

　10、元来、働くことは、生活していく
上で、不可欠なものであり、働けなくなっ
たしまったとき、支えてくれる周りの人

（血縁、地縁関係）たちの存在はお互いに
とって必要であったため、自然と存在し
ているものであった。それは日本だけで
はなく、産業革命以前の西洋でも見られ
る形であった。しかし、この体制では生
産効率が悪く、生活は大変だった。その

ため人々は生活をよくしようと工業化を
進めると同時に資本主義体制へ変化して
いった。しかし、その結果として多くの
社会問題が発生することをあまり予期し
ていなかった。そのため、現代に至るま
で、様々な問題の発生に対して逐一制度
を作ったり、体制を少しずつ変えなけれ
ば対応できなかった。
　社会のあり方が変化すると良いことと
悪いことを同時に生むのだということ
を、もっと理解していかないといけない
と強く感じたし、現代、貧困に悩む人が、
昔、このような問題に直面するとは思っ
てなかったと思う。柔軟に対応すること
が必要だと思う。
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はじめに1

　2018年度「ワーカーズ・コープ論」寄附講
座を夏期集中講義として開講し４年目となり
ました。まず、この間継続して開講できたこ
とに、九州・沖縄事業本部、那覇事業所、名
護事業所のご協力に心から感謝申し上げます。
　今回の受講希望登録者は２～４年生まで
18名の登録がありました。本講義では、事
業所訪問・体験を取り入れた形式を２年目よ
り定例化しています。通常、講義前後に別の
講義がある学生にとって現場体験等の実習を
伴う講義を取り入れるには時間的制約が大き
く、事業所を訪問することさえも困難さを伴
います。他方、集中講義では、１日９時～16
時半まででも昼食時間を含めた実質的な拘束
時間は7.5時間、講義コマ換算の５コマ分に
相当する時間を現場体験や事業所メンバーと
のディスカッションにあてることができ、事
前学習で得た知識を、現場で体験する中で確
認することも可能になります。そのような座
学と現場体験とを往復することが、生きた学
びにつながるものと思い、この３年間は夏期
休暇の集中講義の形式を採って開講していま
す。

2018年度ワーカーズ・コープ
論　－講義概要－2

　今年度は８月13日（月）から16日（木）まで
の、夏期休暇中の４日間連続日で事前学習１
日、現場体験２日間、全体振り返り１日間の
計15コマを開講設定しました。因みに、この
期間は沖縄県外ではお盆の期間ですが、沖縄
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では陰暦による旧盆（今年は８月23日～
25日）が一般的で、新暦におけるお盆の
官庁・学校・企業等の一斉休暇はありま
せん。
　講義の第一日目の事前学習では、まず、
座学とグループ・ワークを織り交ぜなが
ら、協同労働とは何か、それを実践して
いるワーカーズ・コープとは何か、そこ
での組織経営・事業運営、そして働き方
とはどういったものかを学び、一般的な、
有限会社や株式会社とのコンセプト・仕
組みの違いを理解しました。また、映画

「ワーカーズ２」の紹介動画を視聴し、
東日本大震災の後、被災地で仕事を起こ
し働く場所を作る活動の中から、被災に
よって激変した「地域」を住民にとって
新たな居場所に変えていく労苦を感じな
がら、生き甲斐・働き甲斐とは何かをあ
らためて考えました。
　第二、三日目は現場体験を設定しまし
た。８月14日（火）は、那覇事業所・愛（か
なさ）の「児童デイサービス・学童クラブ」
の子どもたちを本学地域研究所の入るア
ネックス共創館に招き、そこで子どもた
ちの受入れ実践をしました。８月15日（水）
は、当初、名護若者サポートステーショ
ン（以下：サポステ）のメンバーとともに田
んぼでの草刈り作業などを予定していま
したが、台風接近のため、協力先での現
場作業体験と防災施設の見学をしました。
　第四日目は、振り返り解説を行った後、
各々事前学習・現場体験の振り返りレ
ポート作成と、その発表を行いました。

実習一日目午前：シーサー教室　
－担当して見える子どもの多様性－3

　朝９時、キーパーの飲み物や菓子等の
準備等の受け入れ準備と、午前中の手作
りシーサーの幸地先生（沖縄高齢協理事）
との挨拶・顔合わせ、使用する粘土等の
扱いの注意点の説明を受けます。10時、
数台に分かれた那覇事業所の先生方とと
もに子どもたちが続々と集まりだし、本
学アネックス共創館の中に、子どもたち
の声が響きわたります。
　今回、会場とした地域研究所・アネッ
クス共創館では、毎週水・金曜日の放課
後に「放課後こども教室」として、こど
も文庫、工作やサッカー教室を学生ボラ
ンティアとともに開催しています。この
教室の開催曜日の合間での来学となりま
した。
　子どもたちと学生との挨拶も早々に、
さっそく手作りシーサー教室が始まりま
した。学生と子どもたちの２、３人がチー
ムになり、まず粘土をこねることから始
めます。「丁寧にこねることが良い出来
栄えにつながる」との幸地先生のアドバ
イスに、子どもたちと学生とで交互に何
度も何度も土をこねてはひっくり返すの
を繰り返します。次に台紙の上に新聞を
丸めてシーサーの顔の土台になる丸みを
型作り、その上に粘土をかぶせて実際の
シーサーの顔を作っていきます。目玉や
耳の大小、牙の生えたものや、傍にチビ・
シーサーのいるものなど様々なシーサー
が姿を現し始めます。
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　そもそもシーサーは、赤瓦屋根を葺く
際に余った漆喰を、大工が獅子の形にし
て屋敷の守り神として屋根瓦の上に据え
付けたものを縁としており、昔の家並み
には、漆喰の量、作った大工によって様々
な大きさ・形・表情をしたシーサーがお
り、各々の屋敷を守っていました。
　子どもたちが作るシーサーの顔もまた、
大きさ・形・表情は様々で、時に学生ら
と談笑しながら、一つひとつのシーサー
に魂が入っていく様子を感じました。
　作り終えたシーサーは、３、４日乾燥
させた後に、幸地先生によって窯入れさ
れ、焼きあがったものが子どもたちに届
けられます。

　午前中に、シーサーづくりを終え、昼

食時間には、子どもたちと学生らで一緒
にお弁当の時間です。普段は講義と講義
の合間に、自分の時間として昼食・休憩
時間として確保されますが、子どもたち
の見守り事業では、昼食を摂りながらも、
子どもたちの様子から目を離すことはで
きず、しかも、食事を終えた途端、「お
兄ちゃん遊ぼう、遊ぼう」と引っ張られ
ていて、子育てには休む間もないことを
実感しているようでした。

模擬・団会議への参加4

　そうした合間を縫い、昼食後に１時間
強の時間を「模擬・団会議」として設定
して頂きました。これは、通常は子ども
たちの帰宅後に行われている団会議を、
学生にも体験してもらいたいと希望した
ものです。昨年度までの講義では、職場
体験として事業内容の理解まではできた
ものの、講義時間の制約が大きく団会議
への参加ができなかったことから、本年
度はこれを反省し講義時間中に時間をと
り、模擬的な団会議を行うことで、皆で
働き、皆で意見出しして、皆で経営・運
営するという協同労働の意義を体験し考
えてもらう機会としました。

　模擬・団会議は、かなさスタッフの、
津波古彩乃先生、山川先生から、子ども
たちと午前中過ごした中で感じたことを
中心に学生へ問いかけ、時間の関係上、
財政面以外にポイントを絞り、①放課後

幸地先生（左）と、粘土をこねる学生・子どもたち

様々な表情のシーサー
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児童サービス事業とは、②運営上で、気
づいた点、③工夫できると思った点、の
３点を中心に学生が何を体験し何を感じ
たかを意見出しすることから始めました。
　学生は自分とチーム組みした子の印象
から始め、午後への工夫などとして次の
ような意見を述べていました。

・ 中島さん（４年次）：担当した子たちは、
講師の説明とは違うこともしていた
が、自分なりにやりたいアイディアを
持ってやっている子だった。

　津波古・山川先生からの意見
　（ⅰ） 学校教育の中では一定の枠組みが

あるので、独自性は、時に、この
子たちをルール外とする場合もあ
る。

　 （ⅱ） 自分なりの発想を持っているが、
完全に「自由」にはできない場合
もある。学校の担任の先生は当事
者なので、皆バラバラでも良いと
はならないので、こちらから呼び
かけて「担当者会議」を開いてい
る。参加をお願いするのは学校の
担任の先生、相談者（専門家）、地
域で関わっている人等を交え話し
合う。結果を子どもに返して反応
を見る。

　 中島さん：午後への工夫として、子ど
もたちがやりたいことだけではなく、や
らないといけないことにも誘導したい。

・ 古堅さん（４年次）：１人を見守るのが

やっとで、30人も見ることはできな
いと思った。

　津波古・山川先生からの意見
　（ⅰ） 多動性障がいのある生徒たちがク

ラスに何人かいる場合もあり、だ
れがどこに何人いるのかさえ把握
するのは難しい。

　 古堅さん：午後への工夫として、注意
するべきことがあれば、ちゃんと本気
で言えば伝わると思うので、分かって
もらえるように実践してみたい。

・ 津波古さん（３年次）：３人見ていたが、
シーサーではなくドラえもんやアンパ
ンマンを作っている子もいたが、それ
を見守っていた方がよいのか、シーサー
作りに誘導した方がよいのか迷った。

　津波古・山川先生からの意見
　（ⅰ） 個々の関心があるもの、例えばト

ラックやユンボに関心がある子
は、それを見た途端向かって走っ
てく場合も多いので、事前に一人
ひとりの興味関心を聞いて、事故
等を避けるようにしている。

　 津波古さん：午後への工夫として、何
に興味があるのか聞いたり、注意して
観察してみる。

・ 比嘉さん（３年次）：見ていた子が先生
からの説明に集中せず辺りを見回して
いるとき、どのように対応すればよい
か迷った。

　津波古・山川先生からの意見
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　（ⅰ） 集中しない子を一旦外に出したり
して、クールダウンする時間・場
所を確保してあげるのも大事。

　（ⅱ） 「さん付け」励行している事業所
もあるが、「先生」と呼ばせるこ
とで、自分の立ち位置の確認をし
てあげることもときに必要。

　 比嘉さん：午後への工夫として、目線
を落としてどのようにしたら伝わるか
実践してみる。

・ 田地行さん（３年次）：積極的な子が多
かった。下に７人弟妹がいるので子ど
もと接するのは慣れていたが、午後へ
の工夫として、弟妹に接するようにで
はなく、先生の立場で接してみたい。

・ 平良さん（３年次）：最初はこちらの話
を聞かずにやり出していることもあっ
たが、シーサー作りには積極的に取り
組んでいた。

・ 屋良さん（４年次）：シーサーの作り方
を教えていたが長く感じたので、一緒
に取り組みながら説明を加える方が効
果的かなと感じた。

・ 石原さん（４年次）：片付けを小学校１
年生が率先してやっていて偉かった。

　津波古・山川先生から「模擬・団会議」
のまとめとして次のようなコメントをも
らいました。
　現場における団会議とは、「一人ひと
りの気付き」が「全体の気付き」につな
がっており、午前中の学生皆さんの気付

きを、午後の活動につなげてほしい。そ
の中で、午後に工夫できる点として、①
学生の皆さんからの積極的な声掛けがで
きているのでよかった。初めて会う人へ
の子どもの緊張感は高いので、声掛けは
子どもには助けになる。②保護者から子
どもを預かり子どもの安全確保は大切だ
が、自分の安全確保も重要。子どもたち
は他者のケガや出血を見ると、より大き
くショックを受けるので、自分の安全確
保にも十分注意してほしい。③現代は、
叱る場合にも理由を説明することを重要
視する傾向があるが、時には、あれこれ
言うのではなく端的に叱るのも大事なの
で、子どもにどのようにしたら伝わるか
を必要に応じて判断してほしい。

　団会議は、協同労働を支える要として、
その議論の重要性がどのようなものかを
体験しもらいたいと考えましたが、単に
子どもと過ごす、子どもを預かるのでは
なく、どのように子どもたちに育っても
らいたいか、そのためにはどのような環
境づくり・環境整備が必要かを、僅かな
がらの時間からも各学生が感じていた様
子でした。兄弟姉妹がいて慣れている学
生であっても、今回の議論の中で気付き
を得ていたことの収穫が大きく、団会議
の重要性をあらためて感じました。

午後のサッカー教室　－午前の反
省・工夫を通じた学生の成長－5

　団会議後、午後は、皆で教室から外に
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続くグラウンドでサッカー教室です。男
女の別なく、またグランド遊びの得手不
得手な子も全員で、グランドに出て汗だ
くになりながらゴールを追いかけます。
午前に出た意見のように、ボールや虫な
ど、興味をひく何かを見つけては、それ
を追いかけていく子たちにも目を配り、
声掛けする学生の姿が午前中との違いに
出ていました。

実習二日目、作業体験、施設
見学6

　二日目は、台風16号の影響を受け大
雨の中となりましたが、名護サポステの
仲兼久周子所長から、名護事業所の事業
概要の説明を受け、その足で、同サポス
テが協力を得ているJA羽地での羽地米

の箱詰め作業の体験をしました。「羽地
米」は地域ブランド化され、扱いの注意
と栽培時にも米虫を寄生させないよう極
小ピンポイントの農薬のみを使用し、ブ
ランド価値を維持するのに注意を払って
いる製品だということが分かりました。
事業所では、羽地の地で休耕田を再耕し、
私たちが訪問した前の週に刈り取り収
穫、そして田植えを終えていました。次
期収穫にはゼミでの訪問を計画していま
す。
　二か所目には、新しく建設された名護
市新消防本部併設の北部連携防災訓練施
設の見学をしました。沖縄では、大きな
地震等の自然災害はないという「迷信」
のようなものが根強くありますが、施設
見学の被災イメージの動画からは、決し

午後のサッカー教室 午後のサッカー教室

子どもたちからお礼のダンス 皆で
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て沖縄も例外ではないことが解説されま
した。
　名護事業所はそうした地域の理解とい
うネットワークの中で、サポステ事業、保
育事業を行っている様子が分かりました。
　昼食は、名護事業所「子育て広場 ぴっ
ぴ」にて、子どもたちに囲まれながら昼
食を頂きました。前回も訪れたこの保育

施設では、小さな子が学生を待っていま
したが、実習二日目からは学生も子ども
たちの見守りにも慣れた様子でしたが、
その一方で、見守る側の先生方の大変さ
も理解していることが、講義後の感想か
ら分かりました。

むすびにかえて　－ワーカーズ・コー
プ論４年目の振り返りと今後の展望－7

　今回、４年目して初めて、模擬的では
あるものの団会議に学生が参加すること
ができました。これまで大学への帰着時
間との関係で、実際に現場体験をするこ
とができた一方で、子どもたちの帰宅後
に開いている職員間の話し合いの場「団
会議」に参加することができないでいま
した。一時は、連続した実習期日での合
宿を含むことも考えましたが、今回、模
擬方式をとることで、午前の活動で気付
いた点を午後に実践することができまし
た。本年度も、各事業所のご理解とご協
力を頂きながら、事業所でどのように気
付きの場を作っているのかという理解を
進めることができたことに、心より感謝
申し上げます。
　学生にとって、経済環境が良くなるこ
とは雇用先も多くなり、大変よいことだ
と思う反面、適当にしていても人材不足
だから「どこかしら就職先はある」とい
う意識が、学生の合同企業説明会の参加
者減少などに表れてきていると感じてい
ました。しかしながら、どのような時代
であっても、重要なことは地域を見つめ

JA羽地での「羽地米」箱詰め体験

名護市防災研修センターでのレクチャー

「ぴっぴ」で昼食後に
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ることのできる人材が、その地域におけ
る課題を事業の中に組み込むことのでき
るよう育て、その人材が地域に定着でき
る環境づくりをいかに継続できるか考え
ることではないでしょうか。本学は建学
の理念を「地域共創・未来共創」として
大学と地域が共にあることを掲げていま
す。その中で、人と地域と事業とをつな
ぐことができる人材を育てる仕組みの実
践講座として、今後も「ワーカーズ・コー
プ論」の中で、働き方の一つとして提案
していきたいと考えています。
　いよいよワーカーズ・コープの法人格

に向け法制化が進んでいると伺う中で、
その仕組みと趣旨との両方を理解した学
生・若者が、様々な業種で社会的企業の
ベンチャーとして仕事を起こし、先輩方
を追い越さずとも負けないようなワー
カーズ業界のリーダーになってもらいた
いと密かに願っています。
　今後ともワーカーズ・コープ各位から
のご協力の下に講座開講にあたりたいと
考えています。重ねて感謝申し上げます、
ありがとうございました。

以上
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はじめに1

　沖縄国際大学キャリア教育科目群（共通科
目、以下本科目群）は2014年度の開設以来、
本年で５年目を迎えた。この間、様々な教職
員の協力を得ながら展開中の科目について、

「改善」を進めているところである。本科目
群の開設以来、科目群責任者として通常の専
門科目（経済学科の専門科目である経営学Ⅰ、
同Ⅱ、欧米経済論Ⅰ、同Ⅱ）ともども、初年
次学生への積極的な対応を行っているところ
である。
　本科目群は、当初、キャリア入門、ジョブ
インタビュー入門、文章表現入門、キャリア・
デザインAおよびキャリア・デザインBの５
科目で開始されてきたのだが、2017年度より
正規科目としてワーカーズコープ論およびグ
ローバル・キャリアを導入し（実施は、2016年
度から）、さらに2018年度には文章表現入門を

「自己表現入門」そして、キャリア・デザイン
Aおよびキャリア・デザインBを「キャリア・
デザイン」に統一するなど、学生の実状に合
わせて科目名の変更も行われてきた。また、
各科目の担当教員も本学の学生気質や就職動
向まで理解していることを前提に専任教員を
中心に運営がなされている一方、その目的を
補完するためにキャリア教育に明るい担当者
を非常勤講師として採用している。また、各
科目の有機的連携や講義運営上の課題を共有
し解決策を探るために、定期的に一堂に会し
て改善活動を展開しているところである。
　本講では、本科目群の開設５年目、そして
ワーカーズコープ論の実施３年目という時期

「ワーカーズコープ論」寄附講座運動②　－学生と社会をつなぐ戦略を焦点に－特 集
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を踏まえ、当該科目を構成している本科
目群全体の動向を踏まえて解説を試みる
ことにする。予めご留意いただきたいこ
とは、本科目群やワーカーズコープ論に
対する「成果」が求められやすいところ
であるが、しかしその成果を図るための
尺度になるものが多様であることから

（たとえば、履修者の増加、就職率や進
路決定率の向上、退学率・除籍率の減少
などの様々な指標）、ここで特定の「成果」
を掲げたとしても、それがいかほどの説
得力を有するだろうか、という疑問が出
てくる。そのような疑問の一方で、長期
的には様々な対策（大学生活において
様々な選択肢を提示すること）によって
履修生を含めた本学学生にとってワー
カーズコープ論が何らかのプラスになっ
ていることに期待を寄せている。
　特に本稿では、各大学で実施されてき
た／実施されているワーカーズコープ論

（科目名称は大学によって異なる）の広が
りを受けて、大学間における連帯の必要
性についても若干の見解を示すことにし
たい。

本科目群と沖縄の雇用環境2

　沖縄国際大学は90%を超える学生が
沖縄県内出身者（離島を含む）で占められ

ており、例年の卒業者1,200名のうち
80%程度が県内事業所へ、そして残る
20%程度が県外事業所へと、それぞれ就
職を希望し、その一方では、大学院への
進学希望や公務員希望者も10%程度存
在している＊1。1,200名の進路を全て把
握できているわけではないが、リーマン・
ショック後には500人あまりの進路未定
者がいたものの、2017年度では100名ほ
どまで減少していることから、景気動向
に伴う雇用環境の改善も影響していると
思われる＊2。沖縄の置かれている環境は

「1972年の復帰後、本土が景気拡大期に
入り雇用環境が改善しても、米軍占領期
間が長く産業が蓄積していなかった沖縄
は取り残され、求人倍率は0.5倍がせい
ぜいだった。最近の底はリーマン・ショッ
ク直後の不況（2009年度平均は0.28倍）。
その後、全国ワーストは脱していないが
右肩上がりが続く。完全失業率も2000
年代初めは全国平均の倍近い８％台だっ
たが、16年は4.4％まで下がった」＊3 と
あり、全国平均とは未だに格差が存在し
ている物の、徐々に改善されていると捉
えることができる。
　ただし、沖縄は、最低賃金（2018年８
月現在、737円）が全国で最も低い地域
の１つであり、全国加重平均額848円よ
りも100円以上低い＊4。ただし、2018年

＊１  沖縄国際大学キャリア支援課提供資料。
＊２  同上提供資料。
＊３  「地方経済面　沖縄」『日本経済新聞』2017年12月９日。
＊４  厚生労働省「平成29年度地域別最低賃金改定状況」
  （https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/minimumichiran/:2018年

８月３日）。
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10月から見直される最低賃金では、最
も低い地域ではなくなる予定である＊5。
また2018年５月時点での現金給与総額
も「決まって支給する給与」でなおかつ

「５人以上の事業所」においては沖縄で
は213,082円であるが、全国平均では
263,179円である＊6。低賃金に加えて失
業率も高いことは、図１からも明らかで
ある。この図を見てもわかるとおり、沖
縄の失業率が常に高いことがうかがえ
る。沖縄は、低賃金の上に失業率が高く、
さらには非正規雇用が高いことがうかが
える。加えて2015年の段階ではあるが、
県庁所在都市の中で那覇市の食料物価指
数が全国一になっており、四重苦である
といっても過言ではない＊7。このような

ことから「県内事業所の平均給与は全国
の８割の水準で、全国一最低賃金額が低
く、最も高い東京都との差が拡大してい
る。県内では物価と賃金が乖離（かいり）
し、労働者の生活を圧迫している可能性
がある」＊8 のである。
　沖縄国際大学に奉職して20年目にあ
たる今日、このような「厳しい雇用環境」
を講義・演習で取り上げることは、教育
業界に籍を置く１人として比較的容易な
ことである。しかし問題は、「受講生に
厳しさだけを植え付けてよいのだろう
か。厳しさの先に見える光はないものか」
ということである。そのような思考回路
が働き出した結果、次節以降に見るキャ
リア教育の導入となったのである。

＊５  『沖縄タイムス』2018年８月８日（電子版）。
＊６  沖縄県『毎月勤労統計調査』および厚生労働省『毎月勤労統計調査』。
＊７  『沖縄タイムス』2017年４月12日。
＊８  同上。

出典：総務省統計局『労働力調査』、沖縄県企画部統計課『労働力調査』。

図１　沖縄県と全国の失業率の推移
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本科目群の目指すもの3

　様々な講義を踏まえて本科目群が目指
すものは何か。それは、学生への講義だ
けではなく、学部学科を超えた教員間の
相互理解を深めることにある。キャリア
教育をFD（Faculty Development：大学
教員の教育能力を高めるための実践的方
法）と位置づけ、本学で学ぶ意義そして
本学の立ち位置などを学生に教授する前
に教員サイドの理解が必要であると考え
たのである。本科目群の導入部分の講義
である「キャリア入門」では、大学の歴
史（1972年の本土復帰前後を中心とした
設立経緯）、アンケートに基づいた外部
評価（本学OBやOGの活動状況）などを
講義する回がある。まず教員がそうした
本学の基本情報や社会から要請されてい
るミッションなどを知ることによって、
本科目群だけではなく、協力を仰いでい
る教員の講義・演習にも反映させていた
だきたいと考えている。
　本科目群を構成する教員は、筆者の所
属する経済学科教員が最多である。理由
としては同じ学科であるために協力が得
られやすいことだけではなく、キャリア
を人生設計や進路選択と解釈するなら
ば、「就職」というステージもその１つ
にあるため、親和性も具備されているか
らである。と同時に学歴別生涯所得や企
業構造分析などを学ぶことで、経済学と

もリンクしてくるため、経済学からのア
プローチも必要となってくるのである。
他には法律学、情報工学、心理学、歴史
学など様々な専門分野を活かして各回の
講義を担当して頂いている＊9。各専門科
目の一部をキャリア入門に活かすため
に、本学の歴史、ブラック企業、社会人
基礎力そして海外留学など様々なトピッ
クを網羅することになったのである。特
にブラック企業とは、労働法の観点から
の講義であり、学生が日常経験している
と思われるアルバイトでの経験と照らし
合わせながら身近に潜んでいる法律問題
を考えさせる機会を提供しているのであ
る。
　上記のように、本科目群の「キャリア」
とは多様な進路選択がある中で、学生生
活をどのように送るべきかを考えさせる
ことに目的がある。こうした取り組みが
今後続けられるとすれば、いずれは社会
環境も変化していくだろうから、キャリ
ア教育そのものの見直しを加えながら講
義展開を図らなければならないであろ
う。

ワーカーズコープ論に見る
「ワーカーズ・ファースト」4

　上記の通り、一見したところ沖縄県の
賃金水準の低さを理解するには、１）労
働組合の結成率、２）賃金支払者側の労
働への理解、３）最低賃金の引き上げな

＊９  基本的にはキャリア入門はオムニバス講義と位置づけていることから、本学の専任教員はいわば時間担当講
師である。
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どが指摘されるところである＊10。確か
に、本土ブランドの店舗が市中で散見さ
れるのだが、実態はフランチャイズ・
チェーンの場合も少なからず存在し、ま
た100円ショップ、回転寿司、ファース
トフード店など、消費生活を送る上では
利便性に長けたカスタマー・ファースト
の店舗が散見される。確かに、これらの
店舗は消費生活を送る上では利便性が高
く、顧客の期待に沿った商品が提供され
続けるであろう。その一方、カスタマー・
ファーストによってワーカーズ・ファー
ストが犠牲になることは必然である。す
なわち、低価格の商品を提供するために
は、様々なコストが削られることになる
ことから、自ずと人件費もその対象とな
らざるを得ないのである。ということは、
１）非熟練労働（作業のマニュアル化）を
中心とした低付加価値労働の多用、２）
大学生を中心とする若年労働者の多用な
どが想定されることになり、同時に労働
基準法を初めとする法令に比較的疎い世
代が含まれるという意味を有することに
なる。かつての年少労働が各国の児童福
祉に関する規制によって制限されるよう
になって以来、比較的「安価な」労働力
として大学生に企業の目が向けられるの
である。
　このようなカスタマー・ファーストに
よる労働者のしわ寄せが出ていることは

明らかであろう。学生達も低価格商品や
ファーストフードを購入できるという利
便性が享受される一方、働く立場からす
ると低賃金労働を余儀なくされることに
なる。低賃金だけならまだしも、正規雇
用すら必要とされない労働環境が徐々に
幅をきかせるようになっている。つまり、
正規雇用による安定した環境下での企業
への貢献が必要とされにくくなり、労働
の品質がマニュアル化の中で属人性を帯
びなくなったのである。こうした影響は
確かに低価格製品の販売を実現させるこ
とになるのだが、その一方で学生達の就
職活動への影響を及ぼすことになる。

本科目群とワーカーズコープ
論5

　本稿の目的は、沖縄の実態に照らし合
わせて展開してきた科目群全体のバリ
エーションを拡充させるという文脈に基
づいて、ワーカーズコープ論を導入して
きた。バリエーションの拡充とは何か。
それは、国際労働機関（ILO）の提唱してき
たディーセント・ワーク（Decent Work）
にも通底する働き方である。ディーセント・
ワークとは「権利が保護され、十分な収
入を生み出し、適切な社会的保護が与え
られる生産的な仕事」＊11 を意味する。す
なわち、資本・賃労働システムに規定さ
れる雇用労働では、支配・従属関係を固

＊10  たとえば、『沖縄タイムス』2017年６月７日（電子版）では、「県の算出した推定組織率は2015年に沖縄では9.9%
と初めて１割を切った。16年はさらに下がり、9.8%で過去最低を更新。全国の17.3%とも大きく開いた。労
組関係者は要因に、非正規労働者の多さと企業規模の小ささを挙げる」と述べられている。

＊11  伍賀一道「規制緩和という強まる”使い捨て”労働の流れ」『エコノミスト』2006年7月25日号、30ページ。
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定化させてしまい、低賃金・長時間労働
が常態化してしまう。たとえば非正規と
呼ばれる労働とは「非正規雇用を中立的
に労働契約の要素によって定義するとす
れば、正規雇用にはない『短時間』『有期
の定め』『「間接雇用』という契約要素の
一つ、または、複数の組み合わせによっ
て成り立っている雇用」＊12 と定義される。
しかしこれが善意として、たとえばワーク・
ライフ・バランス（Work Life Balance）の
関連として、いわばオランダ・モデル（ワッ
セナー合意）の延長として機能するような
仕組みにはなっていないのである。ここ
でオランダ・モデルとは「①同一価値労
働であれば、パートタイムも正社員も時
間あたりの賃金は同じとする、②社会保
険、育児・介護休暇なども同じ条件とする、
③フルタイム労働とパートタイム労働の
相互転換は労働者の請求によって自由と
する」という内容を示すのである＊13。端
的にいえば、「労働市場の活性化」「福祉
の見直し」に「賃上げの抑制」＊14 である。
　これが我が国でも紹介されてはいるの
だが、日本的な改編によって問題点がい
くつか生じてきた。オランダ・モデルに
比べると日本的雇用慣行の下では、同一
価値労働・同一賃金制度が存在しない以
上、待遇切り下げによる「低コスト」の

労働力を多用する契機を拡大させること
になったのである。さらに労働法制の柔
軟な動きは、日経連が1995年に提唱した

「新時代の『日本的経営』」＊15 の指針と
リンクするかのごとく、さらに労働者の
立場の脆弱さが露呈するようになった。
さらにはこれまで存在していた正規と非
正規の壁がなおさら厚みを増した結果、

「一度転んだらどん底まですべり落ちて
いってしまう『すべり台社会』の中で、『こ
のままいったら日本はどうなってしまう
のか』という不安が社会全体に充満」＊16

するようになっていたのである。沖縄で
はそれにもまして低賃金に拍車がかかっ
ていることから、政労使それぞれからの
改善が望まれるところである。
　昨今の「働き方改革」によって日本の
雇用慣行が即効性を持って改善するとは
考えにくい環境において、オランダ・モ
デルの根底にある政労使の「対等」な立
場での協議とその伸長が必要であろう。
それぞれが対等な立場であれば過労うつ
や過労死自殺などの問題が露呈すること
はない。やはり対等ではないからこそ、
労働者にしわ寄せが来るわけである。労
働組合の結成や経営者への交渉など、正
規雇用に比べて交渉力に弱さがあるた
め、その解決策としてワーカーズコープ

＊12  中野麻美「非正規雇用（パート・有期・派遣労働）をめぐる課題と展望」『学術の動向』第18巻第５号、2013年、
14ページ。

＊13  たとえば、紺野登『幸せな小国オランダの智慧』PHP研究所(PHP新書)、47ページ。
＊14  『朝日新聞』2000年１月４日。
＊15  日本経営者団体連盟『新しい時代の「日本的経営」』1995年５月
 （http://www.janis.or.jp/users/ohkisima/rekisi/199505nikeirennsinnjidai.html:2018年８月24日）。
＊16  湯浅誠『反貧困』岩波書店（岩波新書）、2008年、vページ。
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という考え方も敷衍させていく必要があ
る。
　さらに、今後の本科目群の展開も含め
たデザインを披瀝してきた。2014年度
の導入以来、仮に１年次でキャリア入門
を受講した学生は、さらに留年をしない
とすれば今年３月に卒業したことにな
る。こうした学生が2018年３月現在で
進路決定率が大学平均よりも上回ってい
たとすれば、本科目群の教育効果が存在
した可能性がある。もちろんその他の影
響も考えられるにせよ、本科目群の効果
が測定されることになる。

今後の展開6

　周知の通り、本学は約5,700人の学生が
在籍している。本講座は履修者の上限を
100名としているが、今後の展開としては、
座学と実学の双方からワーカーズコープ
論を展開できないかということを指摘し
ておきたい。すなわち、学生は他の講義・
演習を含めて「座学」が慣習化されている。
本学でも平和学習に関連する科目では学
外での課外活動も実施されていること、
そして企業視察なども実施されているこ
とを踏まえると、ワーカーズコープ論が
開講されている期間に県内事業所への視
察も可能ではないかと考えられる。
　今後は、本学のインターンシップ制度
への組み込みも検討できるのではないか
と思われる。ただし、インターンシップ
制度は本科目群とは所管部署がそもそも

異なり、科目群として関与する余地に乏
しいことも指摘しておかなければならな
い。制度の拡充は時としていくつかの課
題を掲げるその典型例が制度の壁である。
教育とは長期的な効果を期待する取り組
みであるため、今後の展開も併せて長期
的な視点を導入せざるを得ない。
　とはいえ本論を掲載していただいてい
る『協同の發見』誌は、大学関係者だけ
ではなく、様々な事業所で奮闘されてい
る方々も読者対象としている。様々な事
業所の方々に大学から何が指摘できるか
といえば、より大学との連携を深めると
いうことであろうか。これまで述べてき
たインターンシップだけではなく、学生
による交流を拡大する余地はあるように
思われる。大学でも地域連携の必要性が
唱えられ、国公私立を問わず、また公私
の機関を問わずして相互に有機的な連携
が拡大してきている。こうした動きをさ
らに拡大させることにより、大学と事業
所それぞれの強みを活かしつつ、他方で
は弱みを改善できるのである。特に弱み
と思われる部分では、大学の場合は少子
高齢化に伴う競争激化や社会連携の必要
性がある一方、事業所の場合は１）予算獲
得のためのノウハウ、２）自主財源の構築
に向けた組織の持続可能性の探究、３）賛
同者を募っての協同労働の拡大などであ
ろうか。こうした関係を深めていくため
には、今回の寄附講座の展開を第一段階
と位置づけて、その次のステップをも検
討していく必要がある。ここで次のステッ
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プとは、寄附講座で知り得た知識を活か
すため、「一歩前に踏み出す」＊17 力が蓄
積されるように大学側としても支援して
いくことであろう。

まとめ7

　キャリア教育５年目とワーカーズコー
プ論３年目という時期において、ワーカー
ズコープ論を含めた本科目群は、その履
修者数を増加させてきた。これは本学学
生への認知度が高まってきただけではな
く、進路に不安を覚える学生たちが「ア
クション」を起こしていることの証左で
あるとも捉えられる。こうした学生の履
修者数の増加を一つの成果と位置づける
とともに本科目群を構成する他の科目や
関連事業とも連携を深めて、今後ともワー
カーズコープ論の拡充を図っていくこと
にしたい。これまで述べたとおり、大学
でワーカーズコープ論を講義することは
必要であると考える。しかし、大学との
連携においてはこれで十分とは言えず、
その次の段階として大学と事業所との連
携まで視野を広げる必要がある。大学に
とっても、１）多様な学びの機会提供に寄
与すること、２）多様な進路選択、そして
３）雇用労働を雇用労働の外部から捉える
こと、などが指摘できる。さらに事業所
にとっても、１）事業全般について若者の

アイデアを取り入れる機会が増えること、
２）必要に応じてボランティア活動やイン
ターンシップの導入で事業所の理解が深
められること、３）地域の課題や取り組み
が普及できること、などが掲げられる。
　冒頭で述べたとおり、大学とは長期的
な教育効果を意図した組織である。即効
性を有するとは限らないことから、その
効果を測定するにも困難を極める。しか
し、効果がないからといって今回のよう
なワーカーズコープ論を突破口とした社
会連携や地域連携から撤退するわけにも
いけない。では、どうすべきか。ワーカー
ズコープ論を支えていただいている関係
者が連帯されていることを踏まえ、大学
内部における、そして大学間における「連
帯」も今後はより一層必要になってくる
であろう。たとえば「『ワーカーズコープ
論』実施大学連絡協議会」（仮称：大学に
よって科目名が異なるため、名称は協議
が必要である）などとして議論を深めるこ
とができればと考えている。各大学が抱
える課題は異なるだろうから、ワーカー
ズコープ論に伴う「成果や期待される効
果」も自ずと異なる。その異なりを共有
することも大学側の連帯となるであろう。
　そもそも沖縄国際大学で実施する意義
は、在籍学生の90%以上が沖縄で生まれ、
沖縄で育ち、沖縄で学んでいることから、
沖縄を学ぶ必要性は、県内出身者の比率

＊17  ここでいう「前に踏み出す力」（アクション）とは「主体性」、「働きかけ力」そして「実行力」から構成される
社会人基礎力の一部である

 （http://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/kisoryoku_image.pdf:2018年8月24日）。
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が低いいくつかの他大学よりも強みを増
すのである。また都市部で展開されてい
る大学と本学の抱える課題も異なる。ワー

カーズコープ論を通して多様な課題を多
様に解釈することにより、連帯を深めて
いくことが良いのではないだろうか。
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労働観が変容していった理由1

　ワーカーズコープ論において、学生の「働
く目的」の価値観が変容した要因には
・ 自らの問題や課題として学生の生活実感、

体験を話し合い、自分が生きるなかで大切
にしている価値観を出し合ったこと。

・ 各講義で「問い」を持つこと、その問いに
対して、用意された答えがないことを伝え、
自由に発想できる環境をつくったこと。

・ 講師者とともに、受講生１人ひとりのライ
フヒストリーを語ること、聞くこと。リレー
トークや質疑応答を通じて、共通したテー
マで、１人ひとり違う価値観を持ち、多様
性があることをみんなで考えたこと。

・ 地域、社会の現実にある課題と結びつけな
がら、多くの人間が関わり解決することを
知るなかで、社会や他人に対して興味・関
心を持ったこと。

・ 教えられるアウトプットではなく、自らが
学ぶ環境をつくるインプットの環境をつく
り、ディスカッション、グループワーク、
発表で学生同士の価値観をぶつけ合う場を

「ワーカーズコープ論」寄附講座運動②　－学生と社会をつなぐ戦略を焦点に－特 集

相良�孝雄
（協同総合研究所　事務局長）
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つくったこと。
　労働観が変容していった要因として、
学生が本講義の学びの当事者・主体者に
なりきれるかどうかが必要である。それ
が、沖縄国際大学のワーカーズコープ論
でどのように展開したのかを報告として
まとめた。

３年目の寄附講座を迎えて2

　2016年度から始まった沖縄国際大学
でのワーカーズコープ論を、毎年事務局
の立場で関わるなかで多様な学びが生ま
れていると感じている。特に今年は、学
生の「働くことの目的」「地域づくり」
に焦点を当てながら、講義者は沖縄で活
躍している方々に多く話していただき、
現実に起きている課題を共有することを
大切にした。
　本報告を通じて、学びの変容、特に労
働観の変容がどのように行ったのか。そ
こで学びの当事者である学生の感想とそ
れぞれの講演者が何を話したのかを掲載
し、ワーカーズコープ論を全国の大学で
開催する際の一つのモデルとして掲載し
た。

講座目的とカリキュラム3

　毎年、沖縄国際大学の村上了太先生と
講座の打合せをするときに、カリキュラ
ムの内容以上に沖縄国際大学の学生の状
況を話しながらつくっている。その際に

出てくるのは、沖縄国際大学の就職に関
する話である。オリエンテーションでも
村上先生が話されていたが、例年1480
名ほどが入学しているなかで、2017年
度の卒業生は1272名（200名弱はその年
に卒業していない）であり、そのうち就
職内定者が905名（県内内定者709名）、
大学院進学者54名、進路未定者が289名、
不詳者は24名であるとのことであった。
進路未定者や不詳者が卒業生の約４分の
１にのぼることから、就職をあきらめる、
展望が持てない、業界・就労条件だけで
就職先を決めるのではなく、学生にとっ
て、働くことの目的・意味を自らの生き
方と照らしあわせて考えることの必要性
を感じたことも、講座を開講する大きな
目的の１つにしている。また村上先生が、
キャリア形成科目群の責任者として、他
の科目との相違点としてワーカーズコー
プ論が、協同労働によって地域での就労
の機会をつくっていることを学生に呼び
かけていることも、カリキュラムを作成
する上で重要な視点になっている。
　その意味で、地域の現状を見ながら、
学生自らの生き方とシンクロさせて労働
観を考える講座を企画した。

　今年のカリキュラムで力点を起いたの
は、「ワーカーズコープへの質問・疑問」

「働くことの目的」を第２講座（藤田）・
第４講座（相良）に持ってきて、講義序盤
に学生の問題意識を出し合うことにした
ことである。
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２、 講師者のライフヒストリーを多く話
していただき、どのような想いで今、
働いているのかを共有する。

３、 グループディスカッション・パネル
ディスカッションを多く行い、イン
プットだけではなく、アウトプット
の場面を多くすること。

　以下各講義の報告内容と学生の感想を
見ながら、どのような学びの仕掛けや問
いを出したのかを紹介する。

　また講義のはじめに７つの問いを出し
て、講座中に考えて欲しいことをあらか
じめ提示した。

　そして講義内容、講演者に、３点を大
切にしてお話いただくようにお願いした。
１、 ワーカーズコープだけではなく、今

まで社会連帯でつながった沖縄の
方々に登壇いただき、地域課題から
仕事をおこす内容を話し、身近に課
題があることを感じる場をつくる。

回 日 時間 担当者 テーマ

１
８/20
（月）

10：40 ～ 12：10 村上 了太 オリエンテーション
２ 13：00 ～ 14：30 藤田 徹 ワーカーズコープとは①（歴史と理念）
３ 14：40 ～ 16：10 藤田 徹 ワーカーズコープとは②（実践）

４

８/21
（火）

10：40 ～ 12：10 相良 孝雄 若者の労働観と仕事おこしのワークショップ
（地域課題から考える仕事おこし）

５ 13：00 ～ 14：30 リレートーク①
（地域の居場所）

那覇市地域包括支援センター松川　中村 丘学　
森の子児童センター　大城 喜江子氏

６ 14：40 ～ 16：10 グループ討議 リレートークの内容を聴いて感想・交流
コーディネーター　相良 孝雄

７

８/22
（水）

10：40 ～ 12：10 子どもたち
津波古 彩乃 那覇のワーカーズコープの取り組み

８ 13：00 ～ 14：30 平良 亮太 沖縄の文化・財産から、若者が仕事をおこすこと
（がちゆん報告）

９ 14：40 ～ 16：10 リレートーク②
（地域の居場所）

そいそいはうす赤嶺 和伸、東村学習支援（安里 大、
名桜大学 2 年生　渡橋 拳斗）
コーディネーター　相良 孝雄

10

８/23
（木）

10：40 ～ 12：10 仲兼久 周子
高山 玲子 名護のワーカーズコープの取り組み

11 13：00 ～ 14：30 城間 愛子
×高橋 弘幸

社会連帯でつなぐ、未来の沖縄づくりのために①
（報告）沖縄医療生協×ワーカーズコープ

12 14：40 ～ 16：10 城間 愛子
×高橋 弘幸

社会連帯でつなぐ、未来の沖縄づくりのために②
（討論）（コーディネーター相良 孝雄）

13
８/24
（金）

10：40 ～ 12：10 相良 孝雄 地域づくりのアクションプラン①（準備）
14 13：00 ～ 14：30 相良 孝雄 地域づくりのアクションプラン②（発表）
15 14：40 ～ 16：10 相良 孝雄 本講義のまとめ

2018年度　沖縄国際大学　ワーカーズコープ論　カリキュラム
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各講座の内容と学生の学び4

（１）オリエンテーション（村上了太）

▼議論ポイント▼

①ブラック企業とは

②アルバイトで「おや？」と感じたとき

③友達の話から「おや？」と感じたとき

④どのような対策を取ったか

報告

　村上先生から、「ワーカーズファース
トの国へ」をテーマに報告。沖縄国際大
学の就職率等の現状を出すなかで、求職
側と求人側による雇用のミスマッチが起
きている。雇用労働の場合は、支配関係

が生まれるなかで、低価格で商品を供給
するのに「人件費」に手をつけざるを得
ない状況が生まれる。そもそも企業の目
的は「儲けること」にあるが、問題は儲
け方にあり、剰余をどのように使用する
のかを考える必要がある。その上で参考
になるのは、社会的企業であり、具体的
には協同組合の父と言われるロバート=
オーウェンのニューラナークの実践と、
沖縄にある共同売店の事例を報告した。

感想

・ ブラック企業が存在するのは、雇われ
る側と雇う側の力関係が等しくないこ
とや、雇われる側が軽視されているこ
と、企業の経営方針など様々な要因が
あることを理解した。（産業情報１）

・ 沖縄に共同売店があることを初めて
知った。行ってみたい。（産業情報１）

・ 就職活動をスタートする時期なので、
本校の就職率を明確な数字で見れて良
かったです。卒業生約1300人のうち、
進路未定者が約300人。未定者数がと
ても多いと感じました。（総合文化３）

・ 自分はなりたい夢を持っているが、本
当にそれでいいのか不安になり、働く
こと、そのものを少しでも知りたくて
ワーカーズコープ論を受講した。普段
100円ショップが好きで、よく行って
いるが、買い物をする側が嬉しくても、
働いている側の負担や給料面を考えた
ことはなかった。（総合文化２）

・ 安く商品を提供しているお店の従業員
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には、その分のしわ寄せがきているこ
と、消費者から見れば安くて嬉しいが、
従業員は大変な想いをしていることを
改めて考えさせられました。ロバート
=オーウェンが行なった、会社のなか
にあらゆる施設を取り入れ、従業員の
ために行動を起こしたことが、とても
素晴らしく、オーウェンが目指す社会
を今の時代でも取り入れていくべきだ
と感じました。（産業情報３）

（２）ワーカーズコープ概論（藤田徹）

▼議論ポイント▼

・ ワーカーズコープの話を聞いて疑問に
思ったこととは

・ 職場で求められる力は能力か意志か

報告

　藤田報告は「ワーカーズコープの理念
と法制化時代の展望－沖縄における協同
労働による仕事おこし、まちづくりを考
える－」をテーマであった。
　ワーカーズコープとは何かを、「クロー

ズアップ現代」「映画『Workers被災地
に起つ』の予告篇」を観覧。そして協同
労働の本質として「労働者自らに決定権
がある働き方」であることや、７つの原
則を紹介。ワーカーズコープ運動の歴史
として「前史：終戦からセンター事業団
設立へ（1987年）」「第一期：全組合員経
営の時代（1987年～1994年）」「第二期：
共感の経営（1995年～2002年）」「第三期：
公共を担う時代（2003年～2010年）」「第
４期：社会連帯経営と法制化運動（2011
年～2018年）」を報告した。
　そしてなぜ今、協同労働の協同組合の
法制化が求められているかを「労働の劣
化」「コミュニティの弱体化」「格差の広
がり」「貧困の広がり」「少子高齢化」「社
会の持続可能性」の視点から深めた。最
後に、沖縄ではゆいまーる（協同）の文化
を大切にされるなかで、学生ワーカーズ
コープの可能性を展望する内容であっ
た。そして報告に対して疑問を書いてほ
しいことは話し、その疑問に答えていっ
た。

疑問

・ 規模が大きくなると意見をまとめるこ
とが大変ではないか。（法４）

・ 法制化のメリット、デメリット（法４）
・ ワーカーズコープで働くメリット、デ

メリット。どんな人に向いているか（総
合文化３）

・ 全員が出資＝対等になると能力の違い
などで不満は出てこないのか（産業情
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報４）
・ 雇われる者との意識は本当に変えるこ

とができるのか。（産業情報２）
・ リーダーをどのように決めるのか（総

合文化４）
・ ヨーロッパでは、なぜワーカーズコー

プの働き方が広まったのか。（総合文
化４）

・ 一般的な会社よりも、ワーカーズコー
プでの仕事の方が、働いている人たち
同士の距離感が近いように思いました
が、実際どうなのか。（総合文化３）

・ グローバル化に対してどう捉えている
か。（経済３）

・ 自信を取り戻した若者が社会に入った
とき、その先の会社などで通用するの
か。自立できるほどの給料があるのか

（経済４）
・ ワーカーズコープで働いている人が、

生活の変化で今以上に生活を豊かにし
たいと感じた場合、給料を多くもらう
手段はあるのか。組合員の給料をどの
ように決定しているのか。（総合文化
２）

感想

・ 自分の意見を言えることは、進んで何
かに取り組む積極性や自尊心を高めら
れる（法４）

・ 日本人には、自分で考えるよりも命令
されることが当たり前、楽だと考えて
いる人が多いと思うので、教育から自
分の考えを表していけるようにトレー

ニングをしていくべきだと思います。
（法１）

・ 私はワーカーズコープみたいな働き方
を理想としている人の方がかなり多い
と感じる。しかし株式会社のような労
働者が弱い立場に置かれる働き方が社
会の主流になっている。協同労働の働
き方がもっと、一般的になってほしい
と感じた。（産業情報３）

・ 雇われて機械的に仕事をするよりも、
困っている人に対して課題解決する仕
事をする方が、確かに意欲的になれそ
うです。（産業情報１）

・ とても衝撃的でした。いつまでも仕事
をせず学生でいたいと思ってしまう理
由の１つが雇われる側にたつことがあ
るからです。（総合文化２）

・ 私の就職活動を覆す考え方でした。（総
合文化４）

・ 仕事と暮らしを分けている思想は好ま
しくないとの意見でしたが、私はそう
は思いません。少なくとも私は時間に
メリハリをつけて１つに専念できる環
境でもいいと思います。（経済３）

・ 働くことに対して、私自身が不安に
思ったり、どうしようかと考えている
時期だったので、このような労働者で
もあり、経営にも参加する働き方も選
択肢としてありだなと思いました。（総
合文化３）

・ 周りの人と関わり支え合うことで、自
分のやりがいや仕事に関する見方も変
化していくところが協同労働の利点な
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のだと思いました。（法１）
・ 自分の固定概念が壊される場でした
（産業情報４）

・ 働き方の新しい選択肢が増えたことを
嬉しく思う（総合文化２）

・ 実際に学生がワーカーズコープに関
わっていることを知り、興味が出まし
た。（法３）

・ 自分ができて、他の人ができていない
場合は文句が出ないかという質問につ
いて、「できる人が手伝えば早く終わる」
との回答でした。しかし私は早く終わ
ることは、自分が獲得した時間である
ので、手伝うメリットがないと感じて
しまいました。外国では、早く終わる
人ほど、できる人という認識になり、
給料があがるといいます。そのような
考えも必要ではないかと感じました。

（経済２）
・ こういった働き方、地元への貢献の仕

方、誰かの生きる理由になるなら、友
だちにも教えていきたいし、自分も
ワーカーズとして活躍してみたい。や
はり沖縄が好きだし、沖縄のために何
か動きたい。自分が沖縄の何が一番好
きで、仕事にしたいのか、調べ上げて
じっくり考えたい。この講義を受けて
本当に良かった。（総合文化２）

・ 映画「ワーカーズ被災地に起つ」もぜ
ひみたい。（法３）

・ この沖縄国際大学でも仲間を集めて自
分たちでワーカーズコープを実践して
いくことができるのかなと思った。（経

済３）

（３）若者の労働観（相良孝雄）

▼議論ポイント▼

１）�受講動機は（単位の為６人、働くこと

を考えたい６人、地域づくり１人、

他は無回答）

２）�働くことの意味・目的を考える（『働き

方の哲学』（村山昇著）のワークショッ

プより）自らの労働観と向き合う。（学

年で分かれてグループ討議する）

３）�お金があっても仕事をする人（10人/�

26人）、お金があったら仕事をしな

い人（16人/26人）

４）�地域住民は誰のことか、地域と関わ

る機会はあるか。

報告

　相良報告では、本講義での７つの問い
を意識しながら、協同労働の協同組合原
則の「よい仕事」を中心に、「働くこと
の目的」について学生と討論しながら進
めた。
　働くことの目的を考える上で、労働観
の変遷の説明とネガティブ、ポジティブ
両面から労働観を出した。（苦役として
の労働/罰としての労働/生活維持のた
めの生業/人間の疎外化を引き起こす労
働/求道、鍛練としての仕事/ワーキン
グプアから抜け出すことのない労働/自
己実現としての労働）その後、現段階で
の学生自身の労働観についてワーク
ショップを実施した。『働き方の哲学』
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村山昇著P.176のリフレクションシート
を元に）。講義序盤での学生自身がどの
ような労働観があるのか、そしてそれが
本講義でどのように変遷するのかという
問題意識で行なった。また今後の講義で
地域社会とのつながりの話が増えるの
で、「地域と関わること」について、学
生と意見交換し、今の自治体・町内会の
加入率等や状況を説明した。

感想

・ 仕事は大変で苦しいものだと認識して
おり、興味を仕事にできる人は世界で
も限られた一部の人間のみだと感じて
いました。しかし興味から仕事をする
ことは可能であると知って、自分でも
仕事に興味にできるように努力してい
こうと思いました。（法１）

・ 自分自身が働くことに対してどう考え
るか整理することができました。（総
合文化４）

・ アルバイトをし始めたときには、お金
を稼ぐためという気持ちが大きかった
のですが、今ではアルバイト先の友達・
仲間がコミュニティの１つとなってい
ます。出会えた人たちとの関わりをつ
なぐことも働く意味となっています。

（総合文化４）
・ 今まで仕事に対して「皆、働いている

から自分も働く」という曖昧な考えで
したが、いざ何のために働くのか考え
てみると私はこういう考え方なのかと
自分も知らなかった自分の意見に驚か

されました。この考え方が、最終講義
までに変わるのか、それとも変わらな
いのか自分でも楽しみです。（経済２）

・ 私も「働き方の哲学」の本を持ってい
るので、講義で取り上げられていて驚
きました。「働き方改革」は「働かせ
方改革」だとおっしゃっていたのです
が、与えられた言葉をそのまま受け入
れずに捉えられていて新しい発見にな
りました。昨日までは、ワークライフ
バランスについて、別々でも良いと考
えていましたが、やっぱり違うかもし
れないと感じました。私は働くことに
対して我慢や諦めがあったのかもしれ
ないです。仕事に楽しさややりがいを
求めるのは２の次でとりあえず給与が
ちゃんと支払われていて、残業を強制
されなくても週２で休日があったらい
いなと思っていたので、労働観がネガ
ティブだったのかなと思います。グ
ループワークを通じて、出会い、成長、
楽しさを求める人が多く、お金のため
だけの仕事ではないというのがわかり
ました。（経済３年）

・ 働くこととは何かについて考えるいい
機会になった。１人で考えるのではな
く、いろんな人の意見を聞きながらや
るのはすごく自分のためになった。（法
３）

・ 自分が何を目的とし、何を持って仕事
をしたいのか少しだが考えるように
なった。皆さんの発表のなかで、共通
していたのがお金の話だった。しかし
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いて感想交流をする。

報告

　中村報告は、「地域の『つながる場』
づくり」をテーマに報告。那覇市地域包
括支援センター松川で働いており、地区
の課題として、多世代間での「交流の場」

「つながる場」がなく、孤立化・バラバラ・
シラナイ状況が生まれている。高齢者に
おいては、高齢者が増加（４人に１人）し
て、認知症も増加傾向にあるとのこと。
そこで定期的に多世代がつながる場とし
て、子ども食堂を運営する団体との連携
を通じて、子ども食堂七夕祭りを開催し
た。多種多様な機関ともつながる仕組み、
場づくり、ネットワークづくりを継続的
に作りな が ら、 地
域包括ケアシステムを構築し、ソーシャ
ル・インクルージョン（社会的包摂）する、
支え合う社会、地域づくりをしたいこと
が述べられた。
　大城報告は、「人生楽しく素敵におお
らかに‼」をテーマに報告
　浦添市立森の子児童センターの館長
で、「一般社団法人まちづくりうらそえ」
代表である大城さんは、子どもの自立に
向けた切れ目のない支援として、福祉と
教育の融合と「投げない、捨てない、投
げ出さない」を職員の共有認識にしてい
る。児童館運営での中学生への学習支援
を中心に報告し、2017年度は学習支援
を受けた子が全員合格している。また高
校と連携し高校での中退予防、小・中・

働くことの目的がお金だと少し寂しい
気もするし、有意義な仕事にはならな
いと考えている（総合文化２）

・ 仕事の目的自体に多くの定義があるこ
とをこのワークショップで気づかされ
た。（産業情報２）

（４） 地域づくりと居場所づくり（中村丘
学、大城喜江子）

▼議論ポイント▼

・�地域の課題を意識すること、感じるこ

とはあるか。

・�貧困を感じることがあるか。（10人

/30人）

→学部ごとに分かれて、２つの報告につ

大城さんの写真がないです
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高でキャリア教育事業・母子生活支援施
設の運営で家庭支援等も行うなど、学校
や地域団体と多く連携している。見える
地域課題の解決は無理でも和らげること
を大切に運営しているとのことであっ
た。

感想

・ （問題は）他人事で自分の身の周りには
関係のない話と思って、その問題につ
いて考えることを放棄していました。
しかし中学生時代の同級生に同じ貧困
の状況の人がいたり、将来、自分も１
人で生活をして困る可能性もあること
を感じ、いかに地域の問題に目を向け
ていなかったのかがわかりました（経
済４）

・ 困ったときに、頼られる人や場所は、
いのちを助けるのと同じくらい大切だ
と思う。祖父母が孫に、土地や財産を
残すために生活保護を受けない方もい
る話も聞いて、自分もそうだと気づか
された。祖母のために何ができるのか、
家族で話し合いたい。（総合文化２）

・ 地域とのつながりを再び強くしていこ
うと行動していることにすごいと思い
ます。（法１）

・ 「現状の福祉の制度では、１人ではな
く、家族がいてはじめて成り立つ制度
である」という言葉に衝撃を受けた。
確かにそうだなと思い、それと同時に
代えていく必要があると思いました。
今、個人主義が主流になっていますが、

人間は生きるために他人が必要だと思
います。人間の根っこの部分を大切に
していくことが、現状の制度を乗り越
えていく上で、キーポイントになると
痛感しました。（経済４）

・ 子どもの貧困から、沖縄の貧困、賃金、
外交、歴史、風土などについて話が展
開した。解決には一筋縄ではいかない
し、政府だけでなく身近な地域の協力
が必要だと感じました。（経済３）

・ 人脈を多くもつことが大切であること
に気付きました。私たち若者は社会へ
の関心が薄いだろうと思います。私た
ちにできることとして、まずは社会に
もっと目を向けること、人脈をもつこ
とだと思いました。人は人と接するこ
とで様々なできごとに充実した気持ち
を得ることができる生きものだと思い
ます。（総合文化４）

・ グループディスカッションでは、自分
だけではなく、大学生の社会問題への
関心の薄さが伺えたと思いました。（経
済４）

・ 児童センターの話で、たばこや暴言の
問題が出たときに、その解決策を子ど
もたち自身に考えさせる機会が多いな
と感じたが、そうした自己決定が社会
生活のなかでも重要になるのかなと思
いました。また自己決定できる社会・
状況とは具体的にどういうものか考え
ていきたいです。（産業情報１）
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（５） 那覇のワーカーズコープの取組み
（津波古彩乃）

▼議論ポイント▼

・�子どもと関わることで感じること。

・�なぜ子どもが地域づくりをする上での

キーパーソンになるのか。

報告

　講義開始から子どもとグループを組ん
でクイズを解いていった。その後、子ど
もは別部屋に行ったあとに、津波古さん
からかなさ、かなさキッズの概要を説明。
かなさのルールは１つだけであり「自分
がされていやなことは人にしないこと」
である。そして障がいが有無にかかわら
ず、１人の人間として子どもに接するこ
との大切さを報告した。

感想

・ 甥や姪も学童に入ることができず家族
が困っていたので、こういった活動は

すごいと思ったし、この活動をするこ
とで、子どもがより地域との結びつきが
強くなるのではと感じた。（産業情報１）

・ とても素直で喜ぶ姿を間近で見ると自
分たちまで楽しくなることができ、子
どもの才能って素晴らしいと感じ、自
分にはないものをたくさんもっている
と思いました。（経済４）

・ いつも「働く」というイメージが、お
金を稼ぐためという意識がありました
が、今日の講義で「働く」ことは、お
金を稼ぐことだけではないと思いまし
た。（経済２）

・ 子どもたちを見ると、こんなに素直で、
こんなに元気なのかと感じました。子
どものエネルギーってすごいなと思い
ました。「子どもが地域と関わる種に
なる」と聞いて、その通りだなと考え
させられました。（産業情報３）

・ 地域問題に学童が絡むのも驚きまし
た。地域住民が協力して行っているの
も、活性化の１つとなり、私の地域に
はない取り組みだと感じました。私の
地域には移住者が多く、自治会、子ど
も会への参加が少ないのが課題かなと
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思いました。（経済３）
・ 地域を守ること、育てていくことは、

子どもを育てる、守ることに一番つな
がると思いました。（総合文化４）

（６） 沖縄の文化・財産から、若者が仕
事をおこすこと（平良亮太、赤嶺和

伸、安里大、渡橋拳斗）

▼議論ポイント▼

１：�居場所づくりで大切なこと

２：�無関心から関心に向かうときには何

が必要か

３：�貧困状態から脱出することと貧困状

態を生まない社会をどうしたらつく

れるのか。

報告

・ 平良さんが働くがちゆんは、「がちで
ゆんたくする文化をつくること」（がち
＝本気で、ゆんたく＝話し合うこと）を
目標にして、国内外、県外の修学旅行
生や県内の中高生への沖縄の平和学習
やLGBTの学習の場等を開催してい
る。大学生が立ち上げた団体で、今で
は８名の職員、学生も100人以上が関
わっている。インプット中心の学びか
ら、学んだことを発言するアウトプッ
トの取り組みを大切にして、グループ
ワークなどを通して、学生自身が当事
者として考える学びの場を展開してい
る。平良さんも現在琉球大学４年生で、
自分もLGBTであることを述べ、生き
にくい社会を少しでも変えていきたい

との話をした。またアイスブレイク（緊
張を解きほぐす）のワークショップで
は、初対面で知り合った人との関係づ
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くりを具体的にどのように行うのかを
講義内で行なった。

・ 赤嶺さんは大学近くの宜野湾市におい
て「普天間居場所づくりプロジェクト
－居場所『そいそいハウス』」で活動
しています。軍事基地から平和、人権
の町として発信するとともに、貧困や
困っている人に寄り添って共に解決す
るために団体が生まれた。「居場所事
業（子どもの居場所〈子ども食堂、学び
サポート、子どもカフェ〉）、大人の居
場所（レンタルルーム、普天間居場所
カフェ）」、「平和・人権事業（リベラル
ツーリズム）」を行なっており、誰も
が楽しく、意見が言える場を大切にし
ている。

・ 安里さんはワーカーズコープ北部地域
福祉事業所ゆらりの里の職員として東
村にある子どもの居場所づくり事業

「フリースペースあがりキッズ」で働
いている。放課後の子どもの居場所と
して、子どもの学習支援活動を行なっ
ている。元々は生活困窮者、貧困世帯
の家庭を対象にしているが、人口が少
ない地域でもあり、地域にいるどんな

子どもも受け入れながら、子どもの育
ちを応援している。また学生４名と協
力しながら事業を行なっているとのこ
とであった。学生の１人である名桜大
学２年生の渡橋さんは、子どもが親に
見せる顔とあがりキッズで見せる顔と
は違うとともに、親の真似を子どもが
することもあり、それぞれの家庭環境
を見ること、そしてそれぞれの目線に
立って対応することが必要なことを報
告した。

感想

・ ディスカッションを通じて、苦手だっ
た自分の意見を言うことを克服できた
と思いました。（経済２）

・ 自分たちのやりたいことを会社にする
行動力がすごいと思いました。同じ学
年なのに、大学生活でやりたいことを
明確にし、取り組み、それを何年も続
けていくことの凄さを感じました。（経
済４）

・ 学校やバイト先では、どこか自分を隠
しているところがあるので、自分らし
く生きることは大切なことだと改めて
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感じた。私も学生のうちに一度は、が
ちゆんに参加したいと思った。（法３）

・ 中学、高校で平和学習を受けているな
かでつまらないと感じることが多くあ
りました。体験者の話を聞きましたが、
ほとんどの内容を覚えていません。し
かし、がちゆんの話を聞いて、得た知
識を仲間と話しあったり、実際に現場
にいき、自分がもし当事者だったらど
うするかという問いを与えて自分たち
で考える機会があることは、自分とは
無関係という考えをなくしてくれると
思いました。（法１）

・ （がちゆんに関わる人の）半数以上が、
大学生だということを知り、同じ大学
生なのに、すごいことをしていると圧
倒させられました。小・中・高、地元
の仲間といるのが、落ちつくのは、そ
の皆が１人ひとりの生い立ちを知って
いるからなのだなと思いました。なの
で、これから会う人たちと、生い立ち
から話をすることは、とても良い案だ
と思います。（総合文化３）

・ 誰もが自分らしく生きられる社会とい
うキーワードは、社会のなかで生きて
いくなかで、周りの人に流されず、自
分らしさを保つことが大切だと思った
し、どんなときでも自分らしさをつ
くっていくことが大切だと感じまし
た。（法３）

・ 人々がつまらないと思うことや、無関
心なことをわくわくするものにしよう
という取り組みに、興味を持ちました。

私たちが普段の生活を送るときには直
接関係のない事柄だからという理由
で、機会を逃してしまっていることが
多くあると思います。（法４）

・ 沖縄の問題について多く出てきて、私
にとって一番収穫のある講義でした。
普天間基地の落下問題は、私が意識し
ていたところだったので、詳しく本当
のことを聞けて良かったです。私は普
天間高校にいて、日常的に飛行機の音
も聞いているので、もう気にしなく
なって、当然と化していましたので、
今回で「魔法が解けた」という言葉で、
自分も自分に関係ないと思ったことを
感じました。（経済２）

・ ネガティブな問題ほど、隠そうとされ
ている社会を認識し、どうしていくべ
きかを常に考えたい。（法４）

・ 私自身も貧困を身近に感じているので、
いつも以上に真剣に考えることができ
た。無関心の人に関心を持ってもらう
ことは、難しいけど、やり方や伝えた
方次第で、人は関心を持つという話は
とても興味深かった。（産業情報１）

・ 小、中、高と日中にヘリの音が聞こえ
てくるのは当たり前だった。そのとき
そのときで不満には思っても、しばら
くしたら、いつものこととして問題に
なっていなかった。それは当たり前の
ことではないと反基地運動をしている
人の話を平和学習、講義のときに聞か
されているが、それは本当の意味で理
解している自信がない。自分のなかの
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当たり前を変えていくことが、地域の
問題に取り組む上で必要なことなのか
と思った。（産業情報１）

・ 学生なのに運営側にまわる名桜大学の
人はすごいと思った。私と同じ２年生
だけど、しっかりしていて、私も身近
なところから見直してみようと思っ
た。（経済２）

・ 無関心から関心をよせるためには、「答
え」を提供するのではなく、全部手伝
うのではなく、一部を教えたりするこ
とで、少しずつ関心・興味が湧くとい
うことではないか。（経済２）

・ 実行に移せない人たちは、理想と現実
のギャップがわかってしまっていて難
しいとあきらめてしまっている部分が
あると思います。行動できない現実を
どう変化させていくか。（総合文化４）

・ 規則を変えてしまえば、素直な子はい
うことを聞くので扱いは簡単になり、
大人からすればそれは楽なことかもし
れないけど、子どもの将来を考えれば、
それをするのは違うのではないかと思
う。（総合文化４）

・ 自分にとって基地は生まれたときには
すでにあり、南部地区に住むとヘリや
戦闘機をほとんどみないで、見ても遠
くの空を小さく飛んでいるものなので
無関係だと思っていました。今回、人
は自分に害が加わるまで無関係なもの
になってしまうことがわかったので、
もっと地域のことに興味を持とうと思
いました。（経済４）

・ 沖縄の貧困率は私が思っているよりも
多くて、全国の２倍の29.2％だと聞い
て驚いた。（法３）

・ 平良さんがいうように「サイレントマ
ジョリティ」にならないために、私た
ち若者が、政治を知り、参加すること
が大事だと感じました。（産業情報３）

・ 講師の方々が、能動的にそれぞれ自分
がやりたいことに対して具体的な目標
を持っていることに気付くことができ
ました。また子どもや若者に問いかけ、
主体的に行動するように導いているこ
とを多く感じました。小さいことから
主体的に行動していこうと思いまし
た。（法１）

（７） 名護のワーカーズコープの取組み
（仲兼久周子、高山玲子）
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▼議論ポイント▼

１： 今、なぜワーカーズコープで働いて
いるのか。

２： 生きづらさを抱えているものと共に
働く上で、何を大切にしているのか。

３： 農業を通じて、若者や職場がどのよ
うに変化していったのか。

４：�話し合いをして平行線のときは、具

体的にどのように決めて実行するの

か。

報告

　センター事業団、北部地域福祉事業所
の仲兼久所長と農業プロジェクトの高山
さんが報告。事業所として、「地域子育
て広場ぴっぴ」（認可外保育園）、「指定就
労支援事業所YU.RA.RI（就労継続支援Ｂ
型）」、「東村子どもの居場所事業」、「地
域若者サポートステーションなご」、「く
らしと仕事の応援センターさぽんちゅ（就
労準備支援事業受託）」を運営している。
そして社会連帯活動である農の取り組み
を中心に紹介した。社会連帯活動は「人々
の連帯の輪を広げ、協同労働のまわりに
地域の再生につながる活動を作り出すこ
とを目的とした活動」であり、「自分を活
かす、仲間と活かす、地域社会のため活
かす」取り組みである。事業所として、
地域の困りごとに関わり、解決しながら、
ちゃんぷるーワークス（多くの方々が交わ
る多様な仕事）を大切にしている。
　その後、時間があったので、質疑応答
で働く目的や協同労働について２人に聞

いた。仲兼久さんからは「共に働くこと
が大切で、関わるときに話を聞く、待つ
こと、少しでも変化があったり、つらい
ことがあったら共感することを大切にし
ている。働くことで１人ひとりの自尊心、
肯定観につながるなかで、私は誰もが働
ける完全就労社会をつくりたい」と話す。
高山さんからは「ワーカーズコープで働
いていて、自分でやりたい仕事を探索し
て、取り組めることが楽しくて、生きる
のが楽しい」と報告した。

感想

・ 最初は自分１人でもその見つけた仕事
をして、仲間ができ、ついてきてくれ
ればいいという考え方は受身な働き方
ではいけないという考えが伝わってき
ました。（産業情報１）

・ 協同労働の働き方でも、人と人がぶつ
かったり、辞めていく人がいたり、様々
な困難があることを今回の講義で深く
学びました。ただ困難があるなかでも、
それと向き合って、話し合いをしたい、
とりあえずやってみないとわからない
と行動をしていく姿勢に、仲兼久さん
たちの強さを感じて凄いと思いまし
た。（産業情報１）

・ 農業を始めるまでに、多くの苦労が
あったことはわかりましたが、実現で
きたことは、同じ志の仲間全員で１つ
のことを成し遂げようとみんなで努力
してきたからなのだろうと思いまし
た。人のつながりを大切にするからこ
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そ、講話のなかで出てきた社会連帯に
つながっていると思いました。人を大
切にすると団体が育ち、その団体が同
じような団体とつながっていくこと
で、少しずつ社会を変えていくことが
できるのだろうと感じました。やはり
人は人でしか助けあったり、思いやり
といった気持ちをもつことができない
と思いました。（総合文化４）

・ 私は仕事の内容や給料で仕事を決めよ
うと思っていたけど、自分がやりたい
ことをやっぱりやった方がいいのかな
と思った。とりあえず前向きに考えて
いろいろ挑戦していこうという気持ち
になった。（法３）

・ １から自分たちの手で、仕事をつくり、
労働していることがわかり感銘を受け
ました。私の弟も障がい児ではありま
せんが、いわゆるグレーゾーンにあた
るところにいます。特別支援学校に
通っていますが、将来、私みたいに就
活して普通に働けるかと不安になって
いました。しかしそういう人たちを支
援するワーカーズがあると聞いて、知
識を深めたいと思いました。（産業情
報３）

・ 労働=お金、福利厚生等といったイ
メージでしたが、今日のお話を聞いて、
社会貢献が中心にあるとやりがいや楽
しさが全面にあるのかなと感じまし
た。そしてワーカーズコープという組
織のあり方が、話し合いをしてみんな
で決定するという点で常によりよい状

態を求めて変化を続けていくようで、
ここが企業とは違い良いなと思いまし
た。（経済３）

（８） 社会連帯でつなぐ未来の沖縄づく
りのための地域づくり（城間愛子、

高橋弘幸）

▼議論ポイント▼

・�人と人がつながるために必要なこと

・�地域課題の見つけ方とその解決方法

報告

　城間さんは「沖縄医療生協における地
域活動の現状と課題」をテーマに報告。
沖縄医療生協は、劣悪な医療環境のなか
で、「安心してかかれる診療所」の医療
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要求について、1970年に民主診療所を
開設し「友の会」として発足し、１口：
２ドル（現在でいくと1,000円）を出資金
として出し合いました。その後1972年
沖縄医療生協を設立しました。設立目的
は「無差別平等の医療を実現」「組合員
が日常のなかで自らの健康づくりをすす
める」「組合員、県民誰もが必要なとき、
いつでも安心して利用できる自分たちの
医療機関を持つ」である。
　沖縄医療生協の理念は、「健康をつく
る」「平和をつくる」「いのち輝く社会を
つくる」であり、学習会や班会を通じて、
多くの取り組みを行なっている。医療・
介護・暮らしに関するアンケート（13,898
人）では、病気や介護への不安が多く、
困りごとには地域差があり、公的保険で
はカバーできない困りごとの相談窓口の
必要性が出てきた。そこで、安心して暮
らし続けるまちづくりとして、「生活圏
域を意識した支部づくり」「居場所づく
り」「つながりマップづくり」の「３つ
のつくろうチャレンジ」の推進とともに、
組合員と地域住民が求める医療・介護
サービスの提供と暮らし助け合いで医療
生協の地域包括ケアを実現することが報
告された。
　高橋さんは「九州沖縄事業本部の実践
と久留米大学『協同組合概論』、そして
よりよい社会を目指して」をテーマに報
告。おさらいとして、ワーカーズコープ
の社会的な位置や役割を確認した上で、

「地域の必要を仕事に、仕事ができるこ

どもたち（鹿児島県霧島市の国分ほのぼ
の）」「生活困窮問題から農福連携で働く
場を（大分県臼杵市）」「子どもの居場所
づくりから地域の拠点へ（福岡県大野城
市）」の取り組みを紹介。その後、ワーカー
ズコープ寄附講座が開催された久留米大
学（伊佐淳先生）の講座を紹介。SDGs（持
続可能な開発目標）にも絡ませて学生の
学びを報告した。学びの１つに「協同労
働について感じることは」との問いに、

「仕事の起承転結を深く体感できる」こ
とを挙げていた。

感想

・ 地域特性を生かした仕事をすること
や、誰もが働ける仕事を持続可能なも
のにするために、主体的に動くことや
議論を交わすことは重要だと思った。

（法４）
・ 浅くても幅広い知識や情報を持ってな

いといけないと思いました。「事業が
なければつくればいい」って大胆な考
えだけど、需要に沿っている上で、地
域の資源を活かしながら動かすことを
考えるって大事なことだと思いまし
た。（総合文化４）

・ （沖縄医療生協は）なくてはならない存
在だと感じました。私の知らない、気
づいていないところでも、何かしら助
けられているような気がしました。
ワーカーズコープは今日、そこまで大
きく取り上げられていないことや、一
般化されていないことを不思議に感じ
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るくらい魅了されました。もっと学生
に知れ渡り、共感する人の輪を広げて
いくべきだと思いました。（経済３）

・ 母が医療生協の病院に勤めているの
で、名前を聞いたことはあったが、何
をしているのか知らなかった。就職先
として協同組合を入れようと思った。

（産業情報２）
・ 私は地域の人びとと関わることが好き

なので、普通の会社に入社よりも、ワー
カーズコープに興味があるので、新卒
でワーカーズコープに入職した高橋さ
んの講義を聞けて良かったです。（総
合文化３）

・ 自分たちですることも大切だが、他の
人と協同することも大切だと学んだ。

（産業情報１）
・ ２本の報告と質疑を聞いて、人と人と

のつながりの上で大切なものとして、
相手を思いやる気持ちを持つことや理
念を持つことであるとわかりました。

（法３）
・ グループワークを通じて、他者の意見

や考え方を知れて勉強になりました。
共通していたのは、地域問題に対して、
関心を持つこと、当事者意識をもつこ
とが挙げられていて、誰か任せではな
く、自分から動くことが大切だと感じ
ました。（経済３）

・ 広報についてもう少し力を入れるべき
と思った。医療生協を必要とする人が
もっと明るみに出てくると思うし、地
域の課題解決にもつながっていくと思

いました。（経済３）
・ 実際に困っている当事者とふれあうこ

との大切さを知りました。これまで、
自分とは関係ない、自分とは別の世界
の話だと感じていました。（法１）

（９） 「住んでいる地域の魅力・課題、課
題解決のためにできること」準備・

発表（相良孝雄）

報告

　学生が住んでいる地域ごとに分け、２
人～５人までのグループを作った。そこ
で同じ地域で住んでいる地域の魅力と課
題、そしてその課題を解決するためにす
ることを、今までの講義で学んだことを
活かして、グループで討議し準備をした

（２時間）。その後、話し合った内容を黒
板に書き、11グループそれぞれが５分
で報告、５分質疑で進めていった。

感想

・ 最初は自分たちだけで取り組むことよ
り、他の人たちが「こうしたほうがい
い」みたいな他力本願なアイデアしか
浮かばず話が脱線した。相良さんに相
談した結果、自分たちができそうなこ
とを思いつくことができた。自分たち
だけで行き詰るより、人に相談するこ
とで、新しい発想を得ることができる
ことを知った。（産業情報１）

・ 自分が思っている以上に、地元がいろ
いろな施策を行なっており、住みやす
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い地域にできるように努力しているこ
とがわかりました。（法１）

・ 誰かがではなく、自分だったら何が
あったら参加したいのかという当事者
意識を持って、他者の意見を聞きなが
ら発想を展開できて楽しかったです。

（経済３）
・ 問題が大きい分、解決策も大きくなり

がちで、ワーカーズコープの方々のよ
うに、問題に対して少しずつ確実に解
決することが、どれほど難しいことな
のかを感じた。魅力を調べたときに自
分にとって当たり前でも他の市町村や
県外の人からしたら、それが魅力や特
徴であることが分かって、よい経験が
できた。（総合文化２）

・ 個人で地域の課題って変化するのかな
と感じた。例えば、子どもを授かって
いる人にとっては保育所の問題があ
り、自営業の方からすると、過疎化や
観光客の現象が大きな問題となる。こ
のことか解決すべき問題の優先順位を
しっかり決めることが大事だと感じ
た。（総合文化２）

・ 発表を聞いて、皆さんは地元が好きな
んだということが伝わりました。（産
業情報２）

・ バス会社と学校の連携の発想は面白い
と思いました。実際、バイト代の半分
はガソリン代で消えていくのであると
便利だと感じました。一方で、バスが
満員で乗れないという可能性もあって
怖いと思いました。問題に対してこう

すれば解決すると仮説を立てて、行動
するのも大切ですが、実際に困ってい
る人の声を聞いてよいところを残す工
夫も大切だと知りました。貧困の原因
である若年出産のリスクを学生に伝え
る方法もあるのかと発見もありまし
た。（経済３）

・ 発表に対して質問がとても多く、学ぶ
ことができました。（法３）

・ 魅力を知る上で、市の歴史も関わりが
あることもあることを知った。（産業
情報３）

・ 各自治体の問題が全く重ならなかった
ことに驚きました。（法１）

（10）本講義のまとめ（相良孝雄）

▼議論ポイント▼

１： 今までの人生を漢字１文字で表わす
何か。

２： 再度、働くことの目的・意味とはな
にか。（自分史・マズローの欲求階

層説から）

３： 講義の満足度と学べた実感はあった
か。（マトリックスワークショップ
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と感想交流）

報告

　発表の内容から見えてくることを振り
返り、地域をつくる主体形成のあり方や
ワーカーズコープにおける仕事おこしの
流れ（主体形成・地域戦略→事業計画→
事業準備→事業開始→事業継続）につい
て説明する。その後、働く目的・意味に
ついて、ライフヒストリーから考えるこ
と等を話した上で、「今までの人生を漢
字一文字で表すと」について学生と議論。
学生から「好」「生」「乱」という言葉が
出る。最後に、勉強（強いて勉める）以上
に学問（問いを学ぶ）ことの必要性と学生
でワーカーズコープをつくることを提起
し、講義全体の感想について教室をマト
リックス上に見立てて（「満足/不満足の
軸、学べた/学べなかった軸）学生が評
価し、全講義が終了した。

感想

・ 地元の魅力・問題を真剣に考える機会
が今回初めてだった。魅力を知ってさ
らに好きになれたり、問題を少しでも
解決したい、自分でも動きたいという
気持ちが湧いた。発表した後のコメン
トや質問は、さらに考えさせられる内
容ばかりでした。（総合文化２）

・ 市町村の課題と聞くと難しい話が多い
のかと思っていたけど、同年代の人の
目線で感じたことを聞けたり、難しい
言葉は少なく、すんなり聞けて、とて

も理解しやすかった。（総合文化4）
・ 今まで、大きな会社の下で雇われて働

くものという固定観念があることに気
づきました。問いを立てることの大切
さを学びました。（総合文化２）

・ 「当事者意識」の大切さを体感しまし
た。みんなが見てみぬふり、誰かがやっ
てくれると人任せにしていると社会は
変わらないと思いました。（経済３）

・ 第１回から第15回の講義を通して、
働く意味の考え方が変わった。前まで
は、お金のため、生計のために働くと
考えていた。しかしそれだけではなく、
自分のため、成長のために働くという
考えが出た。地域についてももっと関
心を持とうと思った。先生が最後に
いっていた、学問=問いを学ぶ、社会
を考えるもすごくいいと思った。今回、
ワーカーズコープ論をとって、こんな
に学び考えるとは思わなかった。後期
から就職活動が始まるので、学んだこ
とを活かしたい。（法３）

・ 仕事について深く考えることができま
した。お金や暮らしだけではなく、私
自身が社会に何を求め、どういった風
に役立つことができるのか、それが仕
事なのかと考えました。（総合文化２）

・ 初めて「働くこと」に焦点を当てて考
える機会となりました。働き方が、み
んな同じであるわけではないことや自
分が主体となり活動していくことがで
きるとわかりました。（産業情報３）

・ 沖縄県のさまざまな課題、高齢者、若
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者、子どもたちのために、経済目的と
は違った理由で働く人々を見て、自分
ももっと早くワーカーズコープについ
て学べば就職活動も変わっていたと思
いました。自分の軸を持ち、将来何が
したいのか、どのような人間になりた
いのかを考え、利益だけではなく、他
の人を笑顔にさせる大人に今後、成長
したいです。（経済４）

・ 受ける前と受けた後での自分にとって
の働き方に対しての考えが変わってき
たのかなと思いました。多くの分野で
活動する人との出会いや、その人たち
と一緒に行動を起こしていくことの重
要性やその団体が持っている理念を知
ることが働くときに大切になってくる
ことをわかり良かったです。（法３）

・ ワーカーズコープにかなり憧れていま
す。（産業情報２）

・ グループで多くの意見を聞き、自分の
意識の低さを感じました。（経済４）

・ インプットの部分でも学ぶこと、知ら
なかったことが多くあり、とても学ぶ
ことができました。またアウトプット
をみんなですることによって、新たな
考え方や自分でも思ってもみなかった
考えなどが生まれ、講義前と講義後で
成長できたと思いました。（経済４）

・ 自分が住んでいる沖縄に、もっと今ま
で以上に目を向けたいと思いました。
色々考えさせられることが多く、ワー
カーズコープ論、受講して良かったと
思います。（総合文化３）

・ 実際に働く人の話は説得力があり、心
に刺さるものがたくさんありました。

（産業情報４）
・ 私でも地域の課題に解決する力を少し

でも持っていることに気づけたことが
一番の成果であった。（産業情報１）

最終レポートから見る学生の
学び5

１、受講前と後での本講義の一番の
気づき、学びとは

　最終レポートは32人が提出した。
　そのうち学生の一番の気づき・学びを
分類すると「ワーカーズコープの存在（12
人）」、「地域づくり・地域とのつながり（11
人）」、「働くことについて（10人）」「社会・
人に関心を持つ（５人）」となった。記述
式であり、項目を併記して書いていたも
のもあったので、そのレポートは複数項
目でカウントしている。最終レポートの
他の設問で「働くことの目的」「地域づ
くり」を問うているので、ワーカーズコー
プそのものの存在にフォーカスを当てて
書いた人が多かったのではないかと考え
ている。

▲学生レポートから▲

■ワーカーズコープの存在（協同労働に

ついて）

・ 一番はワーカーズコープのすごさです。
言葉では耳にしたことがありましたが、
どういうものなのかがわからなかった。
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それぞれが対等な立場で業務を行うこ
とはとても素敵だと思いました。

・ 協同労働という働き方があることで
す。労働者が経営をすることが最大の
魅力であり、今の雇用社会の労働環境
の劣化、グローバル化による地方衰退
の両方を解決し、かつ就職難に見舞わ
れた人々までも救う画期的な働き方だ
と学びました。

・ こんなに素晴らしい働き方を、就職活
動間近に知り、友達にも教えたいとい
う思いとともに、なぜあまり知られてい
ないのかがとても気になり、知っても
らいたいという思いが強くなりました。

・ ワーカーズコープは「協同」の力で助
け合い、支え合って共に働くことで、
人間の本来の働く意味が感じられ、社
会のために気持ちよく頑張れることの
大切さを学びました。

・ 就職活動を経験して、私は自分が何を
したいのか明確化していないなかで、
会社の雰囲気や働きやすさ、福利厚生
を重視して会社選びを行なっていたの

で、単純に協同労働という働き方に衝
撃がありました。目的を持って働くこ
とができる働き方があることが一番の
学びでした。

・ 協同労働の働き方と今後の可能性を知
ることができた点です。大学卒業後は、
雇用されて働くことを想定し、そのな
かでより自分の理想的な条件の会社で
働くにはどうすべきなのかと考えてき
ました。しかし就職活動の際に、会社
が求めている人材と自分自身に差を感
じ、働くことに不安を抱えていました。
その時に、本講義に参加し、働くこと
に対する視野が広がりました。また多
様性を尊重し、誰一人取り残されない
社会をつくっていくためにも、協同労
働は大きな役割を担っていくと考えて
います。

■働くことについて

・ 働くことのイメージがあまり良くな
かった。「ブラック企業」「過労死」「長
時間労働」など社会問題として取り上
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げていて働くことが大変だと思ったか
らです。しかし講義で登壇した方は、
すごく楽しく働いていることが伝わっ
てきたし、やりたいことをでき、それ
を仕事にしているのはすごいなと感じ
ました。

・ 就職先を決める上で、給料と自分が好
きなことが関われるかどうかだった。
ただ今回の講義で、自分が住んでいる
沖縄や地域の問題も何時間も真剣に向
き合えたことで、ただやりたいことや
好きなことだけがやりがいを感じるの
ではなく、誰かのために一生懸命考え、
改善してやりがいを感じる仕事も選択
できるのだと気づかされました。

■地域づくり、地域との関わり

・ 地域の問題は自分自身の問題であり、
それをできる範囲でどう解決すべきか
を毎度考えていました。また子どもの
貧困の問題は基地問題とリンクすると

「そいそいハウス」の赤嶺さんがおっ
しゃっていたのは印象に残っていま
す。私は基地問題にもともと関心が
あったため、今後「子どもの貧困」に
ついて考えていきたい。

・ 生まれ育った地域に恩返しをしたいと
思うようになった。

・ 本講義を受講して、私は周りの問題、
地域が抱えている問題にこれから向き
合って私にできること、力になれるこ
とを探して、社会・地域の問題解決に
取り組んでいこうと思った。

■社会や人に関心を持つ

・ 今まで自分とは無関係だと感じていた
ことが、自分の生活や人生とどこかで
関わっており、無関係とは言えないこ
とを実感しました。このため、色々な
ことに関心を持ち、自分だったらどの
ように解決策をとるのか、他ではどの
ように対策してきたのかなどを考える
ようになった。

・ いかに自分は周囲のことに無関心で過
ごしていたかを感じました。自分の可
能性を狭め、知らないことで損をする
ことにつながると気づきました。

２、働くことの目的・意味とは

　第４講義のときに、「お金があっても
働くか、お金があったら働かないか」と
学生に聞いたところ、26人中10人は働く

（38%）、16人は働かない（62%）という結
論であった。全講義終了後、レポート上
では32人中26人（81%）がお金以外も含
めて働くことに価値を見出し、５人（15%）
はお金のみを価値とする働き方、１名が
不明であった。（内容に応じて成績に左
右することはないとの話もつけ加えた）

　全講義を通じて、学生の労働観は揺れ
続けることになった。それは今までの講
義の流れの感想文からもわかるが、特に
第８講義の若者当事者のがちゆんの平良
さんの話や第10講義の仲兼久さん、高
山さんの報告では、多くの困難がありな
がらも、自らの生き方を報告したところ
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で大きな揺れをつくる要因になったと考
えている。また学生同士のディスカッ
ションを通じて、他の学生と比較したと
きに「自らはどうなのか」と考えるなど、
グループダイナミクスも作用して、大き
く変化したことを肌感覚として感じてい
る。

▲学生レポートから▲

■お金以外も含めて働くことの価値と

して

・ 受ける前は、賃金や休日の有無、自分
の能力に合うのかのみを仕事選びで重
要視していました。講義を聞いている
うちに、仕事に対しての生きがいや地
域に密着して問題を解決するなど、地
域の役に立つことの素晴らしさを感じ
取ることができました。そしてあらゆ
る面から仕事を考えることができるよ
うになりました。

・ 一人では無力であることを学ぶこと。
働くことで、自分がどれだけ人に支え

られ、恩返しとして何か行動し、絆を
深めることが、人生ですごく大切だと
思う。

・ 「生計を立てるため」は外せませんが、
これを意味にしたくないなと講義を通
じて再認識しました。これから何十年
も働くことを考えると「働き方＝生き
方」とも捉えられるからこそ、社会貢
献や地域とのつながりが働く意味にな
る仕事がしたいと思った。

・ お金を稼ぐことに重きを置かず、自分
が本当にやりたいことをするのが一番
だと考えていました。しかし周囲の友
達は、安定性や労働条件などで仕事を
選んでいる人が多かったので、他人の
仕事の選び方に不満や不思議に思うこ
とがありました。この講義後、やりた
い仕事をしつつある程度の利益を出
す、なおかつ地域の為にもなるワー
カーズコープの仕組みを知り、これが
本来の働くことかと思いました。

・ 「自分のやりがい＋利益」と考えてい
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たが、ワーカーズコープの存在を聞い
て、他の人のために働く方がモチベー
ションになると思いました。自分が考
えていた企業選択の軸をもう一度考え
直していきたいと思いました。

・ 自分の生きがいだと思います。最初、
仕事についてのイメージは、「ただ言
われたことをこなし、お金をもらうだ
け」と思っていました。しかし講義を
受け「仕事は暮らしのなかの一部」と
いう言葉を聞き、そのような考え方を
知り、話をされている講師の方々を見
て、各々が目的を持って仕事をしてい
ることを感じました。それで仕事とは

「社会の役に立ち、それが生き甲斐に
変わっていくのではないか」と考えま
した。

・ 働く意味はお金だと考えていたが、講
義全体を通じて、お金だけでなく、社
会とのつながりとしての仕事も働く理
由になるのでないかと考えるように
なった。

・ 自分自身の周囲の人、社会に幸せを与
えるためだと思います。

■お金のみのために働く価値観として

・ まず自分自身。そして家族など大切な
人を支えるための資金をもらう。それ
が結果的に社会の役に立ったりすると
よいと感じる。もしそれが社会的に見
て、あまりよくない仕事だとしても、
恥かしいと思うべきではないと思う。

・ 「働くこと」はお金を稼ぐことでそれ

以上でもそれ以下でもないです。しか
しこの講義では多くの人の話を聞くこ
とができ、それぞれの働く価値観を
知って、学んだことはとても大きかっ
たです。

・ 生計を立てることが最低限で一番の目
的。人の役に立ちたいなどの働く動機
の達成は自身の生活を成り立たせてい
るうえで、働いていればかなうのでは
ないか。

・ お金を稼ぐことです。私は祖母の家に
一緒に住んでいて、生活に使うお金に
も余裕があるなど貧乏とはおもいませ
んが、私は父子家庭で育ち、二人で暮
らしていたら大学にも行けなかったか
もしれません。そういう環境で育って
こともあり、お金を重要視しています。

・ 私生活を楽しく過ごすためです。働い
で稼いだお金を趣味に使っています。

３、あなたが一番関心をよせる社会
問題・地域問題とは、そしてあなた
がその問題を当事者としてどのよう
に解決しますか。

　複数回答は、「基地問題」５人、「貧困（子
どもの貧困）」４人、「地域行事の若者離
れ」３人、「交通渋滞」２人、「性教育の
低さ」２人、「生活保護受給率の高さ」２
人、「住民同士がお互い知らないこと」２
人。１人の回答でいうと、「ブラック企業」

「障がい者の就労問題」「高齢化」「介護」
「墓實問題」「核家族化」「8020運動」「泡
瀬干潟の埋め立て問題」「中高生の深夜
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徘徊」「待機児童問題」「シングルマザー」
「自治体の財政状況」があった。（総数
32）なぜこれらの社会問題・地域問題を
発想したかについては、大きく２つの視
点から考えられる。第１は講義内で話し
た内容からである。「貧困・生活保護受
給者・住民同士が知らないこと」などは、
中村さん、大城さん、城間さん、安里さ
ん等の報告を聞いて、テーマとして出し
たものが多かったのではないかと推測す
る。また第13、14講義でグループ発表し
た地域課題の内容と重なっている（「地域
行事の若者離れ」等）。第２は日常的な
関心からである。「性教育の低さ」「泡瀬
干潟の埋め立て問題」などは、書いた学
生と直接話す中で、日常的に考えている
ことであることを聞いたからである。
　一番回答数が多かった「基地問題」は
赤嶺さんが報告の一部で紹介していた
が、宜野湾市に住んでいる人を中心に関
心事としてあげていた。
　解決方法を大きく分けると、「場をつ
くること（企画をつくること）」「知らせ
ること」「学ぶこと」であった。そして
本講義で学んだことをフルに活用して書
かれているレポートが多かった。

▲学生レポートから（なぜこの課題に関

心をもつのかと解決方法）▲

■「基地問題」

・ 普天間基地の近くに住んでいて、ヘリ
の騒音を身近な問題として捉えている
からです。

→ 同じ日本なのに、沖縄の基地関係の事
件や事故の取り扱われ方が県内、県外
でこんなにも違うことが許せない気持
ちになります。まるで蚊帳の外の話の
ような扱いに思えてしょうがないで
す。もちろんマイナスな面だけを発信
するのではなく、交流を深めたりして
いる事実や軍の方々の地域での活躍等
も発信していくことが重要だと思いま
す。ありのままの実状を伝える努力が
必要だと思います。

■「�貧困（子どもの貧困）」・「生保受給者

の高さ」

・ 今まで貧困って他人事だと思っていま
したが、授業で話したことを両親に話
すと「うちも貧困だよ」と言われて私
は驚きました。相対的貧困の部類に入
るらしくて、普通に奨学金に頼ってい
る私も貧困世帯だと知り、とても
ショックを受けました。

・ 沖縄の子どもの貧困率は29.9％で全国
の2.2倍であることに驚いた。

→ 生活保護受給者がどのような生活を
送っているのか、どのように思ってい
るのかを知ることが必要だと思いま
す。できることとして、インターネッ
トやSNSでの職場探しを共にしたり、
飲食店からのフードバンク、農家に
余った食材をいただく、学習支援など
があると思います。
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■「地域行事の若者離れ」

・ 住む地域にカフェのようなみんなが集
まってのんびりできる場所をつくる。
地域の魅力を考えたところ、バスなど
の移動手段が充実しているが、同時に
住む地域を出なければ何もない、つま
り人が集まる場所がないと思いまし
た。

→ だから情報を共有できる場所、誰でも
自由に気軽に出入りできる場所をつく
り、イベントなどで地域の情報も宣伝
して、学生の交流の場をつくりたい。

→ お祭りや餅つき大会など定期的に地域
の人が交流できるイベントを企画す
る。

→ 中学生は学習の一環で伝統芸能を習
い、体育祭や地域行事で発表する。高
校生や大学生はサークルにイベント出
演を要請する。

■「性教育の低さ」

　沖縄には若年出産やHIV感染者が多
いことは、その人の生涯を変えてしまう
恐れがあるため
→ 貧困の原因には、若年出産があるので

はないか。それは性教育の乏しさが引
き起こしていると思う。そこで性教育
について学ぶ場を増やしたい。

■「シングルマザー」

　私の母もシングルマザーとして頑張っ
てきました。小学生のときには、電気代
も払えず、月明かりを頼りに宿題をした

記憶があります。シングルマザーである
ことを公にしたくない人が多かったと母
から聞いたこともあります。
→ シングルマザーへの援助や様々な活動

があるが、関心を持っている人にしか
見られない。ＣＭや広告で日常的に目
にする、情報が自然に入るなどが必要
だと思っています。そうすることで、
周りからのサポートが強くなり、暮ら
しやすい環境に変えることができるの
ではないかと考えます。

４、その他

　講師への評価や講義全体への感想が書
いている。学生は本講義をポシティブに
評価していた。特に「授業内外における
講義者と学生とのコミュニケーションの
多さ」「異学年を交えた学生同士の話し
合いの促進」「講義者への想いとなりた
い自分」「社会・地域を知ること、考える
こと」「能動的に行動すること」「働くこと」
については多くの意見であった。

▲学生レポートより▲

■「学生同士・講義者と学生のコミュニ

ケーションの多さ」

・ 学年も学部も違う人と意見を言い合う
授業は、大学生になってから受けたこ
とがなかったので、今回たくさんの人
の意見を聞きすごく勉強になった。

・ 発表や意見を言いやすいような講師の
方々の雰囲気づくりに力を入れている
と感じました。自分の考えを出す講義
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内容は自分にとってはとても良く、そ
の話題の提供の仕方が上手だと感心し
ました。

・ １人ひとりが真剣に授業に取り組み、
みんなで参加している印象がとても強
いです。グループディスカッションで
はみんなで意見を言い合ったりしたの
が楽しかったです。とても話しやすく、
わからないことをすぐ聞ける環境だっ
たのがとても良かったです。

・ 刺激されたのはグループワークでし
た。同じ年代だからこそ、共感できる
部分や私の至らない発想や知識の量に
圧倒されました。正解がないなかでよ
り良い選択はなんなのか、考える大切
さを身を持って知りました。

・ 双方向の講義が良かったと思う。毎回
退屈しない講義だった。

・ 多くのゲストが来てくださり、とても
良い刺激になりました、また学生間で
の意見交換も多く、自分とは違った考
えも多く取り入れることができたので
良かったです。

・ 授業以外でも、朝教室に入ると先生が
挨拶してくれるのがうれしかった。大
学生になってから先生との挨拶が減っ
たことに改めて気づかされた。

・ 相良さんの講義は、声が聞こえやすく、
説明も難しいと感じることがなく、グ
ループワークを中心にやっていたので、
とてもよかったです。このような講義
が多くあればと一番に思いました。

・ 相良さんが、休み時間に皆に話回る印

象が強かったです。先生の方から話し
かけられると私たち、生徒も自然と会
話ができていたので、それが一番良
かったと思いました。

■「講義者への想いとなりたい自分」

・ 仕事の目的をお金を稼ぐ手段として考
えていませんでした。しかし先生の話
を聞いて、一人ひとりの信念を聞きま
した。私が仕事についたときには、自
分の仕事について堂々と話せるように
なりたいと思いました。

・ 平良さんのように、若者の間での問題
を解決に取り組める職業を調べてみた
いと思った。

・ 「そうなんだ」「すごい」と心の中で
何度も出てきて、楽しい講義でした。
前から興味を持っていたがちゆんさん
のお話を聞けて、私も直接沖縄のこと
を県内外の人に伝えられるような人に
なりたいと思いました。

・ 講師の方からは自主的に働くことで感
じられる充実感や地域に貢献できるこ
となどの魅力を知りつつ、地域住民か
らの協力が得られなかったり事業その
ものが難しかったりと苦労も聞けたこ
とも良かった。

・ 一番気になったのは、がちゆんの平良
さんでした。アイスブレイクをすると
話しやすい雰囲気になることがわかり
ました。来年から社会人になりますが、
がちでゆんたくするためにどのような
ことを心掛けているのかもう一度お聴
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きしたいと思いました。

■働くことについて

・ 仕事への憧れを抱きました。自分が満
足できる仕事に就きたい気持ちが強く
なりました。

・ すでに就職した友だちや就活中の友だ
ちにも受けてほしい講義でした。働き
方の考えが変わるというか、単純に知
らない働き方だったので、知っていて
損はないと思います。自分的には、や
りたいことが決まっているので、より
背中を押してもらった感じです。

・ 地域が今、抱えている問題、これから
出てくる問題を解決するために私（大
学生）ができることなどを深く具体的
に考えることができた。これから私が
働く上でベースとなる考え方を気付く
ことができた講義だった。

・ 働き方が１つではないことを知ること
ができたので、今後の就活に対しての
考え方を見直せる機会になりました。

・ 講座を開講してくださったことで、新
たな労働観を得ることができたため、
このような機会が様々な大学で増えた
らよいと考える。

■「社会・地域を知ること、考えること」

・ 講義のおかげで今の自分に焦りが生ま
れ、世の中のことをもっと知りたいと
思うことができました。

・ 講師を招いて行うオムニバス形式の講
義は、普段なら絶対に聞く機会のない

話を多く聞けるのでとてもいいと思い
ます。集中講義なので、一度くらいは
外部で直接話を伺う方法もとれたので
はないかと思います。

・ 自分が生まれ育ってきた沖縄を、今ま
で以上にもっと関心を持ち、目を向け
たいと思います。

・ 学生の目線で見た地域の問題や特徴を
聞けたことで、その地域のイメージが
広がり、各地域への興味が広がった。

・ 地域で起きている問題や自分の価値観
を改めて見つめるとてもいい機会にな
りました。他人事と思っていたことが、
実は身近な問題と知れてとても胸を打
たれました。

・ 地域や社会について、無知でもっと考
える必要があることを学ぶことができ
た。

■「能動的に行動すること」

・ 仕事をするときに自分から動いて行動
することが重要になってくることが分
かりました。待っているだけでは意味
がないことを感じさせられた気がしま
す。

・ 自分自身の具体的目標を持ち、能動的
に行動していることを知りました。ま
た一人ひとりが中心人物となり働いて
おり、自分の存在価値をダイレクトに
感じ取れる場所にいるようにも感じら
れました。どのような理念を持ってい
る団体なのかを考えることの大切さを
学びました。
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５、スペシャル問題　あなたはどの
ようなワーカーズコープをつくりた
いですか

　この設問を設定したのは「学生ワー
カーズ」を組織化するときに、学生がど
のテーマに興味を持っているのかを知る
ためである。講義で話された内容ととも
に学生が日常的に関わっていることや興
味から書かれている。今後の「学生ワー
カーズ」づくりに活かしたい。

▲学生レポートから▲（ＷＣ＝ワーカー

ズコープ）

スポーツクラブＷＣ／若者の問題を解決
するＷＣ／ワーカーズコープの特徴を一
般企業に取り入れる／ライブハウスＷＣ
／沖縄の芸能ＷＣ／性教育とよい結婚ラ
イフを過ごすためのＷＣ／大学生活の向
上のためのＷＣ／フードバンクのＷＣ／
泡盛に関係するWC（泡盛は年々飲酒量
が減っているので）／学習支援のＷＣ

終わりに6

　本報告は、沖縄国際大学「ワーカーズ
コープ論」寄附講座受講生の学生が「働
くこと」観がどのように変容したのかを
中心にしてまとめた。そこには、学生自
身が「主体的に参加できる場」と「問い
を持つこと」、つまり学生の「学びの主

人公」性を担保する環境を設定すること
が必要だと感じている。
　貴大学での寄附講座が３年終了し、一
定の成果があったと考えている。それは
学生の学びを中心焦点として、寄附講座
の運営の勘所を掴みながら寄附講座のカ
リキュラムのモデルづくりができている
ところである。また先生とのつながりを
通じて、100人弱の学生が協同労働の協
同組合の考え方に触れている点である。
　今後の展開として、「学生ワーカーズ
コープ」を展開するために、講座終了後
の学生の居場所と日常的に関われる関係
づくりが必須である。がちゆんのように
学生サークルから株式会社として起業を
した例は学生の心に響く。その例から考
えると、まずは大学の近くならびに校内
で、地域課題を学生が考え解決する「学
生コミュニティワーカーズ」のサークル
をつくることを、各地域、事業所単位で
行なっていくことを推進していきたい。
座学では限界があるなかで、インターン
シップ、ゼミでのフィールドワーク、現
場見学したい雰囲気づくりなど、正課・
正課外問わず、学生との接点を日常的に
つくる仕掛けや仕組みが必要であると考
えている。
　旧盆にも関わらず、場をつくった学生
のみなさん、そして講演いただいた方々、
そして村上先生には感謝を申し上げる。
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　「先生、オレ病院では働きたくないで
す。」
　いきなり何を言い出すんだ…就職した
くないってことなのかな。
　「病院の中って、患者さんに自由がな
いし…治療のためだからわかってはいる
んですが、面白さを感じないんです。」
　「ふーん。県外とか考えてるの？」
　「自宅から通いたいです！」
　「行政保健師は？」
　「関心ないです！」
　なんとまあ、難しい条件だろう。病院
では働きたくない。しかも自宅から通え
る範囲。
　そして保健師ではなく、看護師。

　筆者は国立大学で看護師・保健師の養
成に携わっている。在宅看護と保健師課
程を担当しているため、病院以外で働く
ことを希望する学生は何かしらの用事を
作ってやってくる。
　行政保健師は新卒者が就職する場合も
多いが、「在宅ケアを担う訪問看護師は
医療機関での看護を経験して…」という

考えがまだまだ根深い。特に福井県のよ
うな地方都市では、大学病院や総合病院
を希望する学生が多く、将来は在宅ケア
分野で働きたいけれど、とりあえずは大
きな病院に就職してから考えましょう。
が一般的である。そんな中、の出来事で
あった。
　大学教員になって８年。最も難しい問
題を突きつけられた。
　まてよ？実習や講義でお世話になって
いる介護事業所の社長が、新卒で就職し
てくれる学生はいないかなあって言って
たっけ。ありえないかもしれないけど、
言ってみるか。

　「訪問看護師は？」
　「ホウモンカンゴシ？」
　「在宅看護の実習行ったでしょ。病院
じゃないし、家の近くに大きな介護事業
所があるよ。しかも、福井県では卒業し
て初めて訪問看護師になった人はいない
から、第一号になれるよ。」
　「面白いっすねー」

会 員
だより Members Report

北出�順子（福井大学医学部講師/会員）

なりたいものになる。やりたい
仕事に就く。
―本学学生が福井県内第１号の訪問
看護師になった事例から―
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　翌春から、彼が福井県で第一号の訪問
看護師になることが決まった。
　しかし、現在の看護大学における教育
は、４月から即戦力として働くことを想
定していない。まず職場での研修があり、
そこでは看護師としての技術、マナー、
コミュニケーション等々、看護師として
世の中に認めてもらい、お役に立てるま
でになるには、国家試験はただの通過点
である。看護師の業界では看護の質向上・
医療安全の確保・早期離職防止の観点か
ら、2010年４月より新人看護職員の卒
後研修制度が努力義務化されているが、
新卒者の就職がこれまでなかったところ
では、卒後研修制度が存在するはずもな
い。
　困った。本当に困った。
　筆者自身は病棟勤務の看護師と行政保
健師を経て大学教員となったため、訪問
看護師の現場というものを知らない。学
生の実習では大変お世話になっている
し、市役所に勤めていた時代に介護保険
制度が始まったため、訪問看護師さんた
ちと共に仕事をした経験はある。いや、
共に経験したことしかない。自分の経験
が役に立たない。何をどうすれば、彼が
一人前の訪問看護師になる手助けとなる
のだろうか。悩んだ。

　しかし、就職するのは彼である。なり
たいものになることが肝心なのではない
だろうか。彼の周りの大人は、なりたい
ものになるために道を創ることが役割な

のではないだろうか。こんな風に思うの
は、もう10年ほど前のNHK朝の連続テ
レビ小説「ちりとてちん」のおかげであ
る。このドラマは福井県を舞台としてい
ることもあり、毎日録画してみていた。
途中から大ファンとなりDVDまで購入
した。
　ドラマの中でヒロインは「落語家にな
りたい」と宣言する。それまでは途中で
諦めたり投げ出したりする人生であった
が、落語家になりたい気持ちだけは諦め
られなかった。若狭塗り箸職人であるヒ
ロインの祖父は落語愛好家で、落語とヒ
ロインを繋ぎ、師匠とヒロインを繋ぐ。
途中で亡くなってしまうが、祖父の言葉
はヒロインが生きていく道しるべとなっ
ていく。
　頭の中でヒロイン役の貫地谷しほりさ
んと彼の顔がなんどもなんどもダブっ
た。そうだ、私はおじいちゃんになろう。
途中で彼の前からいなくなるとしても、
訪問看護師として生きていくための糧に
なるものを手渡そう。

　決めた翌日から、これまで全国の新卒
訪問看護師が受けた新人研修のデータを
集め始めた。福井県では１人目だけれど
も、全国では新卒訪問看護師は当たり前
になりつつあるので、先進地に学ぼうと
考えた。その結果、新卒訪問看護師の教
育研修は、開始当初は医療機関で看護技
術を学ぶことがスタンダードであった
が、近年では訪問看護の現場で新卒を育



106    2018.9

会員だより

てる取り組みが増加していた。医療機関
では看護師がペアとなって行動すること
が多くなっていることから、看護学生時
代の実習も同様の体験をしている。しか
し、訪問看護は看護師が一人、あるいは
他の職種の人と一緒に訪問することがほ
とんどなので、これに慣れてしまうと訪
問看護ステーションでの単独行動が途端
に怖くなることになる。これが主な理由
であるが、さらに訪問看護師のアイデン
ティティは訪問看護の場でしか育たない
のではないかという意見もみられていた

（北出2017）。そうであるならば、両方
のいいとこ取りをしてみたらどうだろ
う？医療機関だけ、訪問看護ステーショ
ンだけでは互いにメリットもデメリット
もある。新卒訪問看護師にとって、効果
的な教育研修とは、医療機関と訪問看護
ステーションが協働してプログラムを創
ることで、新卒訪問看護師にとってより
よい学びの環境を整えることになると考
えた。
　しかし、初めて新卒者を受け入れる訪
問看護ステーション、初めて新卒訪問看
護師を受け入れる大学病院だけで、育て
られるのであろうか？信じていないわけ
ではなかったが、今まで手塩にかけた学
生が育っていく様を自分も目にしたい！
という欲と心配があった。それなら筆者
自身が３番目の登場人物になればいいの
ではないだろうか。

　このような背景を基に教育プログラム

の作成を始めた。訪問看護師のアイデン
ティティを見失うことなく、医療機関で
学ぶメリットを最大限活用できるよう
に、医療機関と訪問看護ステーションを
行き来しながら学ぶプログラムを作るこ
とはできないだろうか。このことを思い
つき、本学附属病院の看護部長に助けを
求めた。
　看護部長は面白がってくれると同時に
快く研修の場を提供してくれた。これか
らは病院だけでなく病院の外で働く看護
師も大事だよね。と、看護部挙げて附属
病院内での研修体制を作り上げてくれ
た。
　具体的には、１か月目は月曜日～金曜
日の５日間のうち、１日を訪問看護ス
テーションで、その他の４日間を医療機
関で、２か月目の最終週からは、週のう
ち２日を訪問看護ステーションで、その
他の３日間を医療機関で、というように
行ったり来たりすることとした。長期間
どちらかに固めるのではなく、柔軟に行
き来しながら、お互いの場で得た課題や

訪問看護ステーションと大学病院との研修プ
ログラムの打合せ
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目標を解決する。さらにこれに加えて、
毎月大学で教員と面談することで、学生
から社会人への転換をサポートし、かつ
本人の希望に沿うプログラムの修正もリ
アルタイムで行った。

　あれから３年。今、彼は次に入った新
卒訪問看護師の指導者をしている。
　「１年目の研修でよかったことって
何？」
　「それは病院で研修できたことです
よ！あの時、学生時代にはできなかった
看護技術を体験することができて、少し
ずつですけど自信がついていきました。

『看護師』と患者さんから認められた瞬
間というか」
　「訪問看護師にいきなりなって、後悔
ない？」
　「ないですねえ」
　ああ、これで良かったのだ。
　やりたいことを仕事にするとき、障壁
となるものがあるならば、壁を取り除く
ことはできないが壁を低くすることはで
きるのではないだろうか。工夫次第でや
りたい仕事に就くことができ、なりたい
ものになれるのなら、最初から飛び込め
ばいい。
　筆者が彼から学んだこと。それは同じ
体験をするならば躊躇するのではなく、
面白がること。面白そう！と思えば、ど
んな困難に思えることでも困難の壁の高
さを変え、登り切ることができる。

　人間はやりたいことを仕事にすること
ができる。やりたいことで社会に貢献し、
人のお役に立つことができることって素
晴らしい。

＜文献＞

１） 山田雅子：新卒訪問看護師のための
訪問看護師事業所就業促進プログラ
ム開発に関する調査研究報告書，
2014

２） 釜田和美，北出順子他：訪問看護ス
テーション・大学病院・大学のコラボ
により新卒訪問看護師の人材育成を
支援する「トリプルジョブトレーニン
グ」の評価，第22回訪問看護等在宅
ケア研究助成報告書，p１－12，2017
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ピュレーションアプローチ、公衆衛生史
趣味：観劇、阪神タイガース応援
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　この原稿の依頼をされたとき、若手
リーダーという言葉に引っ掛かりまし
た。私は、労協歴24年で40代を迎えそ
れでも若手リーダーなのかと…。ゆっく
りキャリアアップさせて頂いた恩返しに
はならないと思いますが、自分の歴史を
紐解こうと思います。

【入団のきっかけ】1

　94年４月、高校３年生。東京都府中
勤労福祉会館（企業組合労協センター事
業団　府中事業所）の屋内プール監視員
のアルバイトで採用されました。私は、
改修工事後のプール清掃で、初めて事業
所の仲間と顔合わせをしました。10代
から30代のメンバーが中心の現場に、
清掃とボイラー担当の組合員は、60代
以上の幅広い世代がいる事業所でした。
　「好きな事を仕事にしたい」と、就職
活動を通じて思いが強くなり、この組織
はどんな組織なのか？常勤になることが
できるのか？徐々に知る機会を増やしま
した。当時の小川所長は、楽しそうに協

同労働の協同組合は、主体性を持てれば
やりたいことを実現できる可能性がある
こと・上下関係なくより良くするための
議論ができること（飲みにケーション）・
経営に関わることができることを語って
くれました。細かいことをごちゃごちゃ
言われるより、私にはこの働き方が性に
合うのではないかと直感的に思いまし
た。３月高校を卒業し、プールのアルバ
イト代から出資して組合員となりまし
た。協同組合の働き方を知らない両親に
は反対されましたが、小学校高学年から
いじめ・不登校を繰り返してきた自分が、
人を信じ・大切にし、お互いに補い助け
合うことなどアルバイトを通じて知れた
ことがきっかけでした。

【入団から今までの歴史】2

　95年組合員となりプールの常勤者と
して勤務する中で、勤労福祉会館の清掃
業務に携わり、ポリッシャーの使い方や
ガラス清掃、外周駆除の薬品撒布、庭の
草刈り、プール清掃、会計・給与事務や

JWCU Young Leaders Members Report

ワーカーズ
コープで働く
若手リーダー

紹介
第20回

私が歩んだ労働者協同組合

百瀬�まゆみ（センター事業団　東京三多摩山梨事業本部
西多摩エリアマネージャー　兼FUSSA地域福祉事業所　所長）
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業務改善などを覚えました。プロ意識の
高い60代・70代の方々には人生観と物
を無駄にしない大切さを教わりました。
　95年から96年、映画『病院で死ぬと
いうこと』の上映会から地域懇談会、市
民と組合員が退団後活動できる場として
東京高齢協設立に向け、ほんの少しお手
伝いをさせていただきました。
　97年７月立川相互病院の清掃受託が
決定し、立ち上げの応援で何度か清掃の
応援に行きました。
　97年、命が宿り結婚、98年に出産を
経て、99年４月プールの現場に復帰し
ました。
　この頃、全国的にヘルパー養成講座の
開催が広がり、八王子市担当の事務局と
して担うことになりました。
　2000年には、東京事業本部三多摩エ
リアとなり、ヘルパー２級講座を全組合
員が取得しようと方針が出され、国分寺
市・昭島市・調布市・町田市などのヘル
パー講座開催のため動き始めました。同
時に、市民に向け介護事業所を開所する
ため、自分自身が懇談会で呼びかけをす
るため、協同労働の協同組合について猛
勉強しました。今は、組合員必携があり
ますが、当時は手探りでタジタジになり
ながら必死に学び、2000年10月、ワー
カーズコープあおぞら（八王子市）が、開
所しました。
　02年３月、府中勤労福祉会館（府中事
業所）閉館。
　02年５月、立川事業所の清掃員と受講

生で、ワーカーズコープさくら（昭島市・
現在閉所）の事業所を立ち上げました。
　02年７月、国分寺地域福祉事業所け
あ・ぽけっと（国分寺市・現在閉所）の所
長就任。
　国分寺市内を駆け回り、ヘルパーと
サービス提供責任者・所長・経理担当と
して立川事業所の給与計算、そしてさく
らの請求業務・会計・給与も併せて担っ
ていました。団づくりは悩み苦しみ、組
合員から信用を失い、閉所の決断を迫ら
れ、お鍋を囲んで解散しました。
　07年３月、ワーカーズコープさくら・
国分寺地域福祉事業所けあ・ぽけっと閉
所。
　07年４月、立川事業所異動。
　09年４月、立川市幸児童館　指定管
理者選定。貸し館業務のサポートと新人
組合員に法人のことを伝えるため、週１
日勤務。
　10年、指定管理者の受託獲得に向け、
現場で作る企画書を大切に戦略会議実
施。
　12年４月、小平・国分寺・立川エリ
アスタッフとなり、法人理念を伝え、エ
リアマネージャーのサポートを行う。
　U友地域福祉事業所の組合員が企画書
作成。立川市若葉児童館・西砂児童館獲
得。
　12月、立川市子ども未来センター立
ち上げ。岩田雅宏所長の仕事拡大への使
命感に圧倒された。
　13年５月、立川特区エリアマネー
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ジャー就任。エリア会議運営と、仕事お
こしの自治体行動を組合員と実施。
　14年４月、立川市羽衣児童館・富士
見児童館立ち上げ。同年10月立川市最
後の児童館、錦児童館と上砂児童館の指
定管理者のプレゼンテーションでは落
選。この時プレゼンに初めて出ましたが、
頭が真っ白になり緊張しました。私がプ
レゼンに参加しない方が良かったのでは
と今でも思いますが、その後のプレゼン
につながっているので、貴重な場であっ
たと思います。
　16年４月、多摩中央エリアマネー
ジャー就任。私の地元でもあるワーカー
ズコープの現場がない日野市に、現場の
組合員と自治体行動を何度も行い、しん
めい児童館の企画書を馬場智之所長と取
り組み、業務委託が決定しました。
　17年４月、西多摩エリアマネージャー
就任。
　前任のエリアマネージャーの評価が高
く、信頼のある青梅市短期臨時学童（入
札物件）をFUSSA地域福祉事業所の組
合員と取り組みました。
　また、同年11月、西多摩福祉事務所（東
京都案件）の生活困窮者自立支援事業の
指定管理者に挑戦をしましたが受託する
ことができませんでした。
　18年４月、西多摩エリアマネージャー
兼FUSSA地域福祉事業所所長兼任。
現在は、前任の所長がやりたくてもでき
なかった、組合員１人ひとりの疑問や不
安を解消する取り組みを実施中。

【エピソード】3

　府中勤労福祉会館プール現場には、見
た目50代、噂では30代の男性組合員が
いました。その組合員が自転車で夜遅く
うろうろしているのを目撃しました。後
日、事情を聴くと給与が入った封筒を落
としたと…。本当かな？と、私は疑って
しまいましたが、小川所長は「それは大
変、本部と相談するから今日は2,000円
でしのいでね」と、お金を渡しました。
数か月後、同じ組合員が置き引きにあっ
たことを伝えた時にも所長は、2,000円
渡しました。個人的には所長がすごかっ
たこともあり、この協同組合は、とこと
ん人を信じ大切にするところもあるのだ
と思いました。そんな人を大切にしてい
た所長が次の年に異動され、数年後退団
され悲しかったことをときどき思い出し
ます。
　団会議には、狭い和室で東京事業本部
の田中羊子本部長と菊地謙事務局長がと
きどき出席していました。音読が苦手な
私は、労協新聞の読み合わせが大嫌いで
した。人前で読めない漢字に苦戦し、恥
ずかしく声が震え泣きそうになりながら
読んでいたことを覚えています。しかし、
プールでの休憩の放送や労協新聞の読み
合わせのおかげで、今は少し人前で音読
ができ、自分の意見を表現することの訓
練になっていたのではないかと感謝して
います。
　八王子市で開催したヘルパー養成講座
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で、現南多摩エリアマネージャーの水胤
恵美子さんと出会いました。講座終了後
にヘルパーステーションを立ち上げるこ
とを目的に、懇談会を開催しましたが、
１回目の参加は、水胤さんお１人でした。
主催の高齢協での立ち上げではなく、労
協について熱く語った岡本章寛事務局長
の話に耳を傾け、懇談会を重ねるごとに
参加者が増え、開所までに紆余曲折があ
りながら、結団式のお泊り会を行い、親
睦を深め、泣いて笑ってワーカーズコー
プあおぞらが立ち上がりました。
　国分寺地域福祉事業所けあ・ぽけっと
の開所式で、私が所長をする知らせを聞
きパニックになりながらの開所式であっ
たことを思い出します。
　社会連帯委員会が設立され、三多摩事
業本部の代表となり、定期的に東京地方
委員会に参加するため、池袋本部（光文
社ビル）まで行きました。各事業本部の取
り組みを知り、刺激を受けました。プレ
ゼンの選定作業は、査定を含め終電近く
まで議論をしたことを懐かしく思います。
　昔のことは、何度も繰り返し思い出し、
語ってきたので鮮明に覚えていますが、
最近のことは、目の前のことに必死で思
い出せないのと、エピソードをこれ以上
書くと他のことが書けないので終わりま
す。

【大切にしてきたこと】4

　組合員と向き合ってきた、所長・エリ

アマネージャー・事務局長・本部長との
尊い出会いと別れを繰り返し、見習うべ
きところは見習い、正すところは正す精
神を大切にしてきました。
　10代のころ誰も信じられず、人間不
信になっていた私だからこそ、人を信じ
喧嘩をしても言いたいことを伝え、その
後仲直りをした上で、ともに大切だと思
える関係性と裏切られても恨まないこと
が大切だと思っています。
　体験・体感できる貴重な機会を、拒否
し実行しないことは、もったいないこと
だと思います。失敗しても、事件になら
ない限り失敗を許す器がある組織だと
思って、したいことを大切に、自分の限
界を自分で決めないことが大切だと思い
ます。
　一人ひとり人生観も価値観も違いま
す。その中でいっぱい喋り、笑い・怒り・
泣き、諦めず伝え続けることの良さを胸
張って語れる自分であるためには、全国
で協同労働の協同組合で切磋琢磨してい
る全国の組合員の存在を大切にしたいで
す。

【今後の展望】5

　今回の総代会で理事会賞を受賞した、
FUSSA地域福祉事業所。自ら推薦状を
書きその想いが届き、受賞できましたこ
とを嬉しく思います。
　数年前、FUSSA地域福祉事業所は要
閉鎖対象事業所でした。経営指標上困難
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な事業収入のもと、運営を行ってきまし
た。組合員自ら経営部を立ち上げ、２回
の指定管理者としての更新を勝ち取り、
経営改善に取り組み、昨年の冬季一時金
は、経営指標をクリアして支給するまで
となりました。

　踏ん張っている組合員が報われ、生活
に少しでも余裕が生まれ、ワーカーズ
コープで働くことが楽しいと思える事業
所づくりと、多くの困難に向き合える持

続可能なみんなのおうちを立ち上げ、
ワーカーズコープの現場がない自治体を
１つでも埋める取り組みを、組合員と分
かち合いながら進めていきたいと心から
思っています。
　組合員から寄せられる、不安や不満こ
そ大切な意見として、これから出会う組
合員や市民のために尽力していきたいと
思っています。
　そうやって先人たちは30年以上ワー
カーズコープを支え、ないものを作り出
し、実践と経験を積み上げてきたと思っ
ています。この協同の發見を最後まで読
み、退団しようと悩んでいる方が踏ん
張ってくれたら幸いです。そして、あな
たはあなたらしく、自分の人生を歩んで
ください。人間関係は面倒ですが、良い
ことも嫌なことも長く続けて来たからこ
そ見える景色と、自分らしくあるための
協同がここにはあります。

FUSSA地域福祉事業所
副所長　神山 千歳
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　夏休みを８月末もらい、家族で無茶々園
のある西予市明浜を訪問。ちょうど無茶々
園の事務所を移した狩江笑学校の２周年
の音楽祭に参加する。約150人の住民が集
まり、子どもたちの発表から、プロによる
演奏が夕暮れより校庭で行われ、子どもも
大人も混ざって一緒に歌い踊る姿に感動。
信号もコンビニもない小さな集落に、これ
だけ子ども（とにかく２～３人兄弟が多い
⁉ ）を持つ若い世代が居て、ごちゃまぜで
楽しんでいる姿は、いまではなかなか見ら
れない。無茶々園の若い職員も多く参加し、
地域のメンバーに混ざってお祭りを下支え
しており、地域で仕事と生活が重なるこの
働き方に、日本各地から若い人が集まる。
うちの子どもたちもミカンの段々畑を車で
回り、船に乗り魚を釣るという、明浜の日
常生活に触れ、笑顔の夏休みとなった。
　労働者協同組合法（仮称）に関しては、
与党協同労働に関するワーキングチームの
議員が視察で労協ながのを訪問。また担
当する厚生労働省勤労者生活課は担当者
を増員し新メンバー全員でセンター事業団
東京中央事業本部各事業所を訪問。どの
ように話し合い合意形成をしているのか、
どのように仕事おこしに取り組んでいるの
か、どのように多様な仲間と共に働いてい
るのかなど、日ごろの協同労働の運営につ
いての質問があった。特に当事者の家族
による放課後等デイサービス・就労継続支
援・グループホームの設立や、当事者を含

めた運営や当事者の能力を活かした仕事
おこしについて、高い評価があった。折し
も国の障がい者就労率の偽装が判明して
いただけに、単に就労者として受け入れる
だけでなく、話し合い、共に汗を流し、地
域を巻き込み受け止める地域づくりまでの
実践は見るものを納得させる迫力があっ
た。尼崎市長など各自治体長との懇談も
続き、どこでも協同労働による地域課題を
解決する住民主体の仕事おこしには関心
が集まり、広島市協同労働プラットフォー
ムをモデルに取り組みたいという話が相次
ぐ。
　協同労働リーダー基礎研修2018が、８
月22日～23日、宮城県登米市で20名の参
加者（地域労協12名、高齢協４名、運営ス
タッフなど８名）のもと開催。東日本大震
災後に職業訓練などを経て、多様な苦労
を伴いながら、被災者や地域住民による廃
校を活用した高齢者や障がい者支援、生
活困窮者自立支援と連携した困難を抱え
た若者と地域住民による自前の林業や地
域課題解決の助け合い事業などを学ぶ。
共に働く、共に生きる、協同労働の本質に
迫る実践に、協同労働とは何かを考え、自
分たちで何ができていて、何が必要なのか
を学ぶことができた。
　法制化時代に向けて、各地で協同労働
を学び、発信し、共感する新たな仲間と共
に、新たな協同労働を作る動きを作ってい
きたい。

労協連だより 髙成田　健
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　９月８日に第２回協同総研理事会を開
催いたしました。お忙しい中ご出席いた
だいた理事の皆さまお疲れ様でした。い
よいよ法制化運動も佳境に入り、秋の臨
時国会に議案が提出される可能性が高
まってきましたが、嵐の前の静けさを思
わせる状況の中、落ち着いて討論をおこ
なうことができました。
　今理事会では、島村理事長より「一般
社団法人協同総合研究所アイデンティ
ティ宣言（仮称）案」の作成構想について
提案がありました。会員名簿を見ていた
だくと「一般社団法人協同総合研究所設
立趣意書（1991年２月７日）」が掲載さ
れていますが、実際には一般社団法人が
設立されたのは2013年であり、この設
立趣意書は法人格を持たない任意団体と
して出発した際に作成されたものです。
当時とは時代状況も大きく変化し、労働
者協同組合法（仮称）の制定が実現されよ
うとしている時代にあって、労働者協同
組合・運動の振興のための事業と並んで、
協同の思想の社会的普及に携ることを使
命とする協同総研の理念を新たに「宣言」
としてまとめる必要があるという提案で
した。
　そのために「宣言」起草委員会を立ち
上げて、来季又は再来季の総会にその草
案を提出できるように準備を進めること
が決定しました。

　午後の研究会では、「人の育ちを中心
とする組織戦略」というテーマで、労働
政策研究・研修機構の山崎憲さんにご講
演いただきました。
　営利企業であろうと非営利組織であろ
うと、ほとんど全ての組織にとって人材
育成は大きな課題となっています。激し
い競争原理によって運営されるグローバ
ル企業でさえも、若手社員一人ひとりの
話を徹底的に聞き取り、日常的な対話を
大切にして、モチベーションアップをは
かる仕組みが工夫されていて、かつての

「日本的経営」から学んでいるというこ
とでした。話し合いを全ての基礎とする
私たちのような協同労働の組織と、何が
同じで何が違うのか、協同労働の人材育
成とはどうあるべきなのか、とても刺激
的で考えさせられるお話でした。

　協同総研の事務所は、労協連本部と同
じフロアの一番奥の小部屋にありました
が、建物の構造的な問題で猛暑の日には
空調が十分に機能せず難儀しておりまし
た。もう真夏の猛暑日は過ぎてしまいま
したが、この度、全体のフロアと隔てて
いた壁を撤去していただき、閉鎖された
空間から開放感あふれる事務所スペース
となりました。近くにお寄りの際にはど
うぞ気軽にお立ち寄りください。

研究所だより 利根川　德
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研究所活動日誌（2018.8.16〜9.15）

16日（木）

17日（金）

20−24日（月−金）

20日（月）

22日（水）

23−24日（木−金）

26日（日）
27日（月）

28日（火）
30日（木）

田中夏子理事とイタリア視察につい
ての打合せ
山崎憲氏（労働政策研究・研修機構）
訪問。研究会打合せ。
沖縄国際大学　ワーカーズコープ寄
附講座（村上了太先生）
沖縄キリスト教学院大学懇談（與那
原事務局長、玉城直美先生）
JYCフォーラム　よい働き方研究会
打合せ
センター事業団　本部長・事務局長
会議
障害福祉青年フォーラムinTOKYO
第６回ワーカーズコープ設立・運営
ハンドブック準備会
日本フロンティアネットワーク　総会
村山昇さん（「働き方の哲学」著者）
と懇談

８月 30−31日（木−金）
31日（金）

3日（月）
4日（火）
５日（水）

6−7日（木−金）
8日（土）

10日（月）
11日（火）

ともにはたらくPJ会議
第２回ふくろう社会連帯カレッジ

（アーサー・ビナード）

協同総研事務局会議
労協連常勤５役会議
福島大学寄附講座、映画「Workers 
被災地に起つ」記者会見、中井福島
大学学長懇談
全国事業推進会議
2018年度第２回協同総研理事会、
2018年度第１回協同総研第１回研
究会（山崎憲氏報告）「人の育ちを中
心とする組織経営」
日本協同組合学会常任理事会
第３回協同組合関係研究所座談会

今後の活動予定（2018.9.16〜10.30）

18日（火）

9月21日（金）−
10月8日（月）
2５日（火）

29日（土）

2日（火）
4日（木）

第７回ワーカーズコープ設立・運営
ハンドブック準備会
スペイン研究・調査（高橋巌さん、
廣田裕之さん、岡安顧問、相良）
第３回ふくろう社会連帯カレッジ

（白井聡さん）
社会連帯フォーラム　保坂展人×金
滿里

労協連合同５役会議
労協連理事会

５−6日（金‐土）

8日（月）
11日（木）
12日（金）
1５日（月）
16日（火）
18日（木）

24日（水）

2５日（木）

第３回全国名人・達人サミット（山
梨県西桂町）
JYCフォーラム　よい働き方研究会
東京基督教大学寄附講座打合せ
第２回川崎平右衛門研究会
第７回労協連本部シンポシオン
協同総研事務局会議
社会的企業研究会100回記念冊子　
編集委員会
第４回ふくろう社会連帯カレッジ

（辻信一さん）
センター事業団　本部長・事務局長
会議

９月

10月

９月

2018年度　協同総研理事会予定
第３回11/17、第４回３/16、第５回理事会５/18　第７回総会　2019年６月29日（土）




